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Migaro Technical Award 2008
最優秀賞

直感的に理解できるシステムを目指して
−情報の"見える化"の取り組み
石井 裕昭 様
豊鋼材工業株式会社
製造総括部　部長代行

豊鋼材工業株式会社
http://www.yutaka-steel.co.jp/

「鋼材のことならあらゆるニーズに
応える企業」をモットーに、広島か
ら沖縄までをカバーし、鋼材および
その他金属の加工、販売を行ってい
る。伊藤忠丸紅鉄鋼・新日本製鐵系
の会社である。

ソリューション導入の
経緯と概要
　豊鋼材工業株式会社の主体である溶断
事業では、従来、生産に関するさまざま
な情報が、紙の帳票による事後の実績入
力や、あるいは担当者の経験等に基づく
繁閑の判断と工程管理に依存していた。
したがって営業部門、経営者、さらに製
造部門内からも、工場の操業状況や受注
製品の進捗・計画状況はブラックボック
ス化して、お客様対応のレスポンスやさ
まざまな判断に支障をきたしていた。
　このような状況を打開するため、平成
17 年より工場内の無線 LAN 強化をは
じめ、各設備への Windows CE 端末、
無線ハンディターミナル、およびラベル
プリンタの配備と帳票へのバーコード出
力等の基盤整備を開始した。【図 1-1】
　Delphi/400 は、この基盤整備でリア
ルタイムに収集される情報を定量的かつ
直感的に利用する手段として導入した。
本アプリケーションは、生産・出荷計画、
進捗、履歴、山積み等の情報をさまざま

な角度から提供する参照系と、生産指示
や計画作成等の更新系の処理を備えてい
る。

開発の独創性・創意工夫
　新しいシステム基盤 Delphi/400 等の
導入により、従来は参照できなかった情
報がリアルタイムに抽出可能となった。
しかし、膨大な情報の中から、ユーザー
が着目すべき部分をわかりやすく、かつ
直感的に把握・操作できるようにしなけ
れば、使い勝手のよいシステムとは言え
ない。
　そのため、今回のアプリケーションで
は次のような工夫している。

①  DBGrid 表示データの中で着目すべ
き部分を着色表示、その閾値や色を
ユーザーによるカスタマイズ

②  DBGrid の着色（色相）情報を VB-
Report 色番号に変換し、Excel に出
力（VB-Report）

③  DBGrid の選択行全体を強調表示

④  Chart を使用したトレンド等の可視
化と、DBGrid 等との組み合わせに
よる詳細確認機能

⑤  DHTML 形式の操作マニュアルによ
る、シミュレーション体験型ヘルプ
機能

⑥ Web ブラウザの活用
・ GoogleMap によるお客様地図の表示
（縮尺の異なる 2 段階表示）

・ ネットワークカメラによる簡易 Web
会議

・ ネットワークカメラによる工場の状況
確認

・ 無料の Web 型リモートデスクトップ
ソフトによる画面共有

⑦  BitBtn、SpeedBtn 等への画像表示
⑧  DecisionGrid、DecisionGraph の 活

用

見える化への改善ポイント
　アプリケーション開発の独創性・創意
工夫について詳細を述べる。

http://www.yutaka-steel.co.jp/
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図1-1　生産管理システム再構築イメージ

図2-1　汎用のGrid着色関数呼び出し例
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① DBGrid の表示データ中で着目すべ
き行、セル、列あるいは特定のデータ内
容などに応じて、傾向管理や識別容易化
のために、OnDrawColumnCell イベン
トで着色判定用関数を呼び出している。
　この関数は、呼び出し元の DBGrid
の配列番号と項目を引数とし、DBGrid
ごとの判定ロジックにより着色要否や色
番号を返す。【図 2-1】【図 2-2】【図 2-3】
　これによりユーザーは、着目すべき行、
値の傾向等を直感的に把握可能になる。
着色の判定の閾値と色には、ユーザーが
入力した Edit の値や ColorBox で設定
した色により変更可能なものもある。【図
2-4】

② VB-Report の機能で、Excel 出力す
る際に VB-Report3.0 の色定数を指定す
る必要がある。これは、Delphi 側の色
をVB-Report3.0の色定数に対応させる。

【図 2-5】
　DBGrid 各セルの着色用関数から返さ
れる色の色相範囲に対応して、VB-
Report3.0 の色定数に変換する関数を作
成した。【図 2-6】【図 2-7】
　これにより、共通の着色ロジックでほ
ぼ同等に着色された EXCEL の表を得
ることが可能となった。

③通常 DBGrid では、選択行の左端の
三角マークと選択セル色の反転で識別さ
れる。だが項目数が多い場合にはわかり
にくい。
　OnDrawColumnCell イ ベ ン ト で、
TCustomDBGrid か ら 派 生 さ せ た
TAccessDBGrid での選択行と現レコー
ドのインデックスの一致判定により、着
色を行うことが可能になった。【図 2-8】

【図 2-9】

④ Query の動的 SQL で時系列に集約し
たデータを抽出し、ClientDataSet に
キャッシュされた状態で、DBCrossTab 
Source 経由で DBChart 上の系列に接
続している。
　グループ化基準、集計項目等は、ユー
ザ ー の 選 択 に 応 じ て、DBCrossTab 
Source の GroupField、ValueField 等
を動的に切り替える。ClientDataSet の
キャッシュデータをもとにしているた
め、瞬時に角度を変えてのデータ分析が
可能となった。

　また、1 つの Query の SQL で抽出さ
れたデータに対して、DataSetProvider
経由で複数の ClientDataSet を接続し、
各 ClientDataSet の Filter プロパティ
を個々に変える。1 つの Query で、複
数のグラフの一括表示を実現している。

【図 2-10】【図 2-11】【図 2-12】【図 2-13】
【図 2-14】
　さらに、グラフ上のダブルクリックで
共 通 の TeeCommander を 呼 び 出 し、
ユーザーが独自にグラフの書式編集、印
刷、コピー等をできるようにした。その
際、呼び出し元のグラフに応じて表示位
置を変更し、共有化を実現している。【図
2-15】
　グラフで全体感を確認した後に、系列
のデータの内容をドリルダウンしたい場
面も多い。グラフ上の該当部分をクリッ
クすることで、その要素情報をパラメー
タとして詳細を表示する機能を多く実装
した。【図 2-16】【図 2-17】【図 2-18】

⑤ TENDA 殿のマニュアル作成ツール
（DOJO） の 機 能 の 1 つ で あ る、
DHTML 形式の体験シミュレーション
型マニュアルを各機能ページ別に作成
し、社内の Web サーバーに保存した。
　 こ の 該 当 HTML を、 各 ペ ー ジ の
Image の ク リ ッ ク イ ベ ン ト で、
ShellExecute により呼び出せるように
した。【図 2-19】
　実際に操作する感覚で機能・操作方法
を習得できるため、学習効果が高く、マ
ニュアル配布、教育等の負荷を軽減でき
る。音声解説も付加可能である。【図
2-20】【図 2-21】
　なお、静的な HTML のマニュアル参
照、PDF 形式のマニュアルのダウンロー
ドも可能である。【図 2-22】【図 2-23】

⑥ Web ブラウザをコンポーネントとし
て組み込み、navigate メソッドで URL
を指定するだけで容易に任意の Web
ページを表示できる。この機能を応用し
て、お客様住所の GoogleMap 表示、ネッ
トワークカメラ映像表示、リモートデス
クトップ参照（操作）【図 2-24】を可能
とした。

・GoogleMap
　取得した Google Maps の APIkey を
記述した雛形の HTML の住所とお客様

名の部分のみを、データベースとの連動
により動的に置き換える。【図 2-25】【図
2-26】
　GoogleMap の各種コントロールの組
み込みは、Google Maps API の解説資
料を参照した。
　なお、地図ソフトでは目的地近辺の詳
細と全体感を確認することが多いため、
縮尺の異なる 2 つの Map を 1 つの URL
で表示可能とし、印刷も可能とした。【図
2-27】【図 2-28】
　住所情報が GoogleMap での検索に適
合しない場合（旧漢字等）は一部修正で、
再試行可能とした。【図 2-29】

・ネットワークカメラ
　映像は、設置したカメラに付与した
IP アドレスを URL で指定することで、
見ることができる（Web サーバー機能
内蔵による）。
　今回、各カメラの名称、IP アドレス、
アクセス権、接続可能時間等の基準を
データベース管理している。これにより、
ユーザーに応じて使用条件をコントロー
ル可能にし、プライバシー、ネットワー
ク負荷等へ配慮した。また、アクセス中
の対象者がわかるように、アクセス状況
もデータベース管理している。【図 2-30】
　Web 会 議 と 工 場 状 況 確 認 は、
ComboBox でカメラを切り替えること
で汎用的に使える。【図 2-31】
　なお、Web 会議の際には、簡易な IP
電話会議機器を併用する。

⑧ユーザーのフォームからの項目選択に
より、任意の分析を可能とした。ただし、
レコード件数が多い場合は、次元数によ
りメモリの使用量が大きくなり、実用レ
ベルでは使えなくなる。項目選択数上限
を設定している。【図 2-32】【図 2-33】

教訓・知見と今後の予定
　Web ブラウザで Web 画面をコンポー
ネントとして組み込めるということを、
Delphi を使い始めて 2 年近く気づかな
かった。同様に、有効な機能を持つコン
ポーネントで知らないものが多くあると
思われる。
　また、標準では付属していないが、有
効利用できる可能性があるものも確認で
きた。
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図2-2　DBGridの着色関数の例

図2-3　DBGridの着色の例
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　これらについて Study し、レベルアッ
プを図りたい。

エンドユーザー評価
●印刷帳票からExcelに手入力したデー
タをもとに定期的に作成していた（また
は、できなかった）指標の長期・短期の
最新トレンドグラフが、人の手を煩わす
ことなく確認できる。
　資料作成、データ取り込み等の手間も
大幅に軽減できた。

●工程進捗状況が、DBGrid の色分けに
より、データの値を見なくても確認でき
る。対応を迅速に行えるため非常に有効
である。

M
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図2-4　Grid着色の閾値、色を設定可能とした例

図2-5　VB-Report3.0の色番号例
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図2-6　EXCEL出力用の色番号取得用関数呼び出し（抜粋）

図2-7　同等の色相のVB-Report色番号に変換する関数
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図2-8　DBGridの選択行着色例

図2-9　選択行着色の処理コード部分抜粋
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図2-11　複数種グラフ連続作成の基本処理部分

図2-12　複数種グラフの表示項目連続切替えの処理例

図2-10　複数種グラフ連続作成のためのコンポーネント接続イメージ
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図2-13　グラフ一括表示の例

図2-14　グラフの表示項目一括変更の例
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図2-15　TeeCommander呼び出しの例

図2-16　系列要素クリックでのデータ表示例-1
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図2-17　系列要素クリックでのデータ表示例-2

図2-18　系列要素クリックでのデータ表示例-3
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図2-19　マニュアル呼び出し方法例

図2-20　DHTML形式のシミュレーション型マニュアル初期画面例

図2-21　DHTML形式のシミュレーション型マニュアル操作例
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図2-22　静的HTML形式のマニュアル初期画面

図2-23　共通機能の説明ページ初期画面
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図2-25　お客様住所のGoogleMap表示処理フロー

図2-24　リモートデスクトップ機能表示例
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図2-27　お客様住所のGoogleMap表示例

図2-26　お客様住所を表示するHTML記述部分（雛形）
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図2-30　ネットワークカメラ表示に関する管理イメージ

図2-28　WebBrowserの印刷処理記述

図2-29　map表示不能時の住所内容編集、再試行手段
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図2-32　DecisionGrid（Graph)の集計項目設定フォーム例

図2-31　ネットワークカメラ表示画面例
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図2-33　DecisionGrid（Graph)の使用例
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Migaro Technical Award 2008
最優秀賞

RPGを知らなくてもここまでできる
−ユーザーサイドからのアプリケーション開発
石井 裕昭 様
豊鋼材工業株式会社
製造総括部　部長代行

豊鋼材工業株式会社
http://www.yutaka-steel.co.jp/

「鋼材のことならあらゆるニーズに
応える企業」をモットーに、広島か
ら沖縄までをカバーし、鋼材および
その他金属の加工、販売を行ってい
る。伊藤忠丸紅鉄鋼・新日本製鐵系
の会社である。

ソリューション導入の
経緯と概要
　豊鋼材工業株式会社の主体である溶断
事業では、従来、生産に関するさまざま
な情報が、紙の帳票による事後の実績入
力や、あるいは担当者の経験等に基づく
繁閑の判断と工程管理といったことに依
存していた。したがって営業部門、経営
者、さらに製造部門内からも、工場の操
業状況や受注製品の進捗・計画状況はブ
ラックボックス化して、お客様対応のレ
スポンスやさまざまな判断に支障をきた
していた。
　このような状況を打開するため、平成
17 年より工場内の無線 LAN 強化をは
じめ、各設備への Windows CE 端末、
無線ハンディターミナル、およびラベル
プリンタの配備と帳票へのバーコード出
力等の基盤整備を開始した。【図 1-1】
　Delphi/400 は、この基盤整備でリア
ルタイムに収集される情報を定量的かつ
直感的に利用する手段として導入され
た。本アプリケーションは、生産・出荷

計画、進捗、履歴、山積み等の情報をさ
まざまな角度から提供する参照系と、生
産指示や計画作成等の更新系の処理を備
えている。

開発の独創性・創意工夫
　RPG を使用できるシステム室要員数
が少なく、本アプリケーションで実現し
たい数多くの機能について、データ抽出
の条件・項目等の仕様が事前に確定しに
くいこともあり、開発はユーザーに近い
立場の者が主担当で行った。
　 そ の た め、デ ー タ 抽 出 は BDE の
Query で、SQL 文を動的に生成して抽
出する構成とした。だが、初めての
Delphi/400 での開発ということもあっ
て、当初は実用に堪えないものであった。
　いかに一度に表示できる情報量が多く
ても、表示の速度が実用レベルになけれ
ば、また操作性等で 5250 での参照に対
して大きな優位性がなければ、ユーザー
には使われない。
　そこで、次の対応を順次実行し、実用

レベルに到達させた。

①  Query → DatasetProvider → Client 
Dataset の組み合わせで、抽出した
データに対して、ローカルでのフィ
ルタリング、並べ替えのボタン、
DBGrid をマウス操作のみで実現す
るという機能を実装

②  SQL のパフォーマンスについては、
i-SeriesナビゲータのVisual Explain
により、推奨索引確認および索引自
動生成での改善

③ 同じく Visual Explain により、結合
キーの型の妥当性確認と調整

④  SQL 実 行 時 の SQL 文 抽 出 機 能 と
SQL 動作検証用アプリにより、デバッ
グとチューニング

⑤ 関連データの一括抽出とマスターデー
タ参照による連携機能で、同時参照

（マスター⇔詳細⇔最詳細）【図 2-1】
⑥  SQL 実 行 待 機 の 体 感 時 間 の 軽 減

（ProgressBar、AVI 動画再生等）
⑦  Query の OnCalcFields イベントでの

処理により、SQL の速度低下の抑制

http://www.yutaka-steel.co.jp/
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図1-1　生産管理システム再構築イメージ

図2-1　マスタ⇔詳細⇔再詳細のデータ連携例
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⑧ 動的に内容を変化させる comboBox
用のデータベースの、ローカル化と定
期更新

⑨ 一定の未操作時間経過で、自動的に表
示情報を更新

⑩  Grid に表示される不要項目の非表示
化、並び順変更の可能化。その条件は、
次回起動時にも保持（Ini ファイルに
配列情報を書き込み）

実用レベルに向けた
改善ポイント
　アプリケーション開発の独創性・創意
工夫について詳細を述べる。

①毎回、抽出条件を設定し SQL 処理を
行うよりも、ある程度の範囲で抽出し、
ローカルでキャッシュされたデータに対
してフィルター、並べ替え、検索等を瞬
時に実行可能にすることにした。これに
より、思考の中断も少なくできる。その
ために、ClientDataset の使用を基本と
した。
　抽出した結果の並べ替えは、任意の項
目の組み合わせで可能であり、優先順が
明示できるようにしている。また、フィ
ルター機能についても、複数条件の組み
合わせが可能で、条件とフィルター中で
あることがわかるようにした。【図 2-2】
　なお、DBGrid の各列のタイトル、巾
等については、開発のメンテナンス性を
考慮した。Query の静的項目のみの設
定で、その内容が自動的に ClientData 
Set に引き継がれるように、OnAfter 
Open イベントに汎用処理を記述した。

【図 2-3】【図 2-4】
　また DBGrid、Query、ClientDataSet、
フィルター用ボタン等、関連する一連の
コンポーネントを配列化した。とともに、
Tag プロパティ等の活用により、呼び
出し元の識別を汎用化し、コードの記述
を抑えた。【図 2-5】【図 2-6】

②③ IBM の IBM i 講座「SQL パフォー
マンス・チューニングの基礎」を受講し、
IBM i に同梱されている i-Series ナビ
ゲータを開発用 PC に導入した。【図
2-7】
　これにより、組み込む SQL のパフォー
マンスについて検証を行うことができ、
適正な索引の確認と索引の生成が一連の

操作で可能となった。結合キーの型不一
致のチェック等も可能であり、その際に
は iSeries DB2 の SQL 解説書を参考に
型 の 変 換 を 行 っ た。【 図 2-8-1】【 図
2-8-2】
　i-Series ナビゲータでは、GUI の画面
で既存ライブラリに新規にテーブル、
ビュー（論理ファイル）、索引等を簡単
に作ることも可能であるため、情報シス
テム室に依存せず、新たな管理項目を含
むデータベースを作れるため有効であ
る。【図 2-9】【図 2-10】

④開発時のテストにおいて、データが正
しく抽出されない、またはエラーが発生
する場合、実アプリケーションのコード
修正を繰り返すとコンパイルの時間ロス
が大きい。また、どのような SQL 文が
実行されているかも、コードからは読み
取りにくい。そのため、該当 SQL の配
列番号指定で実行された SQL 文を、テ
キストで読み出せる仕組みを作った。
　また、任意の SQL 文での抽出結果を
確認するテスト専用のアプリケーション
を、別途準備し、SQL のテストが簡単
にできるようにした。【図 2-11】【図
2-12】【図 2-13】

⑥ 1 回の操作で複数の Query を OPEN
する際には、その変わり目で Progress 
Bar の Position を変更し、SQL 処理が
進んでいることをユーザーに示す、とい
うことを可能にした。
　一方、単体の場合、個々の処理時間が
長いと本当に処理が進んでいるか不安に
なり、体感時間も長くなる。そのため、
動画を指定の Panel 上で再生して、ユー
ザーの手待ち感の軽減を試みた。【図
2-14】【図 2-15】

⑦ SQL 文には文字数の制限もあり、
CASE 文等を多用するとレスポンスが
低下するケースも多い。また、複雑な処
理の記述が困難となるため、内容に応じ
て Query の OnCalcFields イベントを
用いた。

⑧抽出条件の設定では、ユーザーの好み
に応じてコードの Edit 入力、またはコー
ドに対応する文字の ComboBox からの
選択を行えるようにしている。
　ComboBox 使用の場合、選択肢を少

なくし操作性を高めるために、例えば営
業担当者の ComboBox の内容は、部門
の ComboBox の選択結果に応じて動的
に変更される。【図 2-16】【図 2-17】【図
2-18】
　その際、IBM i の情報を参照して
ComboBox を設定すると、ネットワー
ク、SQL の待ち時間が多少発生する。
そこで、ComboBox で多用される社員
マスター、客先マスター等の更新頻度が
少ないデータベースは、定期的にユー
ザーのPCにParadox形式でダウンロー
ドされる仕組みを作り、ComboBox 操
作時の待ちをなくした。【図 2-19】【図
2-20】【図 2-21】

⑨同一の抽出条件であれば、設定に対応
して起動中に一定時間アプリケーション
操作がない場合は、ClientDataSet の
Refresh メソッドを実行するようにし
た。
　これは、ApplicationEvents の OnIdle、
OnMessage イベントと、Timer の On 
Timer イ ベ ン ト で 実 装 で き る。【 図
2-22】【図 2-23】

⑩各機能で抽出される項目は、ある程度
汎用性を持たせるために多くなり、ユー
ザーによって不要だったり、または優先
度が異なる。横スクロールの手間、同時
参照性により、並べ替え、一部項目の非
表示化等のカスタマイズのニーズがあっ
た。【図 2-24】【図 2-25】【図 2-26】

教訓と今後の予定
　参照系のアプリケーションについて
は、RPG 等の知識がなくても十分構築
できる。ただし、SQL の構文、JOIN キー
の型の整合性等により、パフォーマンス
が大きく変化する。十分な検証が必要で
ある。
　関連する各種情報を同時参照可能とす
ることで、5250 アプリケーション以上
の Total パフォーマンスが得られる。今
後は、抽出に時間を要する機能について、
パフォーマンスを改善する手段をさらに
追求したい。
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図2-3　Tqueryへの静的項目設定例

図2-2　フィルタ、並べ替えの状況
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エンドユーザー評価
● 従来からの使い慣れの点もあり、単純

な照会については、レスポンスの点か
ら 5250 画面が依然として使用される
場合もある。だが、Delphi/400 のア
プリケーションでは、情報がより定量
的に確認でき、かつ一度に多くの関連
情報が参照できる。この部分に対する
評価が高い。

● 多目的なアプリケーションのため、使
用者は役員〜業務スタッフまでと幅
広い。

M
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図2-6　汎用処理での呼び出し元特定容易化例

図2-4　Tqueryへの静的項目設定内容をTClientDataSetに反映する処理例

図2-5　機能毎の共通コンポーネントを配列化
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図2-8-1　iSeriesナビゲータでのSQLパフォーマンス検証例

図2-7　 iSeriesナビゲータの管理画面例（アクティブ・ジョフﾞでDelphi/400使用状況確認）
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図2-9　 iSeriesナビゲータによるGUIでのテーブル作成例　

図2-8-2　iSeriesナビゲータ（VisualExplain）でのアクセスプラン、索引処理確認例
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図2-11　Queryの配列番号でSQL文抽出

図2-13　単体テスト（SQL検証）用アプリケーション使用例

図2-12　抽出されたSQL文

図2-10　 iSeriesナビゲータによるGUIでの索引作成例　
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図2-14　SQL実行中の状況例-1

図2-15　SQL実行中の状況例-2
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図2-16　ComboBoxのItem内容動的変更例-1

図2-18　ComboBoxのItem内容動的変更例-3

図2-17　ComboBoxのItem内容動的変更例-2

図2-19　各種マスタ－のローカルPC保存例

図2-20　各種マスタ－の定期更新例（起動時に実行）
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図2-21　各種マスタ－の更新処理

図2-22　一定時間 アプリケーション操作無しでの表示更新処理

図2-23　表示自動更新の設定例
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図2-24　項目の並び順カスタマイズの実現方法

図2-25　項目の並び順のIniファイル記述例

図2-26　項目の非表示化、再表示化操作例
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Migaro Technical Award 2008
ゴールド賞

運用部間にサプライズをもたらした
Delphi400
春木 治 様
株式会社ロゴスコーポレーション 
管理本部 情報物流室　室長

株式会社ロゴスコーポレーション
http://www.logos-co.com/

スポーツ用品・アウトドア用品（キャ
ンプ用品、登山用品、海水浴用品）
の製造販売を行っている。

アプリケーションの
開発経緯
　以前より、運用部門から、基幹システ
ムの IBM i に対してかなりの情報処理
の拡張要求があり、またシステム部門で
は、グリーン画面での処理環境に限界を
感じていた。
　昨今のデータ処理におけるオープン化
で、さまざまなシステム開発環境が存在
している。
　ロゴスコーポレーションでは、数年前
IBM i を DB2/400 マシンと位置付け、
インターフェース、情報処理をピア
Java で構築したものの、エラーの解析、
アプリケーションの拡張性、保守等々で
実際の業務に堪えうるシステムを構築す
るに至らなかった。やはり、従来からの
RPG 技術者が自社開発で、いきなりピ
ア Java を使用した構築を手がけるには
無理があったようだ。
　しかし、単純にグリーン画面をブラウ
ザすることだけでは、運用部門の情報処
理拡張要求は満たされない。そこで、

IBM i のデータベースとビジネスロジッ
クの RPG プログラムを継承しながら、
Java のような自由度の高いインター
フェースと情報処理の最適化ができる開
発環境を求めた。いろいろな開発ツール
を検討したが、なかなか結果を想定する
のが困難であった。
　その中で、Delphi/400 の IBM i との
親和性（専用コンポーネントが豊富）と、
ミガロのテクニカルサポート（導入前に
かなりの FAQ を投げた。）の対応が満
足であったので、大きく開発環境がぶれ
ることはないと判断し、導入に踏み切っ
た。【図 1】

アプリケーション開発の
苦労と解決方法
　アプリケーションの開発過程では、
Delphi/400 の書籍を買い集め、基礎的
な文法をマスターし、またコンポーネン
ト等々の意味合いや利用方法は都度、必
要な時に書籍を調べるようにした。具体
的利用方法は、インターネット上にある

サンプルが非常に役立ち、そのまま使え
る例も多々あった。
　とはいえ、今後の継続的な開発を行う
ため、およびシステム部門のスキルアッ
プ向上のため、構文の意味合いを理解し、
Delphi/400 をスタディしながらコー
ディングするように勤めた。Delphi/400
の開発言語パスカルは、オブジェクト指
向言語であり、昨今のオープン化言語に
類似している。あまり違和感は感じな
かった。
　また、ミガロのサポートセンターにも
多くの FAQ を行い、敏速で丁寧な対応
であったことがシステム開発に大きく貢
献した。

アプリケーション開発詳細
1. 商品提案書の作成

　システム開発の第一弾は、お客様向け
の商品提案書の自動化であった。
　この開発は、当社営業部門より 4 〜 5
年前から依頼があったが、現行システム

http://www.logos-co.com/
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図1　Delphiメニュー

図2　提案1

図3　提案2
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では不可能であった。外部に製作依頼見
積もしたが、当社の仕様が複雑でコスト
に見合った実用可能なアプリケーション
に到達せず、かつ今後の開発を考えると
システム部門に多少負荷はかかるが、や
はり自社開発が好ましいと考えた。
　Delphi/400 の導入成功の可否は、こ
のアプリケーションの運用が可能になる
か否かと言っても過言ではなかった。
　具体的には、当社営業課員が各々手作
りしていた得意先向の提案書を、品番の
入力のみで 90％くらい作成し、残りは
お客様にあわせて編集し、完成させるア
プリケーションである。【図 2】【図 3】【図
4】
　初期に完成したアプリケーションは、
営業部門の実用性には程遠いプログラム
であったが、Delphi/400 をマスターす
るという観点からはシステム部門として
は得るものが多々あった。営業部門と度
重なるミーティングを行い、実用に堪え
うる、かつ画期的な処理も織り込んでア
プリケーションを完成させた。

開発経緯
①  Delphi 初期入力画面で、複数品番の

入力
②  IBM i から基幹情報を、ファイルサー

バーから画像を、Delphi/400 画面に
出力

③  Delphi/400 から Excel に、複数品番
の情報（画像含む）の書き出し

④ Excel 上で、品番情報の編集 / 保存
⑤ 保存した Excel データは再度 Delphi/ 

400 に読み込み、編集可能

　Delphi/400 での入力画面は、最終成
果物である商品提案書のイメージに近い
状態で構成する必要があった。
　そのため、グリッドコンポーネントを
使用せず、フォームに複数品番の複数項
目を配置する形式をとった。ワークファ
イルによるデータの入出力ができないの
で、パラメータによる IBM i のデータ
の入出力を行った。しかし、1 回の RPG
の CALL によるパラメータには数の制
限があったため、複数回のコールで対応
した。

2. 売上予算実績照会

　売上の予算 / 実績を、営業所別→担当
者別→得意先別→商品別の構成にする。

　大分類の営業所別から商品別にドリル
ダウンしながら、照会を可能にする。

開発経緯
　1 つのフォームに 4 つの分類のパネル
を配置し、パネルにグリッド表示と
チャート表示を同期させる形式をとっ
た。チャートに数値を表示するためにバ
ルーンをつけたが、項目に複数の数値表
示が必要なため、グリッド表示も並行表
示した。
　問題は、各パネルに配置したグリッド
とチャートのスライダー BOX による同
期が必要なことであった。【図 5】

3. 商品情報照会

　商品コードの一覧から任意に商品を選
択することにより、その商品の品番マス
ター情報、画像、倉庫別の在庫情報、発
注残（国内、海外）、受注残、その商品
の地域別の予算・実績情報、また倉庫コー
ドを選ぶことによって、その倉庫の受払
情報（時系列入出荷情報）などが一元表
示される。【図 6】

開発経緯
　開発で一番注意したことは、オペレー
ターが選択した品番のさまざまな情報に
ついて瞬時に運用判断ができるように情
報の選択、配置、応答性を重視した。
　グリーン画面では、品番に情報を一元
的に把握するには、多岐にわたってメ
ニューの切り替えが必要であった。一方
Delphi/400 では、1 つのフォームに複
数のパネルを配置し、その上にグリッド
を設定した。しかし、多くのパネルを配
置する場合、PC の画面解像度によって、
PC 画面にパネルが入りきれないケース
がある。フォーム設計では、低い解像度
にあわせるよう画面設計をした。

今回の開発で得た
ノウハウ・教訓・
今後の予定/計画
　RPG 技術者によるオープンシステム
の開発は、ビジネスロジックをできる限
り RPG で開発し、IBM i との通信およ
び画面設計は Delphi/400 のコンポーネ
ントをフル活用することであった。
　イベントで発生するプロシージャの中
身も、インターネット上のサンプルを多

いに利用した（単にコピペをするのでは
なく、意味合いを理解する必要あり）。
Excel を利用するアプリケーションで
は、ExcelのVBAの文法が大いに役立っ
た。
　今後の予定は、現行のグリーン画面を
単にオープン系画面に切り替えるのでは
なく、業務に必要な情報処理環境に最適
化したインターフェースを構築する。
　具体的には、今回の品目情報照会のよ
うな、得意先コードを入力することによ
り得意先に関するさまざまな情報を一元
的に表示し、即座に業務判断を可能にす
るといったアプリケーションを構築す
る。また、昨今増えている Web サービ
スをアプリケーションに組み込み、従来
の処理とまったく違った処理環境を構築
する。
　最終的には、単独のアプリケーション
開発から、サブシステム単位での照会系
やエントリー系を組み合わせた Delphi
システムを構築する。また、Web 化も
検討する。

エンドユーザーの
評価・評判・反応
1. 商品提案書の作成

　当社営業部門では、新製品等のお客様
への提案書を敏速に作成する必要があっ
た。現状は、商品提案に個々の営業マン
で微妙な違いがあったり、画像データの
保存場所が統一化されていなかったため
に、商品提案書の作成に多大な工数が必
要であった。
　今回のシステム化により、商品のセー
ルスポイントや画像データが一元管理さ
れ、統一フォーマットによる商品提案書
の作成が自動化された。その結果、営業
本来の業務に集中できるようになった。

2. 売上予算実績照会

　売上等の管理者が、予算に対して大分
類である営業所単位から最小単位である
商品ごとの予算 / 実績の照会をドリルダ
ウン形式で行え、一元表示が可能になっ
た。
　これより、的確に問題分析が可能にな
り、詳細に予算等の修正も敏速に行える
ようになった。
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図4　提案3

図5　予実照会

図6　品目情報照会
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3. 商品情報照会

　受注受付の窓口では、商品関連情報が
一元表示されることによって、従来の画
面メニューを何枚も切り替えることな
く、お客様に対する応答を即座にするこ
とが可能になった。受注受付後の修正等
も少なくなった。
　また商品デリバリー部門では、商品在
庫の適正な配置が可能になり、不要な商
品の倉庫間移動に伴う運賃 / 工数が削減
された。

M
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Migaro Technical Award 2008
シルバー賞

JACi400使用による
Webアプリケーション開発工数削減
中富 俊典 様
日本梱包運輸倉庫株式会社
情報管理部　管理課

日本梱包運輸倉庫株式会社
http://www.nikkon.co.jp/

当社は1950年に設立された。自
動車、住宅関連メーカー、プラント
関連を中心に、調達・工場物流や国
際物流などを一貫してサポートする
複合物流業者である。国内事業拠点
数80箇所、国内関連会社25社、
海外関連会社12社を持ち、国内外
を問わずグローバルに事業を展開し
ている。

日本梱包運輸倉庫
「WEB照会システム」
　今回、開発対象となった「WEB 照会
システム」は、日本梱包運輸倉庫株式会
社のお客様に Web アプリケーションに
ログインしていただくことで、お客様よ
りお預かりしている品物の在庫状況や出
荷状況をリアルタイムに提供できるシス
テムである。【図1】

JACi400導入の
背景と選定理由
　当社では、自社システムとしてAS400
を利用しており、基本的に自社開発を
行っている。既存のWebアプリケーショ
ンツールとしては、さまざまな取引先向
けに在庫照会、オーダーの入力を行うた
めの Web アプリケーションを複数構築
していた。
　このツールは、5250 の画面からコン
バージョンして、Web 画面を生成する
タイプのツールである。そこで開発する

アプリケーションは、ツール独自のプロ
グラムであり、開発に時間がかかるとい
う問題点があった。また、メンテナンス
も非常に効率が悪く、顧客要望に応える
のにも時間がかかっていた。
　また、このシステムは 2002 年に導入
され、Web サーバーが老朽化しており、
これ以上そのサーバーで運用を行うこと
が難しい状況となっていた。
　そこで、そのシステムを更新するため
のツールとして、次のような理由から、
AS400 で開発ができる JACi400 を採用
した。

【JACi400導入の理由】
・開発から納入まで、短期間で行える。
・�自社内開発対応で、Web アプリケー

ションが構築できる。
・HTMLに詳しくなくても、開発が可能。

開発作業について
　開発作業は、JACi400Designer の設
定および RPG を筆者自身が担当し、

HTMLは別の担当者へ依頼した。

1. HTML の開発

　設計時にHTMLのイメージを作成し、
それを HTML の開発者に依頼。HTML
は、基本的な知識で容易に作成すること
ができた。
　また、Designer で設定した内容が、
HTML の入力制御に反映されるので、
HTML の作成工数も削減することがで
きた。

2. RPG の開発

　RPG は、JACi400�Designer で の 設
定項目より、サブルーチン化されたスケ
ルトンプログラムを生成する。このサブ
ルーチンの中身を記述するという手法
だったため、記述パターンを理解するの
に多少手間取った。だが、1 本開発し理
解した後は、スムーズにプログラミング
できた。
　Web サーバーとの通信部分のプログ
ラムは、JACi400 が自動で実行してく
れてプログラミング不要である。なので、

http://www.nikkon.co.jp/
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5250 のプログラムを作るのと同様の考
え方で構築することができた。

3. 開発上発生した問題とその解決方法

　㈱ミガロのHPに、必要なマニュアル
やサンプルプログラムがあるため、ほと
んど困ることなく開発ができた。とはい
え、プログラミングの手法でいくつかの
不明点が発生した。

● JavaScript の使用手法
　まず、JACi400 上で、JavaScript を
使用する手法の例を挙げてみる。

現象：�JACi400 で ID を振った項目に、
組み込んだ JavaScript が動作し
ない。

原因：�一般に、ボタンのクリックは
onclick イベントに記述する。だ
が、onclick 時点では、JACi 側
のアクションが優先されてしま
うため、動作しない。

対策：�onmousedown を割り当てること
によって解決した。

　JACi400 の HTML に独自に組み込む
JavaScript は、onmousedown や
onmouseupなどの発生が早いイベント
に割り当ててやれば、動作させることが
できることがわかった。

●ファイルの組み込みパス
　独自に外部ファイルを組み込んでいた
ため、次のような留意点も判明した。

①�ファイルの組み込みパスは、WAS 上
の root から、相対的なパスを指定す
る。

　�'../jaci400/html/ 該当フォルダ名 /
ファイル名 '

②�ファイルの組み込みパスは、'form' 定
義以降の行に組み込む。

●開発環境
　WAS に 関 わ る 部 分 で、HTML の
フィールド項目を AS に反映させるの
に、WAS の再起動が必要であった。本
番環境においては、日常業務の稼働中に
WAS を止めることはできない。そのた
め、常時開発できる開発環境を用意する
必要があった。
　㈱ミガロに相談して開発環境を別途構

築し、開発環境で開発・テストを行い、
その後本番環境に移行するようにした。

4 セキュリティについて

　「SECUREMATRIX」というワンタ
イムパスワードの認証ツールを採用し
た。SECUREMATRIXのポータルサイ
トから、JACi400 のアプリケーション
を呼び出すことにより、強固なセキュリ
ティを実現している。
　2 つのツール間でワンタイムパスワー
ドを実現するための連携については、購
入前に、SECUREMATRIX の販売元
ネットマークスとミガロの協力を得た。
連携手法の検討ならびにテストを実施
し、実現方法を確認してあったため、導
入後は問題なく稼働が実現した。

効果と今後
　今回の Web 在庫照会のシステム開発
の一番の成果は、開発工数の削減である。
　約50画面の本システムで、以前のツー
ルでは約 12 人月（3 人× 4 ヶ月）だっ
た開発が、JACi400 では 6 人月（2 人×
3ヶ月）と半減した。
　この要因として、JACi400 は新たな
スキルを習得することなく、汎用的な技
術である HTML、RPG で簡易に開発が
できたことと、㈱ミガロのHPの TIPS
や FAQ、テクニカルサポートを有効に
活用したことが大きい。
　本システムは、今秋を目処に随時展開
中である。
　また、昨今、Web よりオーダーを入
力したいという案件・要望が増加してい
る。取引先のニーズにすばやく対応する
ことがビジネスの大きな鍵となっている
現在、JACi400は、今後有力な開発ツー
ルとなると予想される。
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Migaro Technical Award 2008
シルバー賞

Delphi/400を利用したWeb受注システム
飯田 豊 様
東洋佐々木ガラス株式会社
経営管理部 情報管理課　課長

東洋佐々木ガラス株式会社
http://www.toyo.sasaki.co.jp/

資本金 1 億円・従業員数約 510 人
で、拠点数は 7 箇所。その間をイ
ンターネット VPN で結んでおり、
うち 4 箇所が営業拠点である。

当社は、2002 年に東洋ガラスのハ
ウスウェア部門と佐々木硝子が統合
した会社である。自社ブランド製品・
オーダーメイド製品・輪出向け製品
を取り扱っている。
製造方法として、大量かつ安定した
品質のマシンメイド品から、職人が
手造りする高級ハンドメイド品があ
り、双方の製造販売を行っている。

【図 1】

アプリケーションの
開発経緯
　東洋佐々木ガラス株式会社の受注方式
は、EDI が 5% で、残りの 95% が FAX
によるものである。当社の顧客数は
2000 社を超え、製品点数も多いうえ、
得意先数は増加傾向にあり、受注工数の
増加が問題になっていた。
　この処理を合理化するため、2005 年
からシステム投資を行い、次のような取
り組みを行ってきた。その延長線上に、
今回の Web 受注システムがある。

①電子帳票の導入
　（2006 年 4 月導入）
　出荷処理後の伝票および請求書のファ
イリング工数削減のため、電子帳票を導入。

② FAX サーバーの導入
　（2007 年 8 月導入）
　FAXサーバーを導入することにより、
受注 FAX をイメージデータとして蓄積
し、受注処理はそのイメージデータを見

ながら行うこととした。これにより、
FAX 用紙のファイリング時間の削減、
機器の保守費用、FAX 用紙代の削減が
可能となった。【図 2】
　受注担当は 2 画面にし、片方に FAX
イメージを表示し、もう一方に IBM i
の出荷指図画面が表示されるようにし
た。
　受注 FAX をイメージデータとするこ
とで、FAX 受信拠点と受注作業拠点が
同一である必要がなくなり、受注入力工
数の最適化が可能となった。さらに、出
荷回答の FAX 返信を、システムが自動
処理で行うことで、それに関わる作業時
間が短縮された。
　なお、FAX サーバー導入にあたって
は、FAX 機器の老朽化が進み更新時期
であったこともあり、上記のような改善
が期待できたためにシステム導入を実施
した。

③受注センターの作成
　（2007 月 4 月実施）
　システム導入のため受注業務に特化し

た部署を設置し、得意先との契約単価の
整備・運賃契約の見直しなどを行い、よ
り効率的に運用できるように業務改善を
行った。【図 3】

アプリケーション開発で
苦労した点
　今回の Web 受注では、得意先に対す
るサービス向上として、在庫照会・製品
画像およびスペックデータの提供・出荷
状況報告などを実現した。
　当社の合理化としては、得意先からの
受注をデータ化し、入力工数の削減を
テーマとしている。【図 4】【図 5】

　開発にあたり、次の点を注意した。

1. セキュリティの確保

　安全にデータを交換する方法として、
SSL 通信でワンタイムパスワードが利
用できることを前提とした。アプライア
ンス製品やキャリアが提供するサービス
を比較したが、当社の要件に合致したの

http://www.toyo.sasaki.co.jp/
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図1　東洋佐々木ガラスの拠点

図2　FAXサーバー

図3　Web受注導入前の処理フロー
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が、e-JAN ネ ッ ト の CACHATTO で
あった。
　このソリューションは、前提条件を安
価に利用できる点が決定理由の 1 つと
なった。さらに、当社の別テーマである、
営業マンが携帯電話（キャリアを指定し
ない）でノーツメール・スケジュールに
アクセスし、照会・返信することが可能
であり、モバイル PC 等からも安全に
Web アプリが利用できるなど、複数課
題の解決につながる点が決定理由となっ
た。

2. 画面表示のレスポンス改善

　開発当初は、在庫照会のレスポンスが
悪かった。だが、在庫検索のロジックに
Delphi/400 で用意されている IBM i の
バッチジョブ起動を利用し、在庫検索処
理を IBM i で行うことにより、画面応
答がかなり改善された。【図 6】【図 7】

3. 受信データの安全かつ確実な取り込み

　受注データを受信するにあたり、ウイ
ルス混在の可能がある。そのため、サー
バー内のフォルダに保存し、アンチウイ
ルスソフトによる確認後、IBM i に取り
込みを行うことで、データの安全を保っ
ている。
　また、受注データであるためデータ欠
落の防止策として、まず、受信データを
サーバーに確認用として保存し、次に
IBM i に送信後、変換マスターにより各
種変換を行い、受注ファイルに書き出し、
さらにそのデータをサーバーに戻し、確
認用のデータと付き合わせを行い、デー
タ件数・内容を確認している。
　一致した場合のみ、得意先に送信完了
のメッセージを出す。不一致の場合は、
当社システム担当に連絡をするように
メッセージを表示するようにしている
　また、受注データのフォーマットは、
得意先にあわせるようにしている。当社
フォームにあわせてもらうと、得意先で
のシステム変更・開発が必要となり、参
加得意先が減ってしまう。そのため、開
発工数の比較的少ない Delphi/400 で
フォーマット変換を行うことを行って、
当社側での負担も極力減らしている。【図
8】

4. 社内処理の効率化

　受注をデータでもらっても、マスター

整備に時間を要しては作業効率が上がら
ない。そのため、出荷処理を行うと同時
にマスターメンテ用のデータを蓄積し、
1 日 3 回のバッチ処理で登録・変更が可
能なシステムにした。これにより、新た
に得意先が FAX から Web に変更して
も、スムーズな対応が可能となった。【図
9】【図 10】【図 11】
　また、FAX・Web の受注データを一
覧表示し、そこからの出荷指図処理を可
能とした。
　また、得意先の発注方法も、FAX と
Web の混在を可能とすることで、運用
に柔軟性と安定感が出た。得意先の出荷
状況照会も、FAX・Web データ混在可
能な照会画面とした。【図 12】

システム稼働に向けて
感じたこと、今後の予定
　今回のシステムは、得意先にデータ提
供することによるサービス向上と、得意
先から発注データを送信してもらい、そ
のデータを活用することによる当社の作
業効率を上げることを目的としている。
　とはいえ、得意先に利用してもらわな
いと意味がない。そのため、システム担
当者が営業と一緒に得意先を周り、シス
テムの内容・目的・トブル対応を詳しく
説明を行い、安心してもらえるようにし
ている。考え方に賛同してもらうことが
最も重要と考える。
　得意先と会話する中では、JAN コー
ドによる在庫照会や納品明細・請求書
データの提供など、さまざまな改善要望
が出されている。より使いシステムにす
るために、機能追加を順次行う予定であ
る。

得意先の感想と
出荷担当の評価
●得意先の感想
　現在までに参加の意思をいただいた得
意先は 14 社で、うち 4 社が実稼働を行っ
ている。残り 10 社も本稼働に向けて準
備中である。最終的には、40 社程度ま
で増やしたいと考える。
　説明後すぐ本稼働にならないのは、得
意先の多くで発注事務処理の変更が必要
であり、システム修正が必要な場合もあ
るので、得意先の対応をじっくり待つ必

要があると考えている。
　利用している得意先の感想は、準備し
た各機能の評価が高い。だが、画面レス
ポンスの改善要望が出ているので、検討
が必要と考える。
　本稼働の初期段階では、小さなトラブ
ルもあったが、得意先の担当と顔見知り
になっていた点が大きく、スムーズに対
応できたと考える。

●当社出荷担当の評価
　一方、社内では、入力工数が今までの
10 分の 1 程度に短縮されたとの報告が
ある。対象得意先を増やすような依頼も
来ているので、社内処理はうまくできて
いると考える。
　本稼働している 4 社の実績を考慮し、
削減時間を計算すると、約 30 社で月当
たり 250 時間程度の削減効果が期待で
きる。

M
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図4　Web受注導入後の処理フロー

図6　得意先に提供するメニュー

図5　Web受注導入後の運用フロー
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図7　在庫間照会および画像・スペックのデータ取得画面

図8　得意先から発注データの送信用画面

図9　当社の出荷指図一覧①
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図10　当社で受注データを参照する画面

図12　得意先での出荷状況照会

図11　当社の出荷指図一覧②
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Migaro Technical Award 2008
優秀賞

Delphi/400による
販売管理システム（FAINS）について
藤田 建作 様
株式会社船井総合研究所
システム室　主任　チームリーダー

株式会社船井総合研究所
http://www.funaisoken.co.jp

株式会社船井総合研究所は、企業経
営のコンサルタントとして、売上や
収益力のUPといった実務レベルの
マーケティングから、中長期経営計
画、新規ビジネス構築などの企業戦
略の構築まで、総合的に支援してい
る。

システム化の経緯と課題
　株式会社船井総合研究所では、1998
年より基幹の販売管理システムである

「FAINS（Funai Advanced Intelligence 
System）」を、Delphi/400 以外のツール
で開発して稼働させてきた。その後数年
たち、事務処理効率のさらなる向上や情
報検索機能の充実を目的として、2004
年に FAINS の再構築を行うことになっ
た。
　再構築を行うにあたり、次の 3 つの課
題を検討する必要があった。

①事務処理の煩雑さ
　第 1 の課題は、事務処理の煩雑さだ。
これまでは事業部ごとに営業事務担当が
配置され、売上入力、交通機関の切符手
配、業務完了処理、顧客情報照会等を個
別に行っていた。
　業務フローが複雑でツールが汎用的で
なかったため、業務の流れを把握し、ツー
ルに慣れていないとスムーズな処理が行
えなかった。

　つまり、コンサルタントが直接、事務
処理を行うことができなかったのであ
る。

②顧客データの信頼性
　次に顧客データの信頼性も課題であっ
た。すでに取引のある顧客については一
元管理が行えていたが、見込客の情報が
チームごとに管理され、一元化されてい
なかった。
　また、登録内容の変更依頼を受けても
完全に対応できず、クレームが発生する
こともあった。
　さらに、多くの市区町村合併が発生す
る中、顧客データの修正対応が十分に行
えてなかった。

③会計処理
　最後の課題は、プロジェクトが完了し
てから請求書が発行されるまでに、すご
く時間がかかっていたことだ。交通費立
替金請求等の処理も複雑なため、業務の
見直しが必要であった。

アプリケーションの
開発方針
　先にあげた課題を解決するには、バラ
バラであったシステムを連携する必要が
あった。
　今回のプロジェクトでは、3 つのサブ
システムを連携することにした。営業が
メインで利用する「営業支援システム

（FIELDS）」、スタッフが利用する「販
売管理システム（新 FAINS）」、経理部
門が利用する「会計システム」の 3 つだ。
　会計システムに関しては、早々にパッ
ケージソフトを使用する方針が決定し
た。FAINS については当初、従来のツー
ルでのバージョンアップで対応しようと
した。しかし、バージョンアップ費用が
予想以上に高価で、費用対効果が少ない
と感じたため、見直しが必要になった。
　そこで、検討したのが、以前から出張
精算システムや顧客情報を抽出する条件
検 索 シ ス テ ム と し て 利 用 し て い た

「Delphi/400」である。これらシステム
は小さなものであったが、ユーザーから

http://www.funaisoken.co.jp
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の評判もよく、また AS/400 との相性も
よいことがわかっていたため、今回は
FAINS を Delphi/400 で全面再構築す
ることにした。

アプリケーション開発の
工夫と苦労
　FAINS を構築するにあたり、次のよ
うな点を考慮した。

1. サブシステム間の連携

　今回のプロジェクトでは、3 つのサブ
システムを連携させている。
　営業支援システムは、PC Server を
ベースとする Web アプリーションのた
め、AS/400 とのデータ連携が必要に
なった。これに関しては、バッチ処理に
よる FTP 転送を行うことで解決した。
トランザクション系データは 1 時間ごと
に、マスター系データは夜間バッチでそ
れぞれ転送している。
　また、転送の際にはスムーズな連携を
実現するために、やり取りするデータ量
を最小限にする必要があった。これに関
しては、転送対象の各ファイル上にデー
タ転送専用の更新情報を持つことで、必
要最小限のデータのみが転送されるよう
工夫を行った。
　これらにより、コンサルタントが営業
支援システムで登録した情報は、販売管
理システムである FAINS にスムーズに
データが流れるようになった。

2. 住所情報の取り扱い

　旧システムで管理が困難になっていた
顧客データについては、メンテナンスを
容易にするため、新 FAINS では住所マ
スターを持つこととした。
　顧客マスター上は全国の住所を 10 桁
のアドレスコードのみで保管するように
して、住所マスターを定期的に更新する
ことで、最新の情報がいつでも参照でき
るようにした。

3. ログオン情報の使用

　FAINS を使用するユーザーを限定す
る仕組みを検討するにあたっては、すで
に導入していた Windows 上の Active 
Directory を使用することを検討した。
　これは、ADSI という仕組みを利用す
ることで、FAINS のログオン画面で入

力されたユーザーとパスワードの情報
で、Active Directory に問い合わせを
行い、認証を行うということを可能にし
た。

　プロジェクト運営で苦労したのは、や
はり複数のサブシステムを並行して開発
を進めるという点であった。
　営業支援システムについては当初、
Lotus Notes 上で稼働するツールを前提
に設計したが、要求仕様を十分に満たせ
ず、急きょ手組みによる Web 開発に変
更したりもした。
　そんな中、各開発パートナーの協力の
もと、仕様変更に柔軟に対応しつつ、プ
ロジェクトを推進した。その結果、当初
の計画どおり約 1 年の開発期間を経て、
2005年1月に無事システムをカットオー
バーすることができた。

稼働後の効果
　これまでは、営業事務が、業務完了処
理や出張精算などの処理を行っていた。
新システムでは、コンサルタントが直接
システムに登録できるようになった。こ
れにより、事務処理にかかわる人件費を
大幅に圧縮できたことはとても大きな効
果であった。
　また、システムの連携もスムーズに行
われるようになったため、コンサルタン
トが登録した情報は、即座に販売管理シ
ステムの FAINS にも反映できるように
なった。これにより、請求書発行処理の
早期化も実現できた。
　さらに、見込み客情報も含めた顧客情
報がシステムに登録されるようになり、
住所情報の精度も向上したため、正確な
顧客情報の一元管理が可能になった。ま
た、顧客へ送付するダイレクトメールの
返送率が下がったことも、大きな効果で
はなかったかと思う。

現在の状況と今後の計画
　システムの本格稼働から 3 年が経過
し、現在は、保守フェーズとして日々発
生する要望に関する対応を行っている。
　プログラムの改修作業は、主に開発
パートナーに委託しているが、社内に
VPN 環境を構築することで、開発パー
トナーの即時対応が可能な環境が用意で

きた。昨今は内部統制に対応するための
ルール化を行いながら、システムの安定
稼働に努めている。
　新システムが稼働して来年で丸 5 年と
なるため、いよいよ次期システムの検討
を開始しようとしている。手薄となって
いる人事系システムとの連携や CRM の
追加などを考慮しながら、現在のシステ
ムが分散型になっている点を集約する方
向で検討したいと考えている。
　FAINS システムでの成功を、次期シ
ステムでも活かしていく予定である。

M
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Migaro Technical Award 2008
優秀賞

2つの大きな狙い
　技研化成株式会社は今回、2 つの大き
な目的によりシステム再構築を実施し
た。2 大目的とは、①積水化成品工業グ
ループのメリット享受と、②当社システ
ムのスリム化である。特に後者は、導入
前 1251 ジョブ→導入後 700 ジョブを実
現した。

①積水化成品工業グループのメリット享受
・�IBMインフラへの移行による、グルー

プインフラの統一
・情報の同質性によるメリット
・連結経営の推進
・効率化、スピードアップ

②システムのスリム化
・開発生産性向上、開発コスト削減
・スピードアップ
・コスト削減
・業務効率化
・現場ニーズへの対応
・顧客満足度の向上

アプリケーション開発の
苦労点と解決方法
　当社基幹システムは、EDI 受注によ
る自動ピッキング・自動倉庫へのデータ
連携・自動発注 FAX 連携など、多様な
インフラとの連携、営業実績のすばやい
把握、情報の迅速な共有化が必須であっ
た。
　また、24 時間 365 日の稼働が前提で
あり、停止のないシステム構築が必要で
あった。

解決戦略

①�自動ピッキング処理の共通化。Delphi
のメニューからの起動により、多種多
様な顧客へのピッキング帳票出力を
実現。

②�関西流通センターとの連携は、入荷検
品入力での FTP 転送を組み合わせ、
リアルな連携を実現。

③�自動発注 FAX は、Delphi/400 から
FAX�Press のデータ連携により、自
動化を実現。

④�営業実績の把握は、Delphi と VB�
Report の組み合わせにより、各営業
担当による実績資料作成を実現。

⑤ �Delphi の特徴であるタブ切替、画像
の表示の機能を活用し、データを提
供。

具体的な実現施策

①自動ピッキング処理の共通化
　多種多様のピッキング条件、ピッキン
グ帳票を分析分類し、条件をファイルに
パッケージし、共通プログラムで処理す
ることにより流れを統一した。とともに、
Delphi も 1 画面の指示で、複数ピッキ
ングの処理が可能となった。
　この機能を構築したことにより、新規
の顧客の発生に対してはファイル登録す
ることですみ、プログラム作成が減少し
た。Delphi においても、メニューへの
指示画面を登録するのみで対応できる。
　自動ピッキングも、Delphi/400 で起
動している CL を IBM�i のバッチに投
入することにより、同一プログラムを活
用することができる。

技研化成の
新基幹システム再構築
藤田 健治 様
技研化成株式会社
管理部 情報システムグループ　グループ長

技研化成株式会社
http://www.gikenkasei.co.jp/

プラスチック容器の総合メーカーと
して商社機能、ディーラー機能をあ
わせ持ちながら、幅広いサービスを
お客様に提供している。
省資源化の代表である PSP をはじ
めとする軽量化容器に積極に取り組
み、環境面にも配慮したサービスの
提供を行っている。

http://www.gikenkasei.co.jp/
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【解決ポイント】
　条件の統合と条件ファイルの組み合わ
せ、Delphi での実装方法を確定するま
でに、ユーザーからの情報収集に時間を
要した。

②関西流通センターとの連携
　Delphi の入荷検品入力と IBM�i の
FTP 転送機能を活用し、入力終了と同
時に自動倉庫にデータが連携され、自動
倉庫への入荷動作がリアルに稼働する。

【解決ポイント】
　自動倉庫へのデータ転送から動作する
までのタイミングについて、そのロス時
間の調整にテストと時間を要した。

③自動発注 FAX
　FAX�Press�Server に、Delphi/400
の常駐 JOBを待機させる。これにより、
基幹システムの発注入力で、発注データ
を自動検知し自動 FAX 送付を可能とし
た。

【解決ポイント】
　FAX�Press の特徴である既定フォル
ダにファイル（テキスト）を転送し、監
視機能を活用するうえで、Delphi で、
送付時にいかにデータをチェックし、連
携の不具合が発生しないようにさせる
か、ポイントはこの実現にあった。

④営業実績の把握
　各営業担当は、Excel等のPC関連ツー
ルの操作は長けている。そのため、違和
感のないシステム構築を行う必要があ
り、Delphi と VB�Report の組み合わせ
を選択した。
　これにより、帳票出力だけではなく、
Excel 保存が可能となり、営業担当者の
スムーズな稼働が実現できた。

【解決ポイント】
　営業担当が実績把握するために、日頃
から使いなれた Excel と同等の操作性
で、基幹システムからリアル実績を把握
することがポイントであり、これを可能
にした。

⑤ Delphi のタブ切替、画像表示機能
　基幹システムの全般の画面構築基準に
タブ切替を採用し、これまでの複数画面
遷移による情報確認のための煩雑なシス
テム操作から脱却することができた。
　また品目については、画像コンポーネ

ントを使用した。これにより、品目の問
い合わせ時に製品が一目で判別でき、こ
れまでのコード・品名の文字情報での確
認から、視覚による確認が実現できた。

【解決ポイント】
　タブ切替は、タブ内での情報分類の方
向性の決定、検索対象のまとめ方で、必
須の情報とサブ情報の切り分けを行えた。

獲得したノウハウ・
ハウツウ・教訓
　今回のシステム構築により獲得したノ
ウハウ、ハウツウ、教訓を述べる。

【獲得 Know How】
①�量販店とのオンライン受注、支払い照

合の機能、および銘柄のノウハウ（文
字コード変換の特殊性）

②�割戻し（契約された売上金額見合いの
値引き）処理のノウハウ

③�受注から出荷までのタイムラグを極小
化するためのノウハウ（自動運転とプ
リンタ制御）

④ �DWH（データウェアハウス：DIAPLISM）
へのデータ連携による、エンドユー
ザー活用

　�（売上 DB、仕入 DB、受払 DB、日別
得意先品目 DB、日別品目倉庫 DB、
月別在庫 DB、月別利益集計 DB、月
報DB、月別得意先品目DB）

⑤�需要予測（過去3年の全社売上実績に
よる売上予測数の算出、全社品目合計
のバラ数量）のノウハウ

⑥�自動倉庫（WMS）との、入荷・出荷・
棚卸のデータ連携のノウハウ

⑦�自動FAX連携（FAX�Press＋SVF）
の連携ノウハウ

⑧�電子ファイリング連携（e-image ＋
SVF）の連携ノウハウ

【獲得 How to】
・�在庫更新ロジックの一元管理など、プ

ログラムの構造化による生産性 UP・
品質確保

・�各種伝票発行の、コントロールマスタ
のパラメータ制御による生産性UP

【教訓】
　ユーザー電算室開発システムのきめ細
やかさ、現場への適合性の高さは、想像
以上であったこと。

開発経緯
1998.1� �関西流通センター（新関西セン

ター：自動倉庫）開設
� �関西流通センター向けシステム

稼働
� �三菱電機製 RX7000/ α 900 の

導入
� �受注・出荷・売上・発注・入荷・

仕入れ・在庫管理システムの大
幅見直し

� �AUTO-FAXシステム稼働開始
� �経理、給与システム稼働開始（ミ

ロク情報サービス社製）
2000� システムの2000年対応
2003.1� �FAX システム拡張、電子帳票

導入
� �AS400/800（オンライン受注）

導入

＜新基幹システム再構築＞
2003.10� 要件定義開始
2004.1� 要件定義終了
2004.2� 基本設計開始
2004.4� 詳細設計開始
2004.8� 詳細設計終了
2004.9� 開発開始
2004.11� �ステアリングコミッティにて

2005.7 本稼働予定
2005.11� 本稼働

ユーザー評価と今後
　エンドユーザーの評価と、今後の予定・
計画を述べる。

【エンドユーザーの評価】
・�処理画面の GUI 化により、操作性の

向上が実現できた。
・�1 画面で、あらゆる情報を見ることが

できるようになった。
・�画像や写真が画面で確認でき、文字情

報だけであったのが、直感的に判別で
きるようになった。

・�Excel や CSV 出力が容易であり、情
報分析がすばやくできるようになっ
た。

・�システムのスリム化により、業務処理
の改善ができた。

・�IBM�i との連携により、処理速度が速
くなった。

・�月次決算の短期化
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・�データ化推進により、ペーパーレス化
が実現できた。

・�エンドユーザーの任意出力が可能にな
り、省力化ができた。（従来情報シス
テムでは帳票を一括出力し、各部署へ
配布していた）。

・�安定した処理運用の確立（止まらない
システム）。

【今後の予定・計画】
　本社の販売管理の構築/運用が軌道に
のった現在、関西工場での生産管理シス
テムの統合を検討している。
　関西工場では、自社製品の製造を行っ
ており、現在は販売管理システムとは一
部連携はしているが、単独でのシステム
運用となっている。
　製品の出来高や在庫の状況をリアルに
把握することで、よりお客様のニーズに
お応えできると考えている。また、過剰
/ 不要な在庫の削減も期待できる効果と
して検討をすすめている。

M

技研化成株式会社
http://www.gikenkasei.co.jp/

本社：兵庫県尼崎市（東京営業所、名古屋営業所）
関西工場：兵庫県加西市
関西流通センター：兵庫県加西市
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畑中 侑
株式会社ミガロ

システム事業部 システム2課

はじめてのDelphi/400プログラミング
Delphi/400 を使用してアプリケーションを開発する場合
まず何をすればいいのだろうか。
Delphi/400 を使うからといって
何も特別なことをするわけではない。
要点は 2 つである。
IBM i への接続方法と既存資産の利用方法を押さえておけばいいのである。
ここでは、照会機能を持った簡単なアプリケーション開発を事例に挙げ
はじめての Delphi/400 アプリケーション開発を体感できるようにした。

●Delphi/400 を使おう
●アプリケーションの全体像をイメージする
●アプリケーションの基本部分を作る 1
　〜 IBM i との接続（画面の設定）
●アプリケーションの基本部分を作る 2
　〜 IBM i との接続（接続処理）
●メイン機能の実装〜データ抽出処理
●さいごに

略歴
1983 年 7 月 6 日 生
2006 年京都産業大学 法学部卒
2006 年株式会社ミガロ入社
2006 年 4 月システム事業部配属

現在の仕事内容
システム受託開発に携わって 3 年
目。ミガロに入社し初めてプログラ
ムを作成するも、今では担当顧客も
持ち、小規模から中規模案件のリー
ダーや大規模案件のサブリーダーを
務めるに至る。
Delphi/400 や RPG などのプログ
ラム開発経験を積みながら、スキル
を磨きつつ、お客様のご要望に耳を
傾け、一歩一歩提案力をつけるため
修行中の日々。

Delphi/400を使おう
　新しくアプリケーションを開発するに
あたって、まずは要件を整理する意味も
含め必要な機能の洗い出し、それら機能
ごとのつながりを画面遷移図としてまと
めてみよう。
　機能については IBM i のファイルに
対して何を行うのかで、大きく 3 つに種
類分けを行うことが可能である。

・ 照会機能：IBM i のファイルを、さま
ざまな抽出条件で参照する。

・ 更新機能：IBM i のファイルに新しい
レコードを追加したり、すでにあるレ
コードを更新、または削除する。

・ 支援機能：上記の 2 機能のほか、検索
や帳票出力、異なるアプリケーション
の呼び出しや連携などを行う。

　今回は「はじめての Delphi/400」と
いうことで、IBM i 上にあるファイルを
参照する照会機能を備えたアプリケー
ションの開発についてまとめることにする。

アプリケーションの
全体像をイメージする
　今回作るアプリケーションの構成は、
全部で 3 画面となる。
　まずは、アプリケーションの起動時に
最初に表示させる画面として、サインオ
ンダイアログを準備する。これは、どん
なアプリケーションを作ろうと、IBM i
のファイルを参照するのであれば、IBM 
i への接続が必要不可欠だからだ。今回
のアプリケーションでは、ユーザーに
ID とパスワードを入力してもらい、そ
の入力値をもとに IBM i との接続を行
うことにする。
　無事に IBM i との接続ができれば、
次画面として機能を統括するメニューを
表示させ、このメニューからさまざまな
機能へ展開できるようにしよう。単一の
機能しかないアプリケーションであれ
ば、メニューを作成しなくてもよいが、
将来機能を増やすことも想定してメ
ニュー画面を用意することにする。
　そして、メニュー画面で「照会画面へ」

を押下することで、メインとなる IBM i
上のファイルを照会する 3 画面目を表示
させる。
　上記の内容を、遷移図にまとめた。全
体像がイメージできたので、さっそく開
発に着手していこう。【図 1】

アプリケーションの基本部分を作る 1
〜IBM iとの接続

（画面の設定）
　Delphi/400 アプリケーションを作成
するうえで、IBM i への接続（サインオ
ン）が必要になる。データベースアプリ
ケーションでは、データベースへサイン
オンするために、ユーザーとパスワード
の 情 報 が 必 要 と な る。 も ち ろ ん
Delphi/400 も例外ではない。
　サインオンするためのユーザー / パス
ワードを設定する方法は、大きく分けて
2 つの手法がある。

① アプリケーション上で、接続情報を入
力する（明示的サインオン）



59

図1　概要図

図2　プロジェクト追加

図3　作成の流れ
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　サインオンダイアログ画面よりユー
ザー / パスワードを入力した内容で、接
続を行う。

② プログラム上で、内部的に接続情報を
設定する（暗黙のサインオン）

　プログラム上で固定のユーザー / パス
ワードを設定しておくか、応用して外部
ファイル（ini ファイル等）からユーザー
/ パスワードを読み込んで、接続を行う。

　今回は①の手法を使って開発を行う。
それでは、接続に成功した後にメニュー
を表示させる部分までを含め、作ってみ
よう。

プロジェクト追加

　Delphi のメニューから［ファイル］ 
［新規作成］［VCL フォームアプリケー
ション］を選択する。すると、画面
Unit1 を持つ新規プロジェクト Project1
が作成できる
　まず、Unit1 の画面にあたる Form1
の Name プロパティを「frmSignOn」
と変更し、続けて Delphi のメニューか
ら［ファイル］の［名前を付けて保存］と、

［プロジェクトに名前を付けて保存］よ
り、Unit1 を「SignOnFrm」、Project1
を「SampleProject」と名付け、適当な
フォルダに保存する。
　保存ができたら、同様に、使用するメ
ニューを同じプロジェクトに追加してお
こう。【図 2】
　なお、Form の Name プロパティと
Unit のファイル名には、同じ名前を指
定できないので注意が必要である。

作成の流れ

　これで、接続までの流れで使用する画
面が用意できた。
　というわけだが、プロジェクトに追加
されたフォームは、初期設定では起動時
に自動作成されるようになっている。起
動時に自動作成されるということは、そ
の先に遷移しない可能性のある画面をも
起動時に作成してしまい、無駄が発生す
るということである。
　そこで Delphi のメニューから［プロ
ジェクト］ ［オプション］を選択し、ツ
リーメニューのフォーム項目から自動作
成の対象を必要最低限に設定しておくこと。
　今回は、メニューを設定し、メニュー

の生成時にサインオンダイアログを表示
し、入力された情報をもとに IBM i に
接続、その後メニューを表示という流れ
にする。【図 3】【図 4】
　また、メニューがサインオンダイアロ
グを使用するには、参照関係を設定する
必要がある。Delphi のメニューより

［ファイル］ ［ユニットを使う］を選択し、
サインオンダイアログを参照できるよう
に設定する。【図 5】

コンポーネント

　これで土台となる必要な画面が用意で
きた。ここからは、部品となるコンポー
ネントを、ツールパレットより各フォー
ムに貼り付けていく。

【使用するコンポーネント】
● frmSignOn
・TPanel：ツールパレット（Standard）
　コンテナ（土台）コンポーネント。
・TEdit：ツールパレット（Standard）
　 ユーザーに入力域を提供する、標準的

なコンポーネント。
・TBitBtn：ツールパレット（Additional）
　 ビットマップを表示できるボタン。よ

く使用される動作がビットマップ付
きで実装されている。

● frmMenu
・ TAS400：ツールパレット（SCD400 

Data）
　 IBM i とクライアントとの通信を管理

するコンポーネント。コマンドを発行
することも可能。

・TDataBase：ツールパレット（BDE）
　 BDE を使用したアプリケーションが、

データベースに接続する。その管理を
行うコンポーネント。

・ TButton：ツールパレット（Standard）
　標準的なプッシュボタン。

　コンポーネントの貼り付けが終われ
ば、それぞれのプロパティ値を設定して
いく。
　まず、IBM i への接続の要となる
AS400 コンポーネントであるが、特に
変更するところはない。次にデータベー
スコンポーネントでは、今回はサインオ
ンダイアログを作成するので、Login 
PromptプロパティをFalseにしておく。

【図 6-1】【図 6-2】

　あとはビットボタンの Kind プロパ
ティを変更する程度で、デフォルトの値
を使う。（Kindプロパティを変更すると、
それにあった外観と応答結果が自動で変
更される点に留意してほしい。必要に応
じてプロパティを再変更することを覚え
ておくといいだろう）。【図 6-2】

アプリケーションの基本部分を作る 2
〜IBM iとの接続

（接続処理）
　以上で一通りの準備が完了できた。い
よいよ IBM i との接続処理をプログラ
ミングしていく。
　Delphi/400 を使った IBM i への接続
は、AS400 コンポーネント、データベー
スコンポーネントのユーザー ID および
パスワードのプロパティにそれぞれの値
をセットし、各コンポーネントを Open
するだけのシンプルなプログラミングの
みで可能となる。
　また、AS400 コンポーネントではコ
マンドの発行ができるので、接続後には

「ADDLIBLE」コマンドからライブラ
リー環境の設定を行うことも可能であ
る。今回は初期値を「＊ LIBL」とし、

「ADDLIBLE」コマンドより、対象のラ
イブラリーをセッションのライブラリー
リストに追加する。
　これを踏まえて図 7 のように、アプリ
ケーション起動時に自動生成されるメ
ニューの OnCreate イベントで、サイン
オンダイアログを表示させて接続を行う
ようにする。ここでは、受け取った引数
をもとに接続処理を行い、ライブラリー
環境を設定する一連の処理を、関数

［OpenDatabase］としてメニューに作
成している。【図 7】【ソース 1】【ソース
2】
　以上のプログラミングで、Delphi/400
を使って IBM i に接続を行い、アプリ
ケーション終了時までその接続状態を持
続する基本部分が完成した。接続後はも
ちろん、5250 画面の「WRKACTJOB」
コマンドで確認できる。（このプログラ
ムでは接続先を指定していないので、
Delphi/400 Configuration の「AS/
400List」にある最上部の IBM i へ接続
される）。
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図4　自動作成

図5　ユニットの使用

図6-1　プロパティ
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メイン機能の実装
〜データ抽出処理
　アプリケーションの基本部分が完成し
たら、いよいよメインの照会機能のプロ
グラミングに取りかかろう。
　Delphi/400 を利用した IBM i のファ
イル参照は、大きく分けて 2 種類の方法
がある。

① SQL でデータを取得する方法
②ファイル単位で取得する方法

　今回は、すでに IBM i 側に、RPG プ
ログラムで作成された照会システムがあ
ることを前提とする。CL プログラムや
RPG プログラムとの連携で実現する②
の手法を使って、開発を行い、IBM i 資
産を利用する方法について紹介しよう。

既存プログラムの利用

　すでに IBM i にある照会機能の GUI
化を Delphi/400 で行う場合、特に工数
の削減が見込めるのが、既存プログラム
を利用するという方法である。
　図 8 を見てほしい。既存プログラムに
ついて抽出結果をサブファイルに出力す
る代わりに、ワークファイルに出力する
ようにメンテナンスするだけで、既存の
RPG/CL プログラムを流用することが
できる。
　その際、ワークファイルのフィールド
名を画面ファイルの項目と同じにするこ
とで、変更を最小限に抑えることが可能
である。
　さらに、Delphi/400 プログラムから
IBM i のプログラムを呼び出すために、
CL プログラムを経由するというポイン
トも押さえていただきたい。CL におい
て「MONMSG」を使用することで、呼
び出す RPG プログラムの MSGW を回
避することができるのである。
　また、CL プログラムに、抽出条件の
パラメータ以外にエラー区分のパラメー
タを持たせることで、対象データがない
場合などのエラー発生を、Delphi/400
側に返すことが可能となる。【図 8-1】
　今回は、図 8-2 のように、画面起動時
に QTEMP 上にワークファイルを作る
CL プログラムを実行し、条件入力後に
検索ボタンを押下することで、メインの
抽出処理 RPG プログラムを呼び出す

CL プログラムを実行することとする。
【図 8-2】【表】【ソース 3】【ソース 4】【ソー
ス 5】

【使用するコンポーネント】
● frmReference（フォームを新規作成
しメニューから呼び出す）
・ TMaskEdit：ツールパレット 
（Additional）
　入力された文字を指定した表示形式で
検証し、表示する。
・ TCall400：ツールパレット（SCD400 

System）
　 IBM i 上のプログラムを呼び出す。パ

ラメータはプログラムからセットする
ことも、実行後に返された値を参照す
ることも可能。

・TTable：ツールパレット（BDE）
　 データベース上のファイルを保持・操

作するデータセット。
・ TDataSource：ツールパレット（Data 

Access）
　 データセットコンポーネントと、画面

上にあるデータベース対応コンポーネ
ントをつなぐ役割。

・ TDBGrid：ツールパレット 
（Data Controls）
　 対象のデータセットより、レコードを

表形式で表示し、操作する。

　なお、照会画面はメニューを参照でき
るようユニット参照を行い、また、プロ
ジェクトオプションで、自動作成の対象
より除外すること。その他の、既出のコ
ンポーネントについては割愛した。

プロパティ

　プロパティは、図 9-1 と図 9-2 を参照
してほしい。【図 9-1】【図 9-2】
　ここでのポイントは、Call400 コン
ポーネントで、IBM i の CL プログラム
へパラメータを渡すので、同数のパラ
メータ定義および各値の桁数と属性を指
定する必要があるということだ。（ただ
し、属性については、プログラミング上
は、全て文字型（String）でセットする
点に注意）。【ソース 5】
　ここで定義したパラメータに、プログ
ラムから動的に値をセットし、CL プロ
グラムを呼ぶのである。また、テーブル
コンポーネントには、参照対象となる
ファイル名を設定する。そして、いずれ

のコンポーネントの AS400 プロパティ
にも、メニューに配置した AS400 コン
ポーネントを指定することをあわせて確
認しておこう。

CLプログラム

　さて、各コンポーネントの準備ができ
たので、プログラミングを行っていこう。
　と、いっても、Delphi/400 から CL
プログラムを実行し、対象データが更新
されたワークファイルを参照するという
のは、いたってシンプルなプログラミン
グで済む。
　Call400 コンポーネントに設定した各
パラメータに、ただ画面入力値をセット
し、実行した後に、プロパティが正しく
セットされたテーブルコンポーネントを
開くだけで、画面に表示できるのである。

【図 10】【ソース 6】
　これで全てのプログラムが完成した。
Delphi のメニューより［プロジェクト］ 

［SampleProject をコンパイル］を選択
し、エラーがないことを確認した後に、
実行ファイル SampleProject.exe を実
行してみよう。そして、ぜひとも IBM i
上にあるファイルを参照できていること
を、ご自身の目で確かめていただきたい。

さいごに
　以上で、照会機能を想定し、Delphi/ 
400 を使用する一連のアプリケーション
開発についての説明は終わりである。冒
頭で述べたように「はじめての Delphi/ 
400」と題したが、IBM i への接続、既
存資産の利用方法が把握できていると、
GUI 化は思うがままなのである。
　とはいえ、アプリケーションからの
SQL 実行により、ファイルの操作を簡
単に行うことも可能である。もちろん
Delphi/400 を使用した接続なので、早
いレスポンスが期待できる。
　この「はじめての Delphi/400」が、
Delphi/400 ユーザーである開発者の増
加の一助になれば幸いである。

M
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図6-2　プロパティ

図7　各フォームのイベント
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図8-1　既存資産の流用

図9-1　プロパティ

図8-2　既存資産の流用
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図9-2　プロパティ

図10　照会の流れ

表　IBM iプログラムおよびファイルレイアウト
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ソース1　サインオンダイアログ
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ソース2　メニュー
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ソース3　CL1

ソース4　CL2
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ソース5　RGB



71



72

ソース6　照会画面
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中嶋 祥子
株式会社ミガロ

RAD事業部 技術支援課

Delphi/400とExcelとの連携
本稿は
Delphi/400 アプリケーションとExcel をさらに使いこなすための
リファレンスである。
OLEオートメーションを使ったExcel の基本的な出力方法から
Excel に対する各種テクニックをまとめた。

●Delphi アプリケーションとExcel
●基本的なExcel 出力
●Excel 操作テクニック
●Excel のマクロ記録機能を活用
●Excel2007 への対応
●まとめ

略歴
1968 年 2 月 23 日 生
1990 年奈良女子大学大学家政学卒
2002 年株式会社ミガロ入社
2002 年 11 月 RAD 事業部配属

現在の仕事内容
お客様からの Delphi/400 に関す
る技術的なご質問やお問い合わせに
携わっている。また、メールマガジ
ン「Migaro News」やホームペー
ジで、Tips など、開発に役立つ情
報を担当していることもある。

1  Delphi/400アプリ
ケーションとExcel

　Delphi/400 でアプリケーションを作
る場合、Excel の出力機能を利用しよう
とすると、帳票機能と同じぐらい組み込
みを必要とされることが多い。
　Excel を扱ううえで、専用のツール（例
えばVB-Report3.0など）を使わないケー
スでは、Office コンポーネントまたは
OLE オートメーションを利用すること
になる。
　Delphi/400 からの Excel の操作は、
プログラムソースを見ると難しく感じる
かもしれない。だが、よく使う Excel
操作は決まっているので、一度習得して
しまえば非常に簡単に扱うことができ
る。
　ここでは、Delphi/400アプリケーショ
ンからの、OLE オートメーションによ
る Excel の基本的な出力方法や、Excel
に対する各種テクニックを紹介しよう。

2  基本的なExcel出力
　OLE オートメーションを使った基本
的なExcel の出力は、手順としてExcel
と Book、Sheet を生成して、Cell に値
を書き込んでいくという手順となる。
　ソースコードを用意したので、参考に
してほしい。【図1】
　出力する Excel の全てを Delphi 側か
ら操作するのは、プログラム的にもパ
フォーマンス的にも手間となる。そのた
め、Excel のテンプレートを用意すると、
効率的な Excel 出力が行えるようにな
る。
　具体的には、テンプレートとなる
Excel をファイルコピーしたうえで、そ
の Excel の中から必要な Cell 値の編集
だけを行う。Cell の指定は、次のよう
に指定する。

Cells［行番号 ,列番号］

　テンプレートを利用する場合は、
Excel 起動部分を、ソースのように処理

することで指定の Excel を扱うことが
できる。【図2】

3  Excel操作テクニック
　ここから、Delphi/400 上で Excel を
操作する際によく使われる動作を取り上
げる。具体的なプログラムソースを交え
て説明する。

①文字のフォント/フォントサイズを設定
　フォントは、Font.Name で設定する
ことができる。
　フォントサイズは、Font.Size で設定
することができる。【図3】

②行の高さと列の幅を設定
　行の高さは、RowHeight で設定する
ことができる。
　列の幅は、ColumnWidth で設定する
ことができる。【図4】

③オートフィットを設定
　オートフィットは、AutoFit を使い、
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図1

図2

図3

図4

図5
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セルの値で幅を設定できる。【図5】

④先頭のシートを選択
　ワークシートは、WorkSheets［ワー
クシート番号］.Selectで選択できる。【図
6】

⑤Book名を指定して保存
　Book の保存は、SaveAs で、ファイ
ル名や詳細パラメータを指定することが
できる。【図7】

⑥範囲を指定
　セルの範囲は、Range で指定するこ
とができる。【図8】

⑦罫線を出力
　罫線は、Range で範囲を指定し、出
力することができる。
　Borders.LineStyle で、罫線のスタイ
ルを設定できる。
　Borders.Weight で、罫線の太さを設
定できる。【図9】

⑧セルを結合
　複数セルは、Range で指定して、
MergeCells で結合できる。【図10】

⑨シートを印刷
　ワークシートは、PrintOut で印刷す
ることができる。【図11】

⑩シートをプレビュー表示

⑪警告メッセージを制御
　Excel の 警 告 メ ッ セ ー ジ は、
DisplayAlert で出力制御をすることが
できる。【図12】

4  Excelのマクロ記録
機能を活用

　「Excel 操作テクニック」では、具体
的に、Delphi/400 でよく使うプログラ
ム例を挙げてみた。だが、例にない
Excel の動作を行いたいときはどうすれ
ばいいのだろうか。
　Excel では、マクロで動作を記録して、
VB のソースとして調べることができ
る。VB のソースはもちろん Delphi の
ソースとは異なる。とはいえ、操作やプ
ロパティは同じように扱えるため、十分

に Delphi のプログラムの参考とするこ
とができる。

Excelのマクロ記録

　ここでは、前述の⑥の［範囲を指定］
を例に見ていこう。

⑴�最初に、Excel の［ツール］→［マク
ロ］から［新しいマクロの記録］を実
行する。【図13】【図 14】

⑵�これで、マクロが記録状態となるので、
調べたい Excel の操作を実際に行う。
ここでは、A1 から C5 のセルを選択
して、Ctrl�+�Cでコピーする。

⑶ �Excel の操作が終わったら、マクロ
の記録を終了する。【図15】

VBのソースで確認

　では、マクロが記録されているので、
VB のソースで、この記録された Excel
の操作を確認してみよう。

⑷�確認するマクロを選択し、［編集］で
開けば、マクロのソースを見ることが
できる。【図16】

　ソースを見てみると、A1 から C5 の
セルの範囲は Range で指定されて、
Select で選択されていることがわかる。
また、コピーは、Copy というメソッド
が使用されているのがわかる。【図17】

Delphiのソースに組み替え

　このソースを参考に、Delphi のソー
スに組み替えていく。すると、⑥の［範
囲を指定］のようなプログラムを作成す
ることができる。

　Excel の操作は、基本的に何でもマク
ロに記録できる。そのため、参考となる
ようなソースが見つけられないときに
は、これらの調査を行って、独自にプロ
グラムを作成することができる。少し応
用的な内容ではあるが、Excel のプログ
ラムで詰まった際にはぜひ試してみてほ
しい。

5 Excel2007への対応
　Excel2007 の PC で、xlsx 形式を指
定してファイル保存をしたいことがあ
る。その場合、実行PCのExcel のバー

ジョンが Excel2007 かどうかを判断す
る必要がある。
　ExcelApplication の Version で、
Excel のバージョンを取得 / 判断するこ
とができる。
　各 Excel のバージョンは、以下の通
りである。

・2007�-�‘12.0‘
・2003�-�‘11.0‘
・XP� -�‘10.0‘
・2000�-�‘� 9.0‘
・97� -�‘� 8.0‘または‘8.0a‘

　例えば、バージョンを判断してファイ
ル名（拡張子）を設定する場合のソース
を作成してみた。【図18】
　応用して組み込めば、これまでの作成
済の Excel 処理も、バージョンに対応
した汎用的な作りに組み替えることがで
きるだろう。

6 まとめ
　本稿では、基本的なExcelの操作から、
応用的な調査方法まで説明してきた。こ
れらを、Delphi で Excel を扱う際に、
リファレンスとして活用してほしい。
　具体的なコード例をコピーして使うの
もよいし、また中身の仕組みがわかって
くれば、自分で新しい Excel 操作の調
査もできるようになる。
　Delphi からの Excel の操作はたくさ
んあるので、それらのテクニックをマス
ターして、ぜひ自分用の Excel リファ
レンスを作り上げてほしい。

M
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尾崎 浩司
株式会社ミガロ

システム事業部 システム2課

連携で広がるDelphi/400活用術
開発の効率を上げるには
既存のいろいろな仕組みと「連携」することが最もよい手段だ。
ここでは、Delphi/400 と他の仕組みとを連携する手法を
具体的な手順を含め紹介する。

●はじめに
●COMを使ったアプリケーション連携
●Webで提供される情報との連携
●さいごに

略歴
1973 年 8 月 16 日 生
1996 年三重大学 工学部卒
1999 年 10 月株式会社ミガロ入社
1999 年 10 月システム事業部配属

現在の仕事内容
入社以来、主に Delphi/400 を利
用した受託開発を担当している。

はじめに
　Delphi/400 は、IBM i を使用するア
プリケーションを開発するのに、最適な
開発ツールである。と同時に、制約のな
い Windows アプリケーションを構築す
るのにも、最適な開発ツールである。
　適用業務において可能性は無限に広が
るが、1 から全てを構築するとなると工
数がいくらあっても足りないであろう。
開発の効率を上げるには、すでに用意さ
れているいろいろな仕組みと「連携」を
行うことが最適な手段だ。
　本稿では、Delphi/400 と他の仕組み
とを連携する手法を、具体的な手順を示
しながら紹介していこう。これをきっか
けに、皆様の開発のバリエーションが広
がれば幸いである。

COMを使った 
アプリケーション連携
　「連携」というとまず思いつくのが、
業務で最も使用する Excel との連携で

あろう。データベースから取得したデー
タを Excel に出力する、ソース 1 のよ
うなアプリケーションを、私もたびたび
開発している。【ソース 1】

COM

　このような連携を実現するのが、
「COM」と呼ばれる技術である。COM
はコンポーネント・オブジェクト・モデ
ルの略で、アプリケーションの持つ機能
をオブジェクト化し、別のアプリケー
ションから容易に利用できるようにする
技術である。
　 こ の COM と い う 技 術 に よ り、
Delphi/400 からいろいろなアプリケー
ションの機能を使用することが可能にな
る。さらに、他のアプリケーションに機
能を提供するプログラムを構築すること
も可能である。
　例えば、IBM i から情報を取得するロ
ジックを、Delphi/400 で開発し、COM
とすることで、他のツールからの利用が
可能になる。そうすることでエンドユー
ザーは、Excel や Access の VBA 等で、

間接的に IBM i のデータを使用するこ
とも可能になるというわけである。

COMサーバーの開発

　それでは、COM として情報を提供す
るサーバーはどのようにして開発するの
か、見ていこう。
　まず、新規プロジェクトを作成する。
そして、Delphi のメニューから［ファ
イル］→［新規作成］→［その他］を選
択し、選択カテゴリ「ActiveX」から「オー
トメーションオブジェクト」を選択する。

【図 1a】
　すると、ウィザードが始まるので、

「CoClass 名」欄にクライアントがアク
セスするためのクラス名を入力する。こ
こでは"AS400Infomation"としよう。【図
1b】
　ウィザードが終了すると「タイプライ
ブラリ」と呼ばれるインターフェースを
定義する画面が表示される。【図 1c】
　この画面で、外部に提供するプロパ
ティあるいはメソッドを定義するわけだ。
　"IAS400Infomation" をクリックする
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と、メソッドおよびプロパティの新規作
成が選択可能になるので、必要に応じた
インターフェース定義を行う。メソッド
であれば名前を定義し、プロパティであ
れば名前と属性（タイプ）を定義する。
　ここでは、メソッドとして "GetData"
を定義し、［読み込み ¦ 書き込み］プロ
パティとして "CustNo"（タイプは数字
属性［Long］）と［読み込み専用］プロ
パティとして "CustName"（タイプは文
字 属 性［BSTR］） を 定 義 す る。【 図
1d】。
　インターフェースの定義が終了した
ら、「ソースコード更新」というボタン
を押してみよう。するとソース 2 のよう
なソースコードが自動作成される。あと
は、そこに仕様に応じたユーザーコード
を追加すればよい。【ソース 2】

COMサーバーのサンプル

　今回は、"CustNo" プロパティに得意
先コードを指定し、GetData メソッド
を呼び出すことにより、データベースか
ら得意先マスターを検索し、取得した得
意先名を結果として CustName プロパ
ティにセットする COM サーバーを作成
してみた。【ソース 3】
　このサンプルでは、新規プロジェクト
作成時にあらかじめ用意されている
フォーム（ここでは frmMain と命名）に、
DataBase コンポーネントと Query コ
ンポーネントを貼り付け、データベース
接続定義ならびにデータ抽出用の SQL
の定義を行っている。
　なお、今回作成している COM オブ
ジェクトは、データベースへのアクセス
機能のみを持ったものとなる。そのため、
画面（フォーム）は表示不要である。
　このような COM オブジェクトを作成
する場合、プロジェクトファイルのソー
ス コ ー ド を 表 示 し、"Application.
ShowMainForm := False;" の 1 行を追
加して完成となる。【ソース 4】

COM登録

　完成したプログラムを他のアプリケー
ションより利用可能にするためには、レ
ジストリ登録が必要になる。
　Delphi/400 開発環境下でレジストリ
登録を行う場合は、Delphi のメニュー
から［実行］→［実行時引数］を選択し、

「パラメータ」欄に「/regserver」と入

力し、プログラムを実行する。（反対に
レ ジ ス ト リ を 解 除 す る 場 合、「/
unregserver」を指定して実行する）。【図
2】
　プログラムを実行するとどうなるか。
実行後、画面は何も表示されず、そのま
まプログラムが終了するはずだ。ここで
は、レジストリへの登録が行われるだけ
だからである。つまり、これで COM 登
録が完了となり、他のアプリケーション
から利用可能になる。
　実際にこの作成したプログラムが動作
するのは、COM を利用するクライアン
トがオブジェクトを生成したときとな
る。

COMを使用するクライアント

　では、COM を使用するクライアント
はどうなるか。今回は、Excel から利用
してみよう。
　Excel を起動し、シートの中に得意先
コードのセルと得意先名のセル、それか
ら検索用のボタンを用意する。【図 3】
　そして、ボタンのクリックに対するイ
ベント処理として、次のような VBA
コードを入力する。【ソース 5】
　完成した Excel を「マクロを有効」
にして実行する。画面上で得意先コード
を入力した後、検索ボタンを押すことで、
データベースから検索された得意先名が
セットされるだろう。【図 4】
　ここで、Excel 上で作成したソース 5
のソースをよく見てみよう。言語の違い
はあるが、ソース 1 で、Delphi から、
Excel オブジェクトを生成して使用した
のと似ていないか。同じように、Excel
から、今回作成した COM のオブジェク
トを作成し、プロパティおよびメソッド
を使用しているのがわかる。

　今回は、単純なマスター検索を行う連
携ではあるが、この COM オブジェクト
を使用するユーザーは、IBM i のデータ
構造を意識せずにデータにアクセスでき
る。
　つまり、IBM i 上のデータをそのまま
公開すると機密上よくない場合にも、こ
のような仕組みを検討することにより、
必要に応じた項目のみを公開できる。
ユーザーが、IBM i のデータを、自由に
安全に利用できるのではないだろうか。
　それ以外にもいろいろな連携が実現で

きると思うので、ぜひ皆様も新たな連携
にチャレンジしてほしい。

Webで提供される 
情報との連携
　インターネットには多彩な情報が公開
されている。ふだん皆様もいろいろ利用
されているだろう。これらの情報とシス
テムとが連携すれば、便利になるのでは
と考えたことはないだろうか？
　例えば、システムに登録されている得
意先マスターの住所情報から、地図の
Web サイトが表示できたり、出張精算
画面で入力した駅名から路線検索ができ
たりするとたいへん便利と思われる。

Webサービス

　世の中には一般に「Web サービス」
と呼ばれる仕組みがあり、SOAP と呼
ばれるプロトコルを使用すると完全な連
携 が 可 能 だ。ま た、Delphi/400 か ら
Web サービスを使用する仕組みも用意
されている。
　しかし、これらを使いこなすには、
SOAP や XML 等の知識が必要になって
くるため、少し敷居が高いのも事実であ
る。ゆえに Web の連携は難しいと考え
ていないだろうか？　実は、そこまでの
ことをしなくても、ちょっとした連携で
あれば容易に実現可能である。

郵便番号検索Webアプリケーション

　インターネットエクスプローラで、ア
ドレス欄に以下のように入力してほし
い。

http://search.post.japanpost.jp/cgi-
zip/zipcode.php?zip=5560017

　これは、日本郵便の郵便番号検索
Web アプリケーションである。この
URL から、郵便番号 556-0017 地域の所
在地がわかる。【図 5】

　このように、一般的なWebアプリケー
ションは、Web ブラウザから Web ア
プリケーションに問い合わせを行うこと
で動作する。
　このときの問い合わせ方法には、
GET メソッドと POST メソッドという
2 種類が存在するのだが、その中で
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GET メソッドは、URL の中に問い合わ
せを記載するのが特徴だ。先ほどの郵便
番号検索の場合、"?zip=5560017" とい
う部分が問い合わせクエリーとなる。
　つまり、GET メソッドで問い合わせ
することが可能な Web アプリケーショ
ンは、変数を含む URL を渡すだけで連
携が可能になるのである。

連携プログラムの作成

　それでは、簡単な連携プログラムを作
成してみよう。
　まず、新規プロジェクトを作成し、
Button、Edit そ し て WebBrowser コ
ンポーネントを貼り付ける。【図 6】
　そして、ボタンコンポーネントの
Click イベントに、処理を記述する。

【ソース 6】
　では、完成したプログラムを実行して
みよう。先ほどのブラウザ画面からの表
示結果と同じ内容が、Delphi のフォー
ム上に表示されることが確認できる。【図
7】
　このように Web 情報への連携はとて
も簡単である。

Google検索

　もう 1 つ見てみよう。先ほどと同じよ
うに、インターネットエクスプローラ上
に下記アドレスを入力してほしい。

http://www.google.co.jp/search?num
=30&q=%E3%83%9F%E3%82%AC%E
3%83%AD

　これは皆様おなじみの Google 検索で
ある。検索キーワード " ミガロ " で、結
果が 30 件表示されている。【図 8】
　このサイトも先ほどと同じように、
Get メソッドで問い合わせを行ってい
る。"q=%E3%83…" のところを見てほ
しい。実は、この部分は「ミガロ」とい
うキーワードで検索しなさいという問い
合わせを表しているのだが、符号化され
ているのがわかるであろう。
　つまり、Get メソッドで問い合わせす
る際には、通常 2 バイト文字等は利用で
きないのである。加えて、このように空
白文字や特殊記号、日本語等の全角文字
を符号化するルールを「URL エンコー
ド」と呼んでいる。
　では、Delphi/400 から使用する際に、

URL エンコードはどうすればよいか？ 
実は HTTPApp というユニットを uses
節に追加すると、HTTPEncode 関数が
使用できるようになり、これを使うと容
易に URL エンコードが可能である。
　なお、URL エンコードの際には、対
象の Web サイトが使用する文字コード
体系によりさらに変換が必要な場合もあ
る。先ほどの Google 検索サイトでは、
UTF-8 という文字コード体系を使用し
ているので、このような場合、さらに
AnsiToUtf8 関数を使うとよい。

Google検索を実現した
Delphi/400連携プログラム

　先ほど作成した日本郵便の検索プログ
ラムを改良してみよう。ソース 7 は、
Google 検索を実現した Delphi/400 連
携プログラムとなる。【ソース 7】
　完成したプログラムを実行すると、
Delphi の画面で指定したキーワードを
もとに Google 検索を行い、結果が画面
に表示されていることがわかる。【図 9】

さいごに
　このように、単純に Web サイトに対
して問い合わせし、結果を画面に表示す
るだけの「連携」であった。とはいえ、
皆様が開発するアプリケーションにおい
て、入力した値がそのままパラメータと
して利用できるようになれば、いろいろ
な呼び出しが可能になるだろう。
　今回紹介した以外にも、Get メソッド
を使用した検索可能なサイトが多数存在
する。
　例えば、http://ready.to/search/list/
というサイトでは、ブラウザから直接呼
び出せるサイトが紹介されている。参考
にしてはいかがだろうか。
　アイデアしだいでは便利な連携が可能
と思われるので、ぜひともいろいろチャ
レンジしていただきたい。

M
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ソース1

uses ComObj;

procedure TForm1.Button1Click(Sender: TObject);

var

  MsExcel, MsApplication, WBook, WSheet: OleVariant;

  i: integer;

begin

  //Excel 起動
  MsExcel := CreateOleObject('Excel.Application');

  MsApplication := MsExcel.Application;

  MsApplication.Visible := True;

  WBook  := MsApplication.WorkBooks.Add;

  WSheet :=WBook.ActiveSheet;

  //Excel にタイトル出力
  WSheet.Cells[1,3].Value := ' 得意先マスター一覧表 ';

  WSheet.Cells[1,3].Font.Size := 15;

  WSheet.Cells[2,1].Value := ' 得意先コード ';

  WSheet.Cells[2,2].Value := ' 得意先名 ';

  WSheet.Cells[2,3].Value := ' 住所 ';

  WSheet.Cells[2,1].Font.Bold := 'True';

  WSheet.Cells[2,2].Font.Bold := 'True';

  WSheet.Cells[2,3].Font.Bold := 'True';

  //Excel にデータ出力
  with Table1 do

  begin

    Active := True;

    try

    i := 0;

    First;

    while not eof do

    begin

       WSheet.Cells[i+3,1].Value := FieldByName('CUSTNO').

AsInteger;

       WSheet.Cells[i+3,2].Value := 

FieldByName('COMPANY').AsString;

       WSheet.Cells[i+3,3].Value := FieldByName('ADDR1').

AsString;

      Next;

      i := i + 1;

    end;

    finally

      Active := False;

    end;

  end;

end;

ソース2

unit Unit1;

{$WARN SYMBOL_PLATFORM OFF}

interface

uses

  ComObj, ActiveX, AS400Info_TLB, StdVcl;

type

   TAS400Infomation = class(TAutoObject, 

IAS400Infomation)

  protected

    function Get_CustName: WideString; safecall;

    function Get_CustNo: Integer; safecall;

    procedure GetData; safecall;

    procedure Set_CustNo(Value: Integer); safecall;

  end;

implementation

uses ComServ;

function TAS400Infomation.Get_CustName: WideString;

begin

end;

function TAS400Infomation.Get_CustNo: Integer;

begin

end;

procedure TAS400Infomation.GetData;

begin

end;

procedure TAS400Infomation.Set_CustNo(Value: Integer);

begin

end;

initialization

   TAutoObjectFactory.Create(ComServer, 

TAS400Infomation, Class_AS400Infomation,

    ciMultiInstance, tmApartment);

end.
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ソース3

-----  << ここまで省略 >> ------

type

   TAS400Infomation = class(TAutoObject, 

IAS400Infomation)

  private

    // 内部変数
    FCustNo: Integer;             // 得意先コード
    FCustName: String;            // 得意先名
  protected

    function Get_CustName: WideString; safecall;

    function Get_CustNo: Integer; safecall;

    procedure GetData; safecall;

    procedure Set_CustNo(Value: Integer); safecall;

  end;

implementation

uses ComServ, MainFrm, SysUtils, Dialogs, DBTables;

function TAS400Infomation.Get_CustName: WideString;

begin

  // 得意先名の内部値を渡す
  Result := FCustName;

end;

function TAS400Infomation.Get_CustNo: Integer;

begin

  // 得意先コードの内部値を渡す
  Result := FCustNo;

end;

procedure TAS400Infomation.GetData;

begin

  try

    // 得意先コードが指定されない場合、エラーとする
    if FCustNo = 0 then

       raise Exception.Create(' 得意先コードが指定されていま
せん。');

     // クエリーを使用し、得意先コードをキーに得意先マス
ターを検索し、

    // 得意先名を取得する
    with frmMain.Query1 do

    begin

      // クエリーを閉じる
      Active := False;

       // 得意先コードパラメータに得意先コード内部値を代入
する

      ParamByName('CUSTNO').AsInteger := FCustNo;

      // クエリーを実行する
      Active := True;

      try

        First;

        // データが存在しない場合、エラーとする
        if Eof and Bof then

           raise Exception.Create(' 指定された得意先コードは
存在しません。');

        // 取得結果を得意先名内部値に代入する
        FCustName := FieldByName('CUSTNM').AsString;

      finally

        // クエリーを閉じる
        Active := False;

      end;

    end;

  except

    // エラーメッセージの表示
    on E: Exception do

    begin

      MessageDlg(E.Message, mtError, [mbOK], 0);

    end;

  end;

end;

procedure TAS400Infomation.Set_CustNo(Value: Integer);

begin

  // パラメータを内部値にセットし、得意先名を初期化する
  FCustNo := Value;

  FCustName := '';

end;

-----  << 以下省略 >> -----
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ソース4

  Application.Initialize;

  Application.CreateForm(TfrmMain, frmMain);

   Application.ShowMainForm := False;  // ( 追加 ) メイン
フォームを表示しない

  Application.Run;

ソース5

Option Explicit

Private Sub CommandButton1_Click()

     Dim objAS400Info As Object   '---- 得意先情報取得オブ
ジェクト

    Dim lngCustNo As Long        '---- 得意先コード

    ' 得意先情報取得オブジェクトの生成
     Set objAS400Info = CreateObject("AS400Info.

AS400Infomation")

    

    ' 取引先コードのセット
    lngCustNo = ActiveSheet.Range("C2").Value

    objAS400Info.CustNo = lngCustNo

    

    ' データの取得 ( メソッドの実行）
    objAS400Info.GetData

    

    ' 取得した得意先名のセット
     ActiveSheet.Range("C7").Value = objAS400Info.

CustName

  

    ' オブジェクトの解放
    Set objAS400Info = Nothing

    

End Sub

ソース6

procedure TForm1.Button1Click(Sender: TObject);

var

  sURLText: String;

begin

  // URL 文の作成
   sURLText := 'http://search.post.japanpost.jp/cgi-zip/

zipcode.php?zip=';

  sURLText := sURLText + Edit1.Text;

   // 問い合わせを実行し、結果を WebBrowser コンポーネン
トに表示

  WebBrowser1.Navigate(sURLText);

end;

ソース7

uses HTTPApp;  // HTTPApp ユニットを追加する

procedure TForm1.Button1Click(Sender: TObject);

var

  sURLText: String;

begin

  // URL 文の作成

  sURLText := 'http://www.google.co.jp/

search?num=30&q=';

   sURLText := sURLText + HTTPEncode(AnsiToUtf8(Edit1.

Text));

   // 問い合わせを実行し、結果を WebBrowser コンポーネン
トに表示

  WebBrowser1.Navigate(sURLText);

end;
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吉原 泰介
株式会社ミガロ

RAD事業部 技術支援課

フォーム継承による効率向上開発手法
フォーム継承は
開発効率やメンテナンス性をよくするためのプログラム側の手法である。
それによって、アプリケーションの動作がよくなるわけではない。
フォーム継承をどのように行えば効率のいい開発を行えるのか、
それを考察する。

●開発効率、メンテナンス性がよい開発手法
●フォーム継承のポイント
●アプリケーション内の継承構成
●フォーム継承によるメリット

略歴
1978 年 3 月 26 日 生
2001 年龍谷大学法学部卒
2005 年 7 月株式会社ミガロ入社
2005 年 7 月システム事業部配属
2007 年 4 月 RAD 事業部配属

現在の仕事内容
Delphi/400 や JACi400 の製品試
験、および月 100 件にのぼる問い
合わせのサポートやセミナー講師な
どを担当している。

1  開発効率、メンテナン
ス性がよい開発手法

　システム構築から運用までを行う場
合、開発者はプロジェクトに費やす工数
において、以下の2点を考慮する必要が
ある。

●開発効率
　�どれだけ工数をかけずに、開発ができ

るか
●メンテナンス性
　�どれだけ工数をかけずに、変更や修正

が容易にできるか

　では、プログラムの開発手法にはどう
いった形があるだろうか。
　1 つの画面の単純なアプリケーション
を作成するとき、ほとんどの開発者は 1
つのフォームにプログラムを組み込んで
アプリケーションを作成する。これを「開
発手法A」とする。
　それに対して、1 度作成した画面を流
用して開発できるように、フォーム継承

を行ってアプリケーションを作成するや
り方を「開発手法B」とする。

【開発方法】
Ａ：�プログラムが全て1つのフォームの

中に集約されたもの
Ｂ：�プログラムがフォーム継承を行って

作成されたもの

　この2つの手法でそれぞれ開発をした
場合、どういった違いがあるのかを考察
してみよう。

【照会プログラムを1画面開発した場合】
●開発効率
Ａ：�継承を考慮しないで単純に開発でき

るので、開発工数がかからない。
Ｂ：�継承を考えながら開発するぶん、A

より開発工数がかかる。
●メンテナンス性
Ａ：�メンテナンス対象は1つのフォーム

だけなので、変更が容易。
Ｂ：�継承を考慮しての変更となるため、

Aよりスキルが必要。

　ここで重要なのが、A と B の手法で
作成された 2 つのアプリケーションに、
動作上の違いはないということである。
フォーム継承は、開発効率やメンテナン
ス性をよくするためのプログラム側の手
法であり、それによってアプリケーショ
ンの動作がよくなるわけではない。
　また、この結果を見ると、フォーム継
承を行わないほうが優れているようによ
うに見える。
　では、次のケースはどうだろうか。

【同じような照会プログラムを10画面開
発した場合】
●開発効率
Ａ：�単純に 1 画面× 10 の開発工数がか

かる。
Ｂ：�フォームが継承された部分は再利用

できるため、各画面の固有部分だけ
の開発工数で済む。【図1】

●メンテナンス性
Ａ：�共通の変更が発生すると、10 画面

全てに同じ対応を行う必要がある。
Ｂ：�共通の変更が発生しても、継承元
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フォームを変更すれば 10 画面全て
に全て適用される。【図2】

　A は工数がかかるだけでなく、プロ
グラムの開発/変更量が多い。というこ
とは、それだけ人為的なミスが発生する
可能性も高く、プログラム試験の工数も
それに伴って増大する。
　それに対して、Bはプログラムの開発
/ 変更量が少なく、また、継承化された
部分は基本的に全て同じ動作となる。そ
のため、試験の確認パターンも必要最低
限で済む、という違いがある。
　ただし、上記 2 例からわかるように、
継承化は必ずしも有効な開発手法ではあ
るとは限らない。継承の理解が誤ってい
るために、逆に開発効率やメンテナンス
性が悪くなってしまったという話もよく
耳にする。
　では、フォーム継承はどのように行え
ば効率がよい開発が行えるのか、これを
順を追ってみていこう。

2  フォーム継承の 
ポイント

　フォーム継承がどういった特性を持つ
のかを把握しておかないと、煩雑なプロ
グラムになり、後々のメンテナンスで逆
に手間がかかってしまう。
　では、フォーム継承を作成していくポ
イントをまとめてみる。

2-1. フォーム継承とは

　継承とは、オブジェクト指向プログラ
ミングにおいて、すでに定義されている
オブジェクトをもとに、拡張や変更を加
えた新しいオブジェクトを定義すること
である。
　例えば、Excel で帳票を作成する場合、
同じ帳票を印刷するたびに新規の Excel
から作り込むことはあまりしないだろ
う。必要と思われる帳票フォーマットに
対して、定型となる Excel をあらかじ
め用意しておき、その Excel に必要な
内容だけ入力して印刷すれば手間もかか
らず、効率よく帳票が作成できる。
　これと同じように、フォームの定型が
あらかじめ用意されていれば、その
フォームに対して必要な箇所だけ手を加
えればよいので、便利ではないだろうか。
これが、フォーム継承である。

　継承フォームの新規作成についても押
さえておこう。
　Delphi のメニューから［ファイル］
→［新規作成］→［その他］から、同じ
プロジェクト内のフォームを選択して、
新規フォームを作成する。これにより、
選択したフォームを継承した新しい
フォームを作成することができる。【図
3】

2-2. コンポーネントの配置

　では、継承元フォームを作成するうえ
で、定型となるフォームにはどういった
コンポーネントを配置するのが望ましい
かを考えてみる。
　仮に、継承元フォームに、照会画面で
使う全ての画面項目を配置したとする。
そうすると、全く同じ照会画面を作成す
る場合にはほとんど継承だけで動作する
ことになり、一見非常に便利に思える。
　しかし、少し違う照会画面になった場
合、必ず不要になるコンポーネントがあ
ることに気づくだろう。【図4】

・不要なコンポーネント
　この不要なコンポーネントが多いと、
その不要なコンポーネントを非表示にし
たり、動作しないように制御したりする
ことで、逆に開発に手間がかかってしま
う。また、不要なコンポーネントが存在
すると、その画面の動作はそのぶんパ
フォーマンスが悪くなる。フォームの継
承を行ううえで失敗するのは、このケー
スであることが非常に多い。

　継承は便利である一方、継承で配置し
たコンポーネントは、継承先フォームで
は削除することはできない。継承先
フォームへの制約となることも意識する
必要がある。
　つまり、継承元フォームに配置するも
のは、その継承を利用して作成する画面
に共通して必ず存在するコンポーネント
だけにすることが望ましい。
　例えば、検索を行う照会画面で項目の
要/不要を選別してみる。【図5】

●�検索項目：画面によって異なるので、
不要になる可能性がある。
●�検索ボタン：検索画面には必ず存在す

るので、必要である。

　継承元フォームを作成するうえで最も
重要なポイントは、継承画面に本当に必
要な項目だけを過不足なく洗い出すこと
である。これは、上流工程の画面設計で、
共通の画面レイアウトを考える際に意識
しておくと、継承化の時にも格段に楽に
なる。

2-3. コンポーネントとコーディング

　では、そうしたことを概念として理解
しながらも、なぜ余計な画面項目を継承
元フォームに配置して、失敗するケース
が多いのだろうか。
　その理由の多くは、処理プログラムを
書くためである。
　例えば、［クリア］ボタンを押すと、
画面項目の Edit コンポーネントの表示
内容をクリアする機能を実装したとす
る。
　その場合、開発者は、ソース1のよう
にコーディングしたい。【ソース1】
　しかし、画面上にEdit1 コンポーネン
トがないと、ソース1のようなコードは
記述できないために、しかたなく継承元
フォームに不要な Edit1・・・を配置し
てしまう。
　では、検索項目をクリアする処理は、
個別の画面フォームでコーディングする
べきだろうか？�しかし、同じ処理を個
別の画面にコーディングするのであれ
ば、継承を行う意味が薄れてしまう。

・動的なコーディング
　このような場合は、画面固有のコン
ポーネント名に依存しない、動的なコー
ディングを行う必要がある。
　例えば、継承元フォームで、ソース 2
のようにコーディングする。画面のコン
ポーネント名がわからなくても、全ての
Edit コンポーネントを動的にクリアす
ることができる。【ソース2】
　なお、これを応用すれば、Form の代
わりに Panel コンポーネントのような
コンテナコンポーネントをあてはめて、
コンテナコンポーネント上だけの制御も
行える。

　このように継承元フォームでは、でき
るだけ画面固有のコンポーネント名に依
存しないコーディングが有効である。こ
れによって、無駄なコンポーネントを配
置する必要がなくなり、継承元フォーム
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での活用範囲をさらに広げることができ
る。

2-4. イベント制御

　継承元フォームに配置するコンポーネ
ント同様、どのイベントをどこまで継承
元で制御するかも重要なポイントであ
る。
　例えば、［閉じる］ボタンを押下した
ときにフォームを閉じるといったイベン
トは、継承元フォームで記述するという
ことは想像しやすいだろう。また、検索
や更新などの画面固有の処理は、継承先
フォームに処理を記述すればよい。これ
らの切り分けは比較的簡単に行える。
　では、画面起動時の処理を行うイベン
トは、継承元フォームと継承先フォーム
のどちらで処理を記述するべきだろう
か。画面起動時に行う処理を考えてみよ
う。

【画面起動時の処理】
①画面項目をクリアする。
②画面項目に初期値をセットする。

　①は、画面全体に対しての処理なので、
前述の 2-3 のように継承元フォームで処
理できそうである。一方、②の初期値は、
画面ごとに内容やセットする項目が異な
るため、継承先フォームで処理すること
になるだろう。
　なお、こういった場合、イベントの処
理内容はどちらかにまとめて記述する必
要がある、というようなことはない。

①�のイベント処理は、継承元フォームに
記述しておくことができる。

②�の内容は、継承先フォームで同イベン
トに記述する。

　ここで気をつけなければならないの
は、同じイベントが、それぞれどのタイ
ミングで実行されるかということであ
る。【ソース3】【ソース4】
　同じイベントで処理を記述した場合、
継承元フォームのイベント内容は
inheritedの箇所で実行される。
　これは、デバッグ実行時における F7
キーでのトレースや ShowMessage を
組み込んで、実行される実際の順番を確
認すると理解しやすい。
　つまり、こういったイベント内の内容

を切り分けることによっても、継承先
フォームでの開発負担を軽減することが
できる。

2-5 アクションコンポーネントの利用

　別の視点からイベントを見てみよう
か。前述の①と②の処理順は決まってい
るので、この処理順を、継承元フォーム
で制御することはできないだろうか。
　そのような場合に便利に使えるのが、
TActionList というコンポーネントであ
る。TActionList で は、TAction と い
うアクションコンポーネントを持つこと
ができる。この TAction コンポーネン
トであらかじめ想定される動作を用意し
ておけば、継承元フォームで、継承先の
イベントの制御に利用することができ
る。【図6】
　例えば、②の初期値設定処理を想定し
て、アクションとしてacDefault という
TAction コ ン ポ ー ネ ン ト を 継 承 元
フォームに配置しておく。
　このアクションを利用して、前述の画
面起動時の処理を変えてみよう。【ソー
ス5】【ソース6】
　一見、同じようなプログラムに見える
が、処理①②の順番を制御しているのは、
継承元フォームである。
　これにより、フォーム継承を利用して
個別画面（継承先フォーム）を作成する
開発者は、inherited などの継承を考慮
する必要がなくなる。acDefaultExecute
イベントに初期値設定の処理を記述して
おけば、継承元フォームが自動的に適切
な箇所でその処理を呼び出してくれる。
　例えば、acDefault は初期値設定処理、
acSearch は検索処理など、アクション
名を決定して継承元フォームに配置して
おく。そうすれば、各開発者はそのアク
ションのロジック作成のみに専念するこ
とができ、また、システム全体としても
動作の統一を行うことが容易になる。

3  アプリケーション内の 
継承構成

　2 で、継承元フォームの作成のポイン
トをまとめた。では、この継承元フォー
ムは一体どの程度用意しておけばよいの
だろうか。
　フォームの継承は何階層でも多重継承
が可能なので、汎用性を考えると細分化

された継承フォームを用意する必要があ
る。
　例えば、メニュー画面、検索画面、更
新画面から構成されるアプリケーション
の構成を考えてみよう。
　まず単純に、3 つの画面フォームのパ
ターンが考えられる。【図7】
　このうち、アプリケーション共通の画
面デザイン（タイトルラベルやセッショ
ン表示など）を別々に作成する必要はな
いので、画面デザインだけの共通フォー
ムを用意する。【図8】
　また、同じように検索処理画面におい
ても、一覧検索画面や詳細情報検索画面
などレイアウトが異なる可能性があるの
で、検索ボタンを配置した検索の共通画
面を用意する。同様に、更新画面も画面
のパターンを用意する。【図9】
　このように、継承フォームを細分化す
れば、より多くの画面に対応することが
できる。その際、構築するシステムの規
模や複雑さ、画面パターンなどによって、
その細分化のレベルは異なる。
　また、新しいパターンの画面が追加さ
れた場合は、それに対応する継承フォー
ムを追加していけばよい。そのため、後
から継承フォームが追加できるように細
分化を考えておく必要がある。
　ただし、継承フォームの細分化によっ
て汎用的で便利になる一方、継承フォー
ム自体の管理が手間になってしまっては
意味がない。その見極めには十分に配慮
する必要がある。

4  フォーム継承による 
メリット

　フォーム継承を利用するときには、さ
まざまな開発ポイントがある。
　システム構築当初に、これらをしっか
り検討してフォームの継承を利用すれ
ば、システム構築では、以下のような利
点が得られる。

●開発効率
① �1 画面あたりの開発工数が少なくな

る。
　�同系統の画面作成に、同じ工数をかけ

る必要がなくなる。
②�開発者に求められるプログラムの敷居

を下げることができる。
　�難易度の高い共通ロジックを継承元で
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行うことで、各画面開発で必要とされ
るプログラムの難易度が下がる。

③�画面動作の統一を開発者依存ではな
く、継承上で管理できる。

　�開発者によるプログラムのばらつきを
継承元で統一する。

●メンテナンス性
④�システムが統一された作りになること

で、管理が容易になる。
　�システムの画面や動作が統一されるこ

とで、画面ごとの動作やレイアウトの
違いなどの煩雑な問題を解消できる。

⑤�画面共通の変更が継承元の変更工数だ
けで対応できる。

　�画面共通の変更が継承元一箇所で行え
るため、迅速かつ安全なメンテナンス
が行える。

　これらは、システムの規模や開発人員
が多いほど、効果をあげることができる。
また、洗練された継承の仕組みは、新た
に開発する別のシステムにも流用して生
かしていくことができるだろう。

M
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ソース1

//項目のクリア
Edit1.Clear；
Edit2.Clear；
・・・

ソース2 クリア処理

//フォーム全てのコンポーネントを処理
for�i�:=�0�to�Form1.ControlCount�-�1�do
begin
���//Edit であればEdit として扱う
���if�(Form1.Controls[i]�is�TEdit)�then
�����TEdit(Form1.Controls[i]).Clear;
end;

ソース3 継承元フォーム

//継承元フォームのFormCreate イベント
procedure�TFormBase.FormCreate(Sender:�TObject);
begin
��// 処理①
end;

ソース4 継承先フォーム

//継承先フォーム画面のFormCreate イベント
procedure�TForm1.FormCreate(Sender:�TObject);
begin
���inherited;�// ここでイベントが継承されて①が実行される
���//処理②
end;

ソース5 継承元フォーム

//継承元フォームのFormCreate イベント
procedure�TFormBase.FormCreate(Sender:�TObject);
begin
���// 処理①
���acDefault.Execute;�// ここで処理②の内容が実行される。
end;

ソース6 継承先フォーム

//継承先フォーム画面のacDefault の Executeイベント
procedure�TForm1.acDefaultExecute(Sender:�TObject);
begin
���inherited;
���// 処理②
end;
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鶴巣 博行
株式会社ミガロ

RAD事業部 技術支援課

APIを利用した
出力待ち行列情報の取得方法
IBM i のプログラミングはそこそこできるが
Delphi/400 はまだ使いこなせていないという人のために
このレポートを通じ、出力待ち行列処理の情報を画面上に表示し
表示した情報に対して処理を実行する簡単な方法を解説する。

●はじめに
●API とは
●コーディング方法
●まとめ

略歴
1968年3月29日 生
1990年摂南大学 経営情報学部卒
2002年株式会社ミガロ入社
2002年4月システム事業部配属
2007年4月RAD事業部配属

現在の仕事内容
現場（営業グループとシステム事業
部）が活動しやすいような支援と、
ミガロおよびミガロ製品の積極的な
アピール活動を志している。

はじめに
　Delphi/400 をご使用のユーザー様で
アプリケーションの GUI 化はできてい
るが、出力待ち行列処理等の管理作業の
ため、なかなか 5250 エミュレータを捨
てきれないという声をよく聞く。
　例えば、出力待ち行列の処理であれば、
Delphi/400 には、SPOOLLIST400 や
SPOOL400 という出力待ち行列処理を
扱うための便利なコンポーネントが用意
されている。それらのコンポーネントを
駆使することで、出力待ち行列処理の制
御を行うことができる。
　Delphi/400 では、IBM i 上のデータ
を GUI 画面に表示させることが簡単に
できる。また、GUI 画面上のデータを
パラメータとし、IBM i のプログラムを
呼び出すことも、そんなに難しいことで
はない。ゆえに、出力待ち行列処理の情
報をデータベース化できさえすれば、簡
単にその情報を GUI 画面上に表示する
ことが可能だ。
　また、出力待ち行列処理画面のオプ

ションで行われる処理（例えば、3= 保
留  4= 削除  5= 表示  6= 解放）は、結
局のところ、選択されたファイルに対し
てコマンドを発行（保留：HLDSPLF　
削 除：DLTSPLF　 表 示：DSPSPLF　
解放：RLSSPLF）しているだけである。
なので、コマンド発行に必要な情報を付
加し、例えば CALL400 コンポーネント
を使用してプログラムで処理するか、も
しくは AS400 コンポーネントで直接コ
マンドを発行してやれば、処理を行うこ
とができる。これは、出力待ち行列処理
画面のオプションで行われる処理と同じ
処理である。

データベース化する方法

　まずは、出力待ち行列処理の情報を
データベース化する方法である。
　コマンドで実現できないかといろいろ
調べたのだが、直接データベース化でき
そうなコマンドは見つけられなかった。
　そこで、コマンドとプログラムとの組
み合わせで、何とかデータベース化する
方法を思いついた。だか、やり方が強引

であることと取得できる情報量が少ない
ことから、あまり実用性がないと判断し
た。【図 1】
　IBM アンサーラインや Web などを利
用し、他に実現方法がないか調査したと
ころ、API を使用し、出力待ち行列処
理が取得できることがわかった。

APIとは
　API（アプリケーション・プログラミ
ング・インタフェース、Application 
Programming Interface） に つ い て、
IT 用語辞典（e-Words）の説明をその
まま引用する。

　「あるプラットフォーム（OS やミド
ルウェア）向けのソフトウェアを開発す
る際に使用できる命令や関数の集合のこ
と。また、それらを利用するためのプロ
グラム上の手続きを定めた規約の集合。
　個々のソフトウェアの開発者がソフト
ウェアの持つすべての機能をプログラミ
ングするのは困難で無駄が多いため、多
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図1　コマンドとプログラムのを組合わせた出力待ち行列のデータベース化

手順１．WRKOUTQコマンドでデータベース化したいOUTQの一覧を印刷する。

　　　　　　WRKOUTQ OUTQ(QGPL/QPRINT) OUTPUT(*PRINT) 
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くのソフトウェアが共通して利用する機
能は、OS やミドルウェアなどの形でま
とめて提供されている。
　個々の開発者は規約に従ってその機能
を「呼び出す」だけで、自分でプログラ
ミングすることなくその機能を利用した
ソフトウェアを作成することができる」

　OS のコマンドでサポートされない機
能をサポートする、ということが主要な
目的のようだ。IBM i の OS で用意され
ている API は、主にオブジェクトの属
性取り出しやオブジェクトの一覧処理だ
が、その他にも数字の編集などがある。

（API を使いこなしているわけではない
ので、もっと他にもたくさんあるかもし
れない）。
　難点は、わかりやすいマニュアルがな
い点だが、使用方法はパラメータで要求
情報を API プログラムに渡し、結果が
パラメータで返ってくるといったものな
ので、各々のパラメータの意味がわかれ
ば使用できる。

コーディング方法
　まず、API を使用して取得できる情
報の DDS を作成する。データベース名
は USRSPLP とし、用意するフィール
ドは［図 2］のとおりである。【図 2】
　あとは、このデータベースにデータを
落とすプログラムを作成する。ソース
コードは［図 3］のようになる。これを
参考にしながら説明を読んでほしい。【図
3】

①ユーザー・スペースの作成
　ユーザー・スペースとは、API で使
用する新しいオブジェクト（オブジェク
トタイプは＊ USRSPC）で、一覧形式
で予め何レコードの結果が出るかわから
ないものを検索する場合に使用される。
　といっても、難しい作業をする必要は
なく、ユーザー・スペース作成用の
API（QUSCRTUS）が用意されている。
なので、その API を規定のパラメータ
に値をセットし、呼び出せば作成してく
れる。
　今回は、ライブラリー：QTEMP に、
ユーザー・スペース：SPLINF を、ユー
ザー ･ スペース初期サイズ：1024 で作
成するようにしている。

　ユーザー ･ スペースは「総称見出し」
と「リストセクション」から構成される。

（自分なりにわかりやすく表現すると、
ヘッダーと明細の関係みたいな感じでは
ないかと思う）。

②ユーザー・スペースに出力待ち行列の
データを展開
　次に、①で用意したユーザー ･ スペー
スに、出力待ち行列の情報を展開する。
　使用する API は QUSLSPL である。
QUSLSPL に、以下のパラメータをセッ
トし実行する。

・ユーザー ･ スペース（20 桁）
・フォーマット形式（8 桁）
・出力待ち行列のユーザー（10 桁）
・OUTQ（20 桁）
・フォームタイプ（10 桁）
・ユーザーデータ（10 桁）

　今回はすべてを対象にしているが、こ
のパラメータのセットの仕方により、取
得したい出力待ち行列を制御することが
可能である。
　例えば、待ち行列 QPRINT 分だけを
取 得 し た い 場 合 は、 パ ラ メ ー タ の
OUTQ に“QRINT △△△△△ QGPL
△△△△△△”（三角はスペース）と指
定する。
　データの展開が失敗した場合は（ソー
ス上では標識 95 が ON になる）、処理
が中断される。

③総称見出しからデータを取り出す
　次に、②で取得した情報から総称見出
しの情報を取得する。（取得したい項目
は、リスト・データ・セクションのオフ
セットと、リスト・データ・セクション
のサイズと、リストセクションに書き出
された数）。
　使用するAPIはQUSRTVUSである。
QUSRTVUS に、以下のパラメータを
セットし実行する。

・ユーザー ･ スペース（20 桁）
・開始位置（4 桁）
・取得数（4 桁）
・結果を入れるフィールド

　総称見出しのレイアウトは［図 4］の
とおりである。レイアウトを見るとオフ

セット 10 進数が 0 から始まっている。
ただし、QUSRTVUS API の開始位置
を決定するためには、オフセット値に 1
を加算しなければならないので注意しよ
う。
　例えば、レイアウト中の情報の状況を
使用したい場合、開始位置は 104（オフ
セット 10 進数：103 ＋ 1）となる。【図 4】
　今回の場合、開始位置を 125（リスト・
データ・セクションのオフセット）から
16 バイト分（各項目のサイズまで）の
情報を取得する。取得した情報は、I 仕
様書の DS で分解する。
　総称見出しからのデータ取り出しが失
敗した場合は（ソース上では標識 95 が
ON になる）、処理が中断する。また、
取得したリスト項目の数（フィールド名：
NOENTH）が 0 の場合は、データがな
いということなので、この場合も処理を
中断する。

④リストセクション読み込みの初期化
　⑤で使用する API のパラメータ値の
初期設定を行う。
　③で取得したリスト・データ・セクショ
ンのオフセットに、1 を足し、パラメー
タ値にセットする。また、同じく③で取
得したリスト・データ・セクションのサ
イズも、パラメータ値にセットする。

⑤リストセクションの各項目の取り出し
　②で取得した出力待ち行列の情報を、
リストセクションから取得する。
　使用する API は③で使用したのと同
じ QUSRTVUS で あ る。パ ラ メ ー タ
SF0100 に結果がセットされる。取得で
きる情報は、以下のものである。

・ユーザー名（USRNML）
・OUTQ とライブラリー（OUTQL）
・フォームタイプ名（FRMTYL）
・ユーザーデータ（USRDTL）
・内部 JOB 確認者（JOBID）
・ 内 部 ス プ ー ル・ フ ァ イ ル 確 認 者
（PLFID）

　次に、QUSRTVUS で取得した内部
JOB 確認者と内部スプール・ファイル
確認者をもとに、追加の属性を取得する。

（サブルーチン @ATR）
　使用する API は QUSRSPLA である。
QUSRSPLA に、以下のパラメータを
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手順２．印刷したスプールファイルをCPYSPLF でデータベース化する。

　　　　ⅰ．データベースを作成する。
　　　　　　CRTPF FILE(QTEMP/PRTDB) RCDLEN(132) IGCDTA(*YES)
　　　　ⅱ．CPYSPLF コマンド実行
　　　　　　CPYSPLF FILE(QPRTSPLQ) TOFILE(QTEMP/PRTDB)

手順３．プログラムでデータ化した一覧を項目毎に区切りDDSをきったデータベースに移行する。

　　　　ⅰ．１レコードずつ手順２で作成したファイルを読み込む。
　　　　ⅱ．３桁目が英字（A～ Z）のレコードを対象とする。
　　　　ⅲ． ３～１２桁目をファイル名、１４～２３桁目までをユーザー名といった手順で各フィールド

毎に切り分け、フィールドにセットする。
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セットし実行する。

・結果を受け取るフィールド
・ 結果を受け取るフィールドのサイズ（4

桁）
・形式名（8 桁）
・修飾ジョブ名（26 桁）
・内部ジョブ識別コード（16 桁）
・ 内部スプール・ファイル識別コード（16

桁）
・スプール・ファイル名（10 桁）
・スプール・ファイル番号（4 桁）

　取得できる情報は、USRSPLP のレイ
アウト［図 2］の情報になる。

⑥項目の書き出し
　⑤で取得した情報を、データベース
USRSPLP の各フィールドにセットし、
レコードを書き出す。

　コーディング方法を①〜⑥に述べた。
⑤と⑥の作業を、③で取得したリスト項
目の数（フィールド名：NOENTH）分
繰り返すことで、出力待ち行列の情報を
データベース化できる。
　あとは、データベース化した情報を、
Delphi/400 を使用して、GUI 画面上に
グリッド等を利用し表示する。出力待ち
行列を照会するだけであれば、これで完
成だ。

出力待ち行列への処理実行

　出力待ち行列に対して処理を実行させ
たい場合は、処理ごとのボタン（保留、
削除、表示、解放）を用意する。
　各ボタンから呼び出されるプログラム
は、共通でも、ボタンごとに Call400 コ
ンポーネントでプログラムを呼び出して
も、AS400 コンポーネントでリモート
コマンドを発行してもかまわない。
　今回は、共通の CLP を使用する例を
あげる。【図 5】
　CLP 実行時パラメータを以下のよう
にする。

・処理区分（1 桁）
　保留：3　削除：4　表示：5　送信：6
・スプール・ファイル名（10 桁）
・JOB 名（10 桁）
・ユーザー名（10 桁）
・ジョブ番号（6 桁）

・SPLF 番号（6 桁）
・JOB システム名（8 桁）

　各ボタン押下時、押されたボタンの処
理区分（保留：3　削除：4　表示：5　
送信：6）をセットし、グリッドで選択
されているスプール・ファイルからパラ
メータに必要な情報をセットし、CLP
を呼び出すロジックを組み込めば、プロ
グラムが完成する。IBM i の出力待ち行
列の処理と、同等の仕組みを持ったプロ
グラムである。

まとめ
　ここまで述べてきたように、出力待ち
行列の処理であれば、

・ 出力待ち行列表示用画面（Delphi/400）
・ 出力待ち行列データ作成プログラム
（RPG）

・ 出力待ち行列処理用のプログラム
（CLP）

　を組み合わせれば、簡単に作成するこ
とができる。
　API を使用する部分は若干難しいか
もしれないが、API の使用ルールは形
式が定まっているので、そのとおり作成
すれば問題ない。
　IBM i には、今回取り上げた出力待ち
行列処理以外にもいろいろな管理画面が
ある。結局のところ、どこからかデータ
を取得し、画面に表示し、何らかの処理
を実行する場合、そのデータ値をパラ
メータとしコマンドを発行しているだけ
である。なので、データの取得方法さえ
わかれば、同様の処理を GUI 化するこ
とはそう難しくないと思う。
　今後も便利な情報を提供するために、
Delphi/400 をより有効に使用できる手
段を見つけたいと思っている。

M

現在の仕事内容（詳細）
セミナーやフェアの開催と集客、お客様への製品説
明や提案といった営業推進活動、および、製品とお
客様からの問い合わせへの対応などの顧客サポート
活動を行っている。また、製品出荷やメンテナンス
更新管理、売上管理などの営業事務管理と、ホーム
ページ更新やメールマガジンといった宣伝活動も
行っている。
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図2　APIを使用して取得できる出力待ち行列情報

A*--------------------------------------------------------------*
A*  FILE ID.            :  USRSPLP                              *
A*  DESCRIPTION         : スプールファイル属性                  *
A*  FORMAT ID.          :  USRSPLR                              *
A*                                                              *
A*--------------------------------------------------------------*
A          R USRSPLR
A            SPL001         4B 0       COLHDG(' 返り値バイト数 ')
A            SPL002         4B 0       COLHDG(' 利用可能バイト数 ')
A            SPL003        16A         COLHDG(' 内部 JOB 確認者 ')
A            SPL004        16A         COLHDG(' 内部 SPLF 確認者 ')
A            SPL005        10A         COLHDG(' ジョブ名 ')
A            SPL006        10A         COLHDG(' ユーザー名 ')
A            SPL007         6A         COLHDG(' ジョブ番号 ')
A            SPL008        10A         COLHDG('SPLF 名 ')
A            SPL009         4B 0       COLHDG('SPLF 番号 ')
A            SPL010        10A         COLHDG(' 形式タイプル名 ')
A            SPL011        10A         COLHDG(' ユーザー指定データ ')
A            SPL012        10A         COLHDG(' 状態ファイル名 ')
A            SPL013        10A         COLHDG(' 利用可能ファイル ')
A            SPL014        10A         COLHDG(' 書込前 HOLD FILE')
A            SPL015        10A         COLHDG(' 記述後ファイル保存 ')
A            SPL016         4B 0       COLHDG(' 合計ページイル保存 ')
A            SPL017         4B 0       COLHDG(' 書き込み中ページ ')
A            SPL018         4B 0       COLHDG(' 開始ページ ')
A            SPL019         4B 0       COLHDG(' 終了ページ ')
A            SPL020         4B 0       COLHDG(' 最終印刷ページ ')
A            SPL021         4B 0       COLHDG(' 再印刷 ')
A            SPL022         4B 0       COLHDG(' トータルコピー数 ')
A            SPL023         4B 0       COLHDG(' 生成用コピー残 ')
A            SPL024         4B 0       COLHDG(' 行／インチ ')
A            SPL025         4B 0       COLHDG(' 文字／インチ ')
A            SPL026         2A         COLHDG(' 優先出力 ')
A            SPL027        10A         COLHDG(' 出力キュー名名 ')
A            SPL028        10A         COLHDG(' 出力 Ｑ ライブラリ名 ')
A            SPL029         7A         COLHDG(' 日付作成ファイル ')
A            SPL030         6A         COLHDG(' 時間作成ファイル ')
A            SPL031        10A         COLHDG(' 装置ファイル名 ')
A            SPL032        10A         COLHDG(' 装置ファイル LIB')
A            SPL033        10A         COLHDG(' FILE を開いた PGM')
A            SPL034        10A         COLHDG('')
A            SPL035        15A         COLHDG(' 経理基準 ')
A            SPL036        30A         COLHDG(' テキスト印刷 ')
A            SPL037         4B 0       COLHDG(' レコード長 ')
A            SPL038         4B 0       COLHDG(' 最大レコード数 ')
A            SPL039        10A         COLHDG(' 装置タイプ ')
A            SPL040        10A         COLHDG(' プリンタ装置タイプ ')
A            SPL041        12A         COLHDG(' ドキュメント名 ')
A            SPL042        64A         COLHDG(' フォルダ名ル名 ')
A            SPL043         8A         COLHDG(' SYSTEM36 手続き名 ')
A            SPL044        10A         COLHDG(' 印刷精度 ')
A            SPL045         1A         COLHDG(' 印刷不可能文字変換 ')
A            SPL046         1A         COLHDG(' 文字置換 ')
A            SPL047         4B 0       COLHDG(' ページ長 ')
A            SPL048         4B 0       COLHDG(' ページ幅 ')
A            SPL049         4B 0       COLHDG(' 分割数 ')
A            SPL050         4B 0       COLHDG(' オーバフロー行番号 ')
A            SPL051        10A         COLHDG('DBCS データル名 ')
A            SPL052        10A         COLHDG('DBCS 拡張文字 ')
A            SPL053        10A         COLHDG('DBCS 変更間隔 ')
A            SPL054        10A         COLHDG('DBCS 文字回転 ')
A            SPL055         4B 0       COLHDG('DBCS 文字／インチ ')
A            SPL056        10A         COLHDG(' GRAPHIC 文字 SET')
A            SPL057        10A         COLHDG(' コードページ ')
A            SPL058        10A         COLHDG(' 定義名形式 ')
A            SPL059        10A         COLHDG(' ライブラリ定義形式 ')
A            SPL060         4B 0       COLHDG(' ソース引出ル名 ')
A            SPL061        10A         COLHDG(' プリンタフォント ')
A            SPL062         6A         COLHDG(' SYS36 SPLF 確認者 ')
A            SPL063         4B 0       COLHDG(' ページ回転 ')
A            SPL064         4B 0       COLHDG(' 正当化 ')
A            SPL065        10A         COLHDG(' 両面印刷 ')

A            SPL066        10A         COLHDG(' 重複レコード ')
A            SPL067        10A         COLHDG(' 制御文字 ')
A            SPL068        10A         COLHDG(' 整列形式 ')
A            SPL069        10A         COLHDG(' 印刷品質 ')
A            SPL070        10A         COLHDG(' 形式材料 ')
A            SPL071        71A         COLHDG(' ボリューム（配列）')
A            SPL072        17A         COLHDG('FILE ラベル確認者 ')
A            SPL073        10A         COLHDG(' 交換タイプ ')
A            SPL074        10A         COLHDG(' 文字コード ')
A            SPL075         4B 0       COLHDG(' 合計レコード数 ')
A            SPL076         4B 0       COLHDG(' 倍角文字 ')
A            SPL077        10A         COLHDG(' 前面オーバーレイ ')
A            SPL078        10A         COLHDG(' ライブラリー ')
A            SPL079        15P 5       COLHDG(' 下方向オフセット ')
A            SPL080        15P 5       COLHDG(' 横方向オフセット ')
A            SPL081        10A         COLHDG(' 背面オーバーレイ ')
A            SPL082        10A         COLHDG(' ライブラリー ')
A            SPL083        15P 5       COLHDG(' 下方向オフセット ')
A            SPL084        15P 5       COLHDG(' 横方向オフセット ')
A            SPL085        10A         COLHDG(' ユニット寸法 ')
A            SPL086        10A         COLHDG(' ページ定義名 ')
A            SPL087        10A         COLHDG(' ページ定義 LIB 名 ')
A            SPL088        10A         COLHDG(' ライン間隔 ')
A            SPL089        15P 5       COLHDG(' ポイントサイズ ')
A            SPL090        15P 5       COLHDG(' 下へのマージン ')
A            SPL091        15P 5       COLHDG(' 横へのマージン ')
A            SPL092        15P 5       COLHDG(' 下へのマージン ')
A            SPL093        15P 5       COLHDG(' 横へのマージン ')
A            SPL094        15P 5       COLHDG(' ページ長 ')
A            SPL095        15P 5       COLHDG(' ページ幅 ')
A            SPL096        10A         COLHDG(' 測定方法イル名 ')
A            SPL097         1A         COLHDG(' 高度関数印刷資源 ')
A            SPL098        10A         COLHDG(' 文字セット名 ')
A            SPL099        10A         COLHDG(' 文字セット LIB 名 ')
A            SPL100        10A         COLHDG(' コードページ名 ')
A            SPL101        10A         COLHDG(' コードページ LIB')
A            SPL102        10A         COLHDG(' コードフォント名 ')
A            SPL103        10A         COLHDG(' コードフォント LIB')
A            SPL104        10A         COLHDG('DBCS コードフォント ')
A            SPL105        10A         COLHDG('DBCS コード FONT LIB')
A            SPL106        10A         COLHDG(' ユーザー定義 FILE')
A            SPL107        10A         COLHDG(' 縮小出力 ')
A            SPL108         1A         COLHDG(' 固定バック ')
A            SPL109         4B 0       COLHDG('BIN 出力 ル名 ')
A            SPL110         4B 0       COLHDG('CCSID ァイル名 ')
A            SPL111       100A         COLHDG(' ユーザ定義テキスト ')
A            SPL112         8A         COLHDG(' ファイル作成 SYSTEM')
A            SPL113         8A         COLHDG(' ファイル作成 ID')
A            SPL114        10A         COLHDG(' ファイル作成者 ')
A            SPL115         2A         COLHDG(' 保存 ')
A            SPL116         4B 0       COLHDG(' ユーザ定義 OPT')
A            SPL117         4B 0       COLHDG(' 戻値ユーザ定義 OPT')
A            SPL118         4B 0       COLHDG(' ユーザ定義 ENTRY')
A            SPL119       255A         COLHDG(' ユーザ定義データ ')
A            SPL120        10A         COLHDG(' ユーザ定義 OBJ')
A            SPL121        10A         COLHDG(' ユーザ定義 OBJ LIB')
A            SPL122        10A         COLHDG(' ユーザー OBJ TYPE')
A            SPL123         3A         COLHDG(' 保存 ')
A            SPL124        15P 5       COLHDG(' 文字セットサイ ')
A            SPL125        15P 5       COLHDG(' コードフォント SIZE')
A            SPL126        15P 5       COLHDG('DBCSCODE FONTSIZE')
A            SPL127         4B 0       COLHDG(' 補助記憶装置プール ')
A            SPL128         4B 0       COLHDG('SPLF サイズ ')
A            SPL129         4B 0       COLHDG('SPLF サイズ乗数 ')
A            SPL130         4B 0       COLHDG('INTERNET 印刷 ')
A            SPL131         1A         COLHDG('SPLF生成セキュリティ')
A            SPL132         1A         COLHDG('SPLF 生成認証方法 ')
A            SPL133         7A         COLHDG('SPLF 処理開始者日付 ')
A            SPL134         6A         COLHDG('SPLF 処理開始者時間 ')
A            SPL135         7A         COLHDG('SPLF 処理完成者日付 ')
A            SPL136         6A         COLHDG('SPLF 処理完成者時間 ')
A            SPL137         8A         COLHDG(' ジョブシステム名 ')
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図3　APIを使用して出力待ち行列情報を取得するプログラム

     H            Y
     F*************************************************************
     F*DEFINE
     F*************************************************************
     FUSRSPLP O   E           K        DISK
     F*
     IUSRSPC      DS
     I                                        1  10 USNAME
     I                                       11  20 USLIB
     IGENHED      DS
     I                                    B   1   40DTLOFS
     I                                    B   5   80LSTSIZ
     I                                    B   9  120NOENTH
     I                                    B  13  160DTLSIZ
     I            DS
     I                                    B   1   40USSIZE
     I                                    B   5   80LENDTA
     I                                    B   9  120STRPOS
     I            DS
     I                                    B   1   40RCVLEN
     I                                    B   5   80SPLF#
     ISF0100      DS
     I                                        1  10 USRNML
     I                                       11  30 OUTＱL
     I                                       11  20 OUTＱNL
     I                                       21  30 OUTＱLL
     I                                       31  40 FRMTYL
     I                                       41  50 USRDTL
     I                                       51  66 JOBID
     I                                       67  82 SPLFID
     ISA0100      DS
     I                                    B   1   40BYTESR
     I                                    B   5   80BYTESA
     I                                        9  24 LJOBID
     I                                       25  40 LSPLID
     I                                       41  50 JOBNAM
     I                                       51  60 USRNAM
     I                                       61  66 JOBNUM
     I                                       67  76 FILNAM
     I                                    B  77  800FILNUM
     I                                       81  90 FRMTYP
     I                                       91 100 USRDTA
     I                                      101 110 STAT
     I                                      111 120 FILAVA
     I                                      121 130 HOLDF
     I                                      131 140 SAVF
     I                                    B 141 1440TOTALP
     I                                    B 145 1480BEGWRT
     I                                    B 149 1520START
     I                                    B 153 1560END
     I                                    B 157 1600LASTPG
     I                                    B 161 1640RESTAT
     I                                    B 165 1680COPYS
     I                                    B 169 1720PRODUC
     I                                    B 173 1760LINPER
     I                                    B 177 1800CHRPER
     I                                      181 182 PRIORT
     I                                      183 192 OUTＱNM
     I                                      193 202 OUTＱLB
     I                                      204 209 DATFOP
     I                                      210 215 TIME
     I                                      216 225 DVFINM
     I                                      226 235 DVFLNM
     I                                      236 245 POFINM
     I                                      246 255 POFLNM
     I                                      256 270 ACCCD
     I                                      271 300 TEXT
     I                                    B 301 3040RECLEN
     I                                    B 305 3080MAXREC
     I                                      309 318 DEVTYP
     I                                      319 328 PRDVTP
     I                                      329 340 DOCNAM
     I                                      341 404 FLDNAM

     I                                      405 412 S36PNM
     I                                      413 422 PRFIDE
     I                                      423 423 REUNCH
     I                                      424 424 REMCHR
     I                                    B 425 4280PAGLEN
     I                                    B 429 4320PAGWID
     I                                    B 433 4360NMSEP
     I                                    B 437 4400OVFLN
     I                                      441 450 DBCSDA
     I                                      451 460 DBCSEX
     I                                      461 470 DBCSSO
     I                                      471 480 DBCSCR
     I                                    B 481 4840DBCSCI
     I                                      485 494 GRCHS
     I                                      495 504 CODPAG
     I                                      505 514 FOMDEF
     I                                      515 524 FOMDEL
     I                                    B 525 5280SOUDRA
     I                                      529 538 PRFONT
     I                                      539 544 S36SPL
     I                                    B 545 5480PAGROT
     I                                    B 549 5520JUST
     I                                      553 562 PRTOBT
     I                                      563 572 FOLREC
     I                                      573 582 CNTCHR
     I                                      583 592 ALIFOR
     I                                      593 602 PRTＱUA
     I                                      603 612 FOMFED
     I                                      613 683 VOL
     I                                      684 700 FILLAB
     I                                      701 710 EXCHTP
     I                                      711 720 CHRCOD
     I                                    B 721 7240TOLREC
     I                                    B 725 7280MULTUP
     I                                      729 738 FROVRN
     I                                      739 748 FROVRL
     I                                    P 749 7565FROVRO
     I                                    P 757 7645FROVRA
     I                                      765 774 BAOVRN
     I                                      775 784 BAOVRL
     I                                    P 785 7925BAOVRO
     I                                    P 793 8005BAOVRA
     I                                      801 810 UNTOME
     I                                      811 820 PAGDEF
     I                                      821 830 PAGDEL
     I                                      831 840 LINSPC
     I                                    P 841 8485PITSIZ
     I                                    P 849 8565FRTMAG
     I                                    P 857 8645FRTMAA
     I                                    P 865 8725BACMAG
     I                                    P 873 8805BACMAA
     I                                    P 881 8885LEGOPG
     I                                    P 889 8965WIDTH
     I                                      897 906 MESMET
     I                                      907 907 ADVFUN
     I                                      908 917 CHRSET
     I                                      918 927 CHRSEL
     I                                      928 937 CODPAN
     I                                      938 947 CODPAL
     I                                      948 957 CODFNT
     I                                      958 967 CODFNN
     I                                      968 977 DBCSNM
     I                                      978 987 DBCSLI
     I                                      988 997 USRDEF
     I                                      9981007 REDOUT
     I                                     10081008 CONST
     I                                    B100910120BIN
     I                                    B101310160CCSID
     I                                     10171116 USRTXT
     I                                     11171124 SYSCRT
     I                                     11251132 IDCRT
     I                                     11331142 USRFIL
     I                                     11431144 RESERV
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     I                                    B114511480OFFSET
     I                                    B114911520OPT
     I                                    B115311560LENOPT
     I                                     11571411 DEFDAT
     I                                     14121421 OBJNAM
     I                                     14221431 OBJLNM
     I                                     14321441 OBJTYP
     I                                     14421444 RES
     I                                    P144514525PONTSI
     I                                    P145314605FNTPOS
     I                                    P146114685DBCSSZ
     I                                    B146914720AUXSTO
     I                                    B147314760SPLFSI
     I                                    B147714800SPLFSM
     I                                    B148114840INTPRT
     I                                     14851485 SECMET
     I                                     14861486 AUTMET
     I                                     14871493 DATWTR
     I                                     14941499 TIMWTR
     I                                     15001506 DCOMP
     I                                     15071512 TCOMP
     I                                     15131520 JOBSYS
     I***
     I              'MATSUP    ＱUSRSYS   'C         OUTＱ#
     C******************************************************
     C*             M A I N -  R O U T I N E               :
     C******************************************************
     C*                                                    :
     C* ①ユーザー・スペースの作成                          :
     C*                                                    :
     C                     Z-ADD1024      USSIZE           :
     C                     MOVEL'SPLINF'  USNAME           :
     C                     MOVEL'ＱTEMP'   USLIB            :
     C*                                                    :
     C                     CALL 'ＱUSCRTUS'             95  :
     C                     PARM           USRSPC           :
     C                     PARM 'SPL'     EXTATR 10        :
     C                     PARM           USSIZE           :
     C                     PARM X'00'     USINIT  1        :
     C                     PARM '*ALL'    USAUTH 10        :
     C                     PARM           USTEXT 50        :
     C*                                                    :
     C* ②ユーザー・スペースにデータを展開                  :
     C*                                                    :
     C                     CALL 'ＱUSLSPL'              95  :
     C                     PARM           USRSPC           :
     C                     PARM 'SPLF0100'FMTRCD  8        :
     C                     PARM 'USER    'USER   10        :
     C                     PARM '*ALL'    OUTＱ   20        :
     C                     PARM '*ALL'    FRMTYP 10        :
     C                     PARM '*ALL'    USRDTA 10        :
     C*                                                    :
     C           *IN95     CABEＱ*ON       $END             :
     C*                                                    :
     C* ③総称見出しからデータを取り出す                    :
     C*                                                    :
     C                     CALL 'ＱUSRTVUS'             95  :
     C                     PARM           USRSPC           :
     C                     PARM 125       STRPOS           :
     C                     PARM 16        LENDTA           :
     C                     PARM           GENHED           :
     C*                                                    :
     C           *IN95     CABEＱ*ON       $END             :
     C           NOENTH    CABEＱ0         $END             :
     C*                                                    :
     C* ④リストセクション読み込みの初期化                 :
     C*                                                    :
     C                     Z-ADD1         W1CNT   50       :
     C*                                                    :
     C                     Z-ADDDTLOFS    STRPOS           :
     C                     ADD  1         STRPOS           :
     C                     Z-ADDDTLSIZ    LENDTA           :
     C*                                                    :
     C* ⑤リストセクションの各項目取り出し                 :
     C*                                                    :

B001 C           W1CNT     DOWLENOENTH                     :
 001 C*                                                    :
 001 C                     CALL 'ＱUSRTVUS'             95  :
 001 C                     PARM           USRSPC           :
 001 C                     PARM           STRPOS           :
 001 C                     PARM           LENDTA           :
 001 C                     PARM           SF0100           :
 001 C*                                                    :
 001 C                     EXSR @ATR                       :
     C* ⑥項目の書き出し                          :
     C*          OUTＱNM    IFEＱ 'FAXＱ'
     C                     EXSR @WRITE
     C*                    ENDIF
 001 C*                                                    :
 001 C                     ADD  1         W1CNT            :
 001 C                     ADD  DTLSIZ    STRPOS           :
 001 C*                                                    :
E001 C                     ENDDO                           :
     C*                                                    :
     C           $END      TAG                             :
     C*                                                    :
     C                     MOVE *ON       *INLR            :
     C                     RETRN                           :
     C******************************************************
     C*             S U B   -  R O U T I N E
     C******************************************************
     C*----------------------------------------------------*
     C           @ATR      BEGSR
     C*----------------------------------------------------*
     C                     Z-ADD1520      RCVLEN           :
     C                     MOVE *BLANK    JOBINF 26        :
     C                     MOVE *BLANK    SPLFNM 10        :
     C                     Z-ADD0         SPLF#            :
     C*                                                    :
     C                     CALL 'ＱUSRSPLA'             95  :
     C                     PARM           SA0100           :
     C                     PARM           RCVLEN           :
     C                     PARM 'SPLA0100'FMTATR  8        :
     C                     PARM '*INT'    JOBINF           :
     C                     PARM JOBID     LJOBID           ::
     C                     PARM SPLFID    LSPLID           :
     C                     PARM '*INT'    SPLFNM           :
     C                     PARM           SPLF#            :
     C*          
     C* ここで、スプールの各属性が取り込まれる。
     C*                                                    :
     C                     ENDSR                           :
     C*----------------------------------------------------*
     C           @WRITE    BEGSR
     C*----------------------------------------------------*
     C                     MOVELBYTESR    SPL001
     C                     MOVELBYTESA    SPL002
     C                     MOVELLJOBID    SPL003
     C                     MOVELLSPLID    SPL004
     C                     MOVELJOBNAM    SPL005
     C                     MOVELUSRNAM    SPL006
     C                     MOVELJOBNUM    SPL007
     C                     MOVELFILNAM    SPL008
     C                     MOVELFILNUM    SPL009
     C                     MOVELFRMTYP    SPL010
     C                     MOVELUSRDTA    SPL011
     C                     MOVELSTAT      SPL012
     C                     MOVELFILAVA    SPL013
     C                     MOVELHOLDF     SPL014
     C                     MOVELSAVF      SPL015
     C                     MOVELTOTALP    SPL016
     C                     MOVELBEGWRT    SPL017
     C                     MOVELSTART     SPL018
     C                     MOVELEND       SPL019
     C                     MOVELLASTPG    SPL020
     C                     MOVELRESTAT    SPL021
     C                     MOVELCOPYS     SPL022
     C                     MOVELPRODUC    SPL023
     C                     MOVELLINPER    SPL024
     C                     MOVELCHRPER    SPL025
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     C                     MOVELPRIORT    SPL026
     C                     MOVELOUTＱNM    SPL027
     C                     MOVELOUTＱLB    SPL028
     C                     MOVELDATFOP    SPL029
     C                     MOVELTIME      SPL030
     C                     MOVELDVFINM    SPL031
     C                     MOVELDVFLNM    SPL032
     C                     MOVELPOFINM    SPL033
     C                     MOVELPOFLNM    SPL034
     C                     MOVELACCCD     SPL035
     C                     MOVELTEXT      SPL036
     C                     MOVELRECLEN    SPL037
     C                     MOVELMAXREC    SPL038
     C                     MOVELDEVTYP    SPL039
     C                     MOVELPRDVTP    SPL040
     C                     MOVELDOCNAM    SPL041
     C                     MOVELFLDNAM    SPL042
     C                     MOVELS36PNM    SPL043
     C                     MOVELPRFIDE    SPL044
     C                     MOVELREUNCH    SPL045
     C                     MOVELREMCHR    SPL046
     C                     MOVELPAGLEN    SPL047
     C                     MOVELPAGWID    SPL048
     C                     MOVELNMSEP     SPL049
     C                     MOVELOVFLN     SPL050
     C                     MOVELDBCSDA    SPL051
     C                     MOVELDBCSEX    SPL052
     C                     MOVELDBCSSO    SPL053
     C                     MOVELDBCSCR    SPL054
     C                     MOVELDBCSCI    SPL055
     C                     MOVELGRCHS     SPL056
     C                     MOVELCODPAG    SPL057
     C                     MOVELFOMDEF    SPL058
     C                     MOVELFOMDEL    SPL059
     C                     MOVELSOUDRA    SPL060
     C                     MOVELPRFONT    SPL061
     C                     MOVELS36SPL    SPL062
     C                     MOVELPAGROT    SPL063
     C                     MOVELJUST      SPL064
     C                     MOVELPRTOBT    SPL065
     C                     MOVELFOLREC    SPL066
     C                     MOVELCNTCHR    SPL067
     C                     MOVELALIFOR    SPL068
     C                     MOVELPRTＱUA    SPL069
     C                     MOVELFOMFED    SPL070
     C                     MOVELVOL       SPL071
     C                     MOVELFILLAB    SPL072
     C                     MOVELEXCHTP    SPL073
     C                     MOVELCHRCOD    SPL074
     C                     MOVELTOLREC    SPL075
     C                     MOVELMULTUP    SPL076
     C                     MOVELFROVRN    SPL077
     C                     MOVELFROVRL    SPL078
     C                     Z-ADDFROVRO    SPL079
     C                     Z-ADDFROVRA    SPL080
     C                     MOVELBAOVRN    SPL081
     C                     MOVELBAOVRL    SPL082
     C                     Z-ADDBAOVRO    SPL083

     C                     Z-ADDBAOVRA    SPL084
     C                     MOVELUNTOME    SPL085
     C                     MOVELPAGDEF    SPL086
     C                     MOVELPAGDEL    SPL087
     C                     MOVELLINSPC    SPL088
     C                     Z-ADDPITSIZ    SPL089
     C                     Z-ADDFRTMAG    SPL090
     C                     Z-ADDFRTMAA    SPL091
     C                     Z-ADDBACMAG    SPL092
     C                     Z-ADDBACMAA    SPL093
     C                     Z-ADDLEGOPG    SPL094
     C                     Z-ADDWIDTH     SPL095
     C                     MOVELMESMET    SPL096
     C                     MOVELADVFUN    SPL097
     C                     MOVELCHRSET    SPL098
     C                     MOVELCHRSEL    SPL099
     C                     MOVELCODPAN    SPL100
     C                     MOVELCODPAL    SPL101
     C                     MOVELCODFNT    SPL102
     C                     MOVELCODFNN    SPL103
     C                     MOVELDBCSNM    SPL104
     C                     MOVELDBCSLI    SPL105
     C                     MOVELUSRDEF    SPL106
     C                     MOVELREDOUT    SPL107
     C                     MOVELCONST     SPL108
     C                     MOVELBIN       SPL109
     C                     MOVELCCSID     SPL110
     C                     MOVELUSRTXT    SPL111
     C                     MOVELSYSCRT    SPL112
     C                     MOVELIDCRT     SPL113
     C                     MOVELUSRFIL    SPL114
     C                     MOVELRESERV    SPL115
     C                     MOVELOFFSET    SPL116
     C                     MOVELOPT       SPL117
     C                     MOVELLENOPT    SPL118
     C                     MOVELDEFDAT    SPL119
     C                     MOVELOBJNAM    SPL120
     C                     MOVELOBJLNM    SPL121
     C                     MOVELOBJTYP    SPL122
     C                     MOVELRES       SPL123
     C                     Z-ADDPONTSI    SPL124
     C                     Z-ADDFNTPOS    SPL125
     C                     Z-ADDDBCSSZ    SPL126
     C                     MOVELAUXSTO    SPL127
     C                     MOVELSPLFSI    SPL128
     C                     MOVELSPLFSM    SPL129
     C                     MOVELINTPRT    SPL130
     C                     MOVELSECMET    SPL131
     C                     MOVELAUTMET    SPL132
     C                     MOVELDATWTR    SPL133
     C                     MOVELTIMWTR    SPL134
     C                     MOVELDCOMP     SPL135
     C                     MOVELTCOMP     SPL136
     C                     MOVELJOBSYS    SPL137
     C                     WRITEUSRSPLR
     C*
     C                     ENDSR                           :
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図4　総称見出しのレイアウト

 PGM        PARM(        +
                 &PRMKBN +
                 &PRMSPF +
                 &PRMJOB +
                 &PRMUSR +
                 &PRMJNO +
                 &PRMSFN )

            /*  変数定義 */
        DCL  VAR(&PRMKBN) TYPE(*CHAR) LEN(1)   /*  処理区分         */
            /* ３＝保留　４＝削除　５＝表示　６＝送信 */
        DCL  VAR(&PRMSPF) TYPE(*CHAR) LEN(10)  /*  ＳＰＬＦ名       */
        DCL  VAR(&PRMJOB) TYPE(*CHAR) LEN(10)  /*  ＪＯＢ名         */
        DCL  VAR(&PRMUSR) TYPE(*CHAR) LEN(10)  /*  ユーザー名       */
        DCL  VAR(&PRMJNO) TYPE(*CHAR) LEN(6)   /*  番号             */
        DCL  VAR(&PRMSFN) TYPE(*DEC)  LEN(6 0) /*  ＳＰＬＦ番号     */
        DCL  VAR(&PRMJBN) TYPE(*CHAR) LEN(8)   /*  ＪＯＢシステム名 */

        /* 保留 */
             IF         COND(&PRMKBN *EＱ '3')  +
                 THEN(DO)
                  HLDSPLF FILE(&PRMSPF) +
                  JOB(&PRMJNO/&PRMUSR/&PRMJOB) SPLNBR(&PRMSFN)
                  MONMSG MSGID(CPF0000)
                 ENDDO

        /* 削除 */
             IF         COND(&PRMKBN *EＱ '4')  +
                 THEN(DO)
                  DLTSPLF FILE(&PRMSPF) +
                  JOB(&PRMJNO/&PRMUSR/&PRMJOB) SPLNBR(&PRMSFN)
                  MONMSG MSGID(CPF0000)
                 ENDDO

        /* 表示 */
             IF         COND(&PRMKBN *EＱ '5')  +
                 THEN(DO)
             CPYSPLF    FILE(&PRMSPF) TOFILE(*LIBL/WFR10HPF) +
                          JOB(&PRMJNO/&PRMUSR/&PRMJOB) +
                          SPLNBR(&PRMSFN) TOMBR(&PRMMBR)
                  MONMSG MSGID(CPF0000)
                 ENDDO

        /* 送信 */
             IF         COND(&PRMKBN *EＱ '6')  +
                 THEN(DO)
                  RLSSPLF FILE(&PRMSPF) +
                  JOB(&PRMJNO/&PRMUSR/&PRMJOB) SPLNBR(&PRMSFN)
                  MONMSG MSGID(CPF0000)
                 ENDDO

 ENDPGM

  0 CHAR(64)  ユーザー域 
 64 BINARY(4) 総称見出しのサイズ  
 68 CHAR(4)   構造のリリースおよびレベル 
 72 CHAR(8)   形式名 
 80 CHAR(10)  使用された API 
 90 CHAR(13)  作成された日時 
103 CHAR(1)   情報の状況 
104 BINARY(4) 使用されるユーザー空間のサイズ 
108 BINARY(4) 入力パラメーター・セクションへのオフセット 
112 BINARY(4) 入力パラメーター・セクションのサイズ 
116 BINARY(4) 見出しセクションのオフセット 
120 BINARY(4) 見出しセクションのサイズ 
124 BINARY(4) リスト・データ・セクションのオフセット 
128 BINARY(4) リスト・データ・セクションのサイズ 
132 BINARY(4) リスト項目の数 
136 BINARY(4) 各項目のサイズ 
140 BINARY(4) リスト項目のデータの CCSID 
144 CHAR(2)   国別 ID 
147 CHAR(3)   言語 ID 
149 CHAR(1)   サブセットされたリスト標識 
150 CHAR(42)  予約済み 

図5　出力待ち行列処理実行プログラム
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吉原 泰介
株式会社ミガロ

RAD事業部 技術支援課 顧客サポート

DelphiテクニカルエッセンスQ&A集

Q&A1	 Excel 出力パフォーマンスの改善
Q&A2	 DBGrid のチェックボックス実装
Q&A3	 DBGrid の表示状態の保存
Q&A4	 DBGrid の簡単ソートの実装
Q&A5	 Edit の右寄せ表示
Q&A6	 クライアント端末の IP アドレスの取得
Q&A7	 VB-Report	Ver3.0 での効率的なExcel フォーマット
Q&A8	 TreeView での動的メニュー制御
Q&A9	 一覧明細での画像表示
Q&A10	StringGrid での文字列縦表示

はじめに
　ミガロでは、月 100 件近く寄せられる
ミガロテクニカルサポートへの問い合わせ
や、個別サポートで得られたテクニックな
どを「Delphi テクニカルエッセンス」と
いうセッションの形で、各種セミナーで公
開している。
　それらの FAQ トピックを、読んでわか
る資料形式にまとめたものとして公開する
のは、より多くの方に Delphi の技術の共
有をしてもらいたいと考えたからである。
　本稿の中では、具体的なソースが明示さ
れている。ただし、あくまでそれは実現例
の 1 つである。
　もちろん、誰もがプログラムを最初に作
るときには、既存のプログラムを真似して
作成する。だが、もう一歩上達するために
は、やはりその真似したプログラムを理解
して自分で扱えるようになることが必要だ
ろう。
　FAQ の回答では、仕組みやロジックを
できるだけわかりやすい図形式等で説明し
ているので、理解に役立ててほしい。それ
らが、Delphi ユーザーのスキルアップの
手助けとなれば幸いである。

略歴
1978 年 3 月 26 日 生

2001 年龍谷大学法学部卒
2005 年 7 月株式会社ミガロ入社
2005 年 7 月システム事業部配属
2007 年 4 月 RAD 事業部配属

現在の仕事内容
Delphi/400 や JACi400 の製品試験、
および月 100 件にのぼる問い合わせの

サポートやセミナー講師などを担当している。
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図2　改善イメージ

図1　OLEを使用したExcelへの書き出し1.Excel出力 
   パフォーマンスの改善

OLE を利用した Excel の出力処
理で件数が多い場合、処理時間が

長くて困っています。

Delphi で OLE を利用して Excel
を出力する場合、処理量によって

はかなりの時間がかかってしまう。
　このとき実際に時間がかかっている箇所
を特定すると、Delphi ⇔ Excel 間で発生
する処理が問題であることがわかる。つま
り、同じ内容をExcelに出力するにしても、
Delphi ⇔ Excel 間の通信回数を減らす工
夫をすることで、格段にパフォーマンス向
上を図ることができる。

・処理時間のかかる例
　まず、処理時間がかかってしまう例を示
す。【図 1】
　この場合、書き込むデータごとに、
Excel の Cell へアクセスを行ってしまう。
そのため、大量の書き込みを行うと
Delphi ⇔ Excel 間の通信回数が多くなっ
てしまい、パフォーマンスに問題が出てくる。

・通信回数を減らした例
　次に、通信回数を減らす工夫を行った例
を示す。【図 2】
　一括で Excel へ書き込むために、文字
列を使用している。フィールドごとに #9、
改行ごとに #13#10 のリテラルを挟んで編
集することで、複数行の内容も文字列で格
納することができる。
　また、Excel の Cell 構成を考えて、2 次
元配列で扱ってもよい。
　この場合、書き込むデータが多くとも、
その内容を一括で Excel へ書き込む。そ
のため、通信回数は 1 回（またはまとまっ
た回数）しか行われないので、Delphi ⇔
Excel 間の通信回数を格段に減らすことが
できる。
　これらによって、Delphi ⇔ Excel 間で
一番大きい処理時間を短縮できることになる。

Q.

A.
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2.DBGridの 
   チェックボックス実装

DBGrid で、行ごとにチェックを
付けさせることは可能ですか？

DBGrid の標準機能では、チェッ
クボックスを扱っていない。その

ため、DrawColumnCell イベントなどに
自身で描画処理を行う必要がある。
　図は、チェックボックスを扱うフィール
ドが数値項目である場合の、チェックボッ
クス描画の処理手順である。【図 3】
　同じ仕組みで、チェックボックスを文字
列フィールドで扱う場合は、ブランク
と’1’などで代用することができる。
　また、この仕組みを実現するための
DBGrid のクリックイベントと描画イベン
トのソース例を示す。【ソース1】【ソース2】
　このソースでは、イベントの動作上、
DBGrid の Options>dgEditing が False
であることを前提としている。

Q.

A.

ソース1 DBGrid上でのチェックボックスデータの操作例
//OnCellClick イベント
procedure TForm1.DBGrid1CellClick(Column: TColumn);
var
  SaveOptions:TDBGridOptions;
  AFieldName: String;
begin
  with DBGrid1 do
  begin
    if(Assigned(Column.Field)) then
    begin
      SaveOptions := Options;
      try
        if (not Column.ReadOnly) and (Column.Field.Tag = 9) and
          (DataSource.DataSet.Active) then
        begin
          Options := Options - [dgEditing];
          AFieldName := Column.FieldName;
          if (DataSource.DataSet.State = dsBrowse) then
            DataSource.DataSet.Edit;
          if (Column.Field.DataType = ftInteger) then
          begin
            if DataSource.DataSet.FieldByName(AFieldName).AsInteger = 1 then
              DataSource.DataSet.FieldByName(AFieldName).AsInteger := 0
            else
              DataSource.DataSet.FieldByName(AFieldName).AsInteger := 1;
          end;
          DataSource.DataSet.Post;
        end
        else
          Options := SaveOptions;
      except
        Options := SaveOptions;
        raise;
      end;
    end;
  end;
  inherited;
end;

図3　実装イメージ



111

ソース2 DBGrid上でのチェックボックス描画例
procedure TForm1.DBGrid1DrawColumnCell(Sender: TObject; const Rect: 
TRect;
  DataCol: Integer; Column: TColumn; State: TGridDrawState);
var
  AFieldName: string;
  AField: TField;
  MyRect: TRect;
const
  CBHeight=14;
begin
  MyRect := Rect;
  MyRect.Top := Trunc((MyRect.Bottom - MyRect.Top - CBHeight) / 2)
              + MyRect.Top;
  MyRect.Bottom := MyRect.Top + CBHeight;
  with DBGrid1 do
  begin
    if(Assigned(Fields[DataCol])) then
    begin
      if (Fields[DataCol].Tag = 9) then
      begin
        AFieldName := Columns[DataCol].FieldName;
        AField := DataSource.DataSet.FieldByName(AFieldName);
        Canvas.FillRect(Rect);
        if AField.Value <> Null then
        begin
          if (Fields[DataCol].DataType = ftInteger) then
          begin
            if (AField.AsInteger =1) then
            begin
                Windows.DrawFrameControl(Canvas.Handle, Myrect,
                  DFC_BUTTON, DFCS_BUTTONCHECK + DFCS_CHECKED);
            end
            else
            begin
                Windows.DrawFrameControl(Canvas.Handle, Myrect,
                  DFC_BUTTON, DFCS_BUTTONCHECK);
            end;
          end;
        end
        else
        begin
          Windows.DrawFrameControl(Canvas.Handle, Myrect,
            DFC_BUTTON, DFCS_BUTTONCHECK + DFCS_INACTIVE);
        end;
      end;
    end;
  end;
  inherited;
end;
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3.DBGridの 
   表示状態の保存

DBGrid のアプリケーション操作
上で変更する表示状態を、ユー

ザーごとに持たせることはできますか？

DBGrid の Columns オブジェク
トには、標準で SaveToFile や

LoadFromFile というメソッドが用意され
ている。
　これを利用することで、ユーザーが変更
した表の実行状態を、テキストファイルに
保存・読み込むことができる。【図 4】

Q.

A.

図4　実装イメージ
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4.DBGridの 
   簡単ソートの実装

DBGrid の明細に対して、マウス
クリックで並び替えができます

か？

DBGrid の OnTitleClick イベン
トで、表のタイトルをクリックし

た際の処理を制御することができる。
　ClientDataSet 経由で DBGrid にデータ
を表示していることが前提である。ここで、
ClientDataSet の index を操作すること
で、画面上からクリックするだけのソート
機能を実装することができる。【図 5】

Q.

A.

図5　実装イメージ

　この仕組みでは、DBGrid のタイトルを
クリックするだけで、①で昇順・②で降順・
③で解除、という操作を想定している。ま
た、この仕組みはフィールド単位で Index
操作を行うため、複数のフィールドを昇順
や降順で組み合わせて扱うこともできる。
　この①〜③の DBGrid の、タイトルク
リックイベントのソース実装例を示す。

【ソース 3】

・Indexの削除と再追加
　ソースの最後に、Index の削除と再追加
を行っている。これはパフォーマンス維持
のためである。
　操作した Index は通常、ClientDataSet

を再度 Open した際に反映される。データ
量によってはアクセスに時間がかかり、
ソートでクリックするたびに時間がかかっ
てしまうため、操作性が悪くなる。
　例のように、Index を一度削除して再度
追加を行う手法であれば、ClientDataSet
を Close せずにソート内容を画面に反映さ
せることができる。
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ソース3 DBGrid上でのクリックによるソート機能例
//OnTitleClick イベント
procedure Tfrm1.DBGrid1TitleClick(Column: TColumn);
var
  sFieldNM  :String;  // 退避フィールド名
begin
  with DBGrid1 do
  begin
    // 明細非表示時は処理無効
    if DataSource.DataSet.Active = False then Exit;

    // カラムのフィールド名を退避
    sFieldNM := Column.FieldName;

    with (DataSource.DataSet as TClientDataSet) do
    begin
      // インデックスフィールド作成
      if IndexDefs.Count = 0 then IndexDefs.Add('aIndex', '', []);

      // 明細の表題／並び替えの制御 
      if AnsiPos(' ▲ ', Column.Title.Caption) <> 0 then
      begin
        // ----- 降順へ -----
        // 表題設定
         Column.Title.Caption := StringReplace(Column.Title.Caption, ' ▲ ', '', [rfReplaceAll]);
        Column.Title.Caption := Column.Title.Caption + ' ▼ ';

        // 降順フィールドの設定
        if IndexDefs[0].DescFields = '' then
          IndexDefs[0].DescFields := sFieldNM
        else
          IndexDefs[0].DescFields := IndexDefs[0].DescFields + ';' + sFieldNM;

        // インデックスフィールドのオプション初期化
        IndexDefs[0].Options := [];
      end
      else if AnsiPos(' ▼ ', Column.Title.Caption) <> 0 then
      begin
        // ----- 設定解除 -----
        // 表題設定
         Column.Title.Caption := StringReplace(Column.Title.Caption, ' ▼ ', '', [rfReplaceAll]);

        // 並び順の設定解除（降順フィールド）
        if AnsiPos(sFieldNM + ';', IndexDefs[0].DescFields) <> 0 then
          sFieldNM := sFieldNM + ';'
        else if AnsiPos(';' + sFieldNM, IndexDefs[0].DescFields) <> 0 then
          sFieldNM := ';' + sFieldNM;

        IndexDefs[0].DescFields := StringReplace(IndexDefs[0].DescFields,
                                                                 sFieldNM, '', [rfReplaceAll]);
        // カラムのフィールド名を再取得
        sFieldNM := Column.FieldName;

        // 並び順の設定解除（昇順フィールド）
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        if AnsiPos(sFieldNM + ';', IndexDefs[0].Fields) <> 0 then
          sFieldNM := sFieldNM + ';'
        else if AnsiPos(';' + sFieldNM, IndexDefs[0].Fields) <> 0 then
          sFieldNM := ';' + sFieldNM;

        IndexDefs[0].Fields := StringReplace(IndexDefs[0].Fields, sFieldNM, '‘,
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[rfReplaceAll]);
        // 並び替え完全解除の場合インデックス名クリア
        if IndexDefs[0].Fields = '' then IndexName := '';

        // インデックスフィールドのオプション初期化
        IndexDefs[0].Options := [];
      end
      else
      begin
        // ----- 昇順へ -----
        // 表題設定
        Column.Title.Caption := Column.Title.Caption + ' ▲ ';

        // 昇順フィールドの設定
        if IndexDefs[0].Fields = '' then
          IndexDefs[0].Fields := sFieldNM
        else
          IndexDefs[0].Fields := IndexDefs[0].Fields + ';' + sFieldNM;

        // インデックスフィールドのオプション初期化
        IndexDefs[0].Options := [];
 　　　 // インデックス名設定
        if IndexName = '' then IndexName := 'aIndex';
      end;

      // データを開いたままソートを適用させるため Index を削除して再設定
      DeleteIndex('aIndex');
      IndexName := 'aIndex';
      First;
    end;
  end;
end;
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5.Editの右寄せ表示
Edit コンポーネントで数値項目を
表示する場合、右寄せで表示する

ことはできますか？

Edit コンポーネントの標準プロ
パティには、Alignment プロパ

ティが存在しない。そのため、右寄せや中
央寄せといった操作を行うことができな
い。
　対応方法はいくつかあるが、コンポーネ
ント個別に対処を行うと、メンテナンスが
手間となる。Edit コンポーネントを派生
させて、新しいコンポーネントを作成する
手法が一般的である。【ソース 4】

Q.

A.

ソース4 右寄せコンポーネント実装例
unit REdit;

interface

uses
  SysUtils, Classes, Controls, StdCtrls, Windows;

type
  TREdit = class(TEdit)
private
  { Private 宣言 }
protected
  { Protected 宣言 }
  procedure CreateParams(var Params: TCreateParams); override;
public
  { Public 宣言 }
published
  { Published 宣言 }
end;

procedure Register;

implementation

procedure Register;
begin
  RegisterComponents(' パレットページ名 ', [TREdit]);
end;

{ TREdit }
procedure TREdit.CreateParams(var Params: TCreateParams);
begin
  inherited CreateParams(Params);
  Params.Style := Params.Style or ES_RIGHT;
end;

end.
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6.クライアント端末の 
   IPアドレスの取得

実行プログラムが動作しているク
ライアント端末の IP アドレスを

取得することはできますか？

実行環境にもよるが、IP アドレ
スは、WinSock API の GetHost 

Name および GetHostByName を利用す
ることで取得可能である。
　IP アドレスを取得し、一般的な 3 桁区
切りの 'XXX.XXX.XXX.XXX' という形の
文字列で、IP アドレスを返却する関数例
を示す。【ソース 5】

Q.

A.

ソース5 IPアドレス取得関数例
uses に WinSock を追記

function GetIPAddress: String;
var
  wVerReq: Word;
  WSData: TWSAData;
  Buff: array[0..255] of Char;
  Host: PHostEnt;
  IP: PChar;
begin
  wVerReq := MakeWord(1, 1);
  if WSAStartup(wVerReq, WSData) = 0 then
  try
    if GetHostName(Buff, Length(Buff)) = 0 then
    begin
      Host := GetHostByName(@Buff);
      if Host <> nil then
      begin
        IP := Host^.h_addr_list^;
        Result := IntToStr(Integer(IP[0]))
          + '.' + IntToStr(Integer(IP[1]))
          + '.' + IntToStr(Integer(IP[2]))
          + '.' + IntToStr(Integer(IP[3]));
      end;
    end;
  finally
    WSACleanup;
  end;
end;
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7.VB-Report Ver3.0での 
   効率的なExcelフォーマット

VB-Report Ver3.0 を 使 用 し て、
帳票・Excel の出力をしています。

パフォーマンスを見直すにはどうしたらよ
いでしょうか？

VB-Report Ver3.0 で Excel を扱
う場合、出力パフォーマンスには

フォーマットとなる Excel 自体が大きく
影響する。
　以下の点をふまえてフォーマットを作成

Q.

A.

すると、同じ Delphi プログラムからの
Excel 出力も効率よく行うことができる。

①  Cell の属性や設定は、フォーマット側
で事前に設定する。

② フォーマット内の情報を少なくする。
　 Cell 数、書式、属性、結合、罫線、網

掛等
③ 可能であれば、固定（A1 参照や座標）

形式で指定する。
※ 変数指定の場合、変数の位置検索が行わ

れる。そのため、通常の固定指定よりも
パフォーマンスが落ちる。

④ 位置指定で変数を使用する場合、変数の
位置検索にあわせて先頭行（あるいは前
処理での Cell）から、小さい行、小さ
い列の順に処理を行う。【図 6】

　特に②については、Excel で帳票フォー
マットを作る際に、レイアウトを細かく設
定するために、必要以上に細かく Cell を
分割していることが多く、これらの Cell
情報が多ければそのぶん、処理に時間がか
かってしまう。

図6　VB-Report	Ver3.0での位置検索順
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8.TreeViewでの 
   動的メニュー制御

メニュー内容を、DB 上のファイ
ルで動的に構成できないでしょう

か？

メニューは一般的にボタンを配
置した画面が多いが、動的にメ

ニューを作成するのであれば、TreeView
を使用する。エクスプローラーのような形
で、見やすいメニューアイテムを動的に制
御することができる。【図 7】

・TreeViewコンポーネント
　TreeView コンポーネントでは、アイテ
ム（ノード）に親子関係を持たせることが
できる。コードの体系によって親子関係を
ブレイクするロジックにしておけば、デー
タのコードによって、動的なアイテム（ノー
ド）を構築することができる。
　この仕組みで、メニューを管理するファ
イルからメニューアイテムを読み込み、
TreeView へ動的にアイテム（ノード）を
追加していく関数例を示す。【ソース 6】
　アイテム（ノード）を追加する際には、
AddChildObject というメソッドを使用し
て、パラメータに親となるアイテム（ノー
ド）、表示名、付加情報（ここでは起動プ
ログラム名）を受け渡す。最上位のアイテ
ム（ノード）の場合、親は存在しないので、
nil をパラメータに設定する。

・アイコンと階層
　また、TreeView は、Images プロパティ
で TImageList を設定して、表示アイコン
を持つことができる。事前にアイコンを登
録したり、実際にメニューから起動される
実行ファイルで ExtractIcon を使用して、
動的にアイコンを取得・設定することもで
きる。
　TreeView コンポーネントは、階層別に
折りたたみができるので、視覚的にわかり
やすい画面を作ることができる。
　例えば、勘定科目のような照会画面など
に活用することで、使いやすいユーザーイ
ンターフェースを提供することができるだ
ろう。【図 8】

ソース6 メニューアイテム動的作成関数例
// 〜〜〜〜〜〜
type
  PTVRec = ^TTVRec;
  TTVRec = record
    EXENM: string;
end;
// 〜〜〜〜〜〜

// メニューアイテム動的作成関数
procedure TfrmQ3.LoadMenu;
var
  TopNode : TTreeNode; // 追加されたトップノード
  ChdNode1: TTreeNode; // 追加された子ノード
  ChdNode2: TTreeNode; // 追加された孫ノード
  TVRecPtr: PTVRec; // ノード情報
  BrkCd1  : string; // 大区分
  BrkCd2  : string; // 中区分
  Title   : string; // タイトル
  MenuCD  : string; // メニューコード
begin
  // 既存のノードを削除
  TreeView1.Items.Clear;

 // 初期設定
  TopNode := nil;
  BrkCd1  := '';
  BrkCd2  := '';

Q.

A.

図7　実装イメージ

図8　勘定科目一覧の例
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  // ファイルより追加
  with  Datamodule1.CdsMenu  do
  begin
    First;
    while  not  eof  do
    begin
      // データをセット
      New(TVRecPtr);

      // プログラムファイルの設定
 　　 MenuCD := FieldByName('CODE').AsString;
      Title := FieldByName('TITLE').AsString;
      TVRecPtr^.EXENM := PathName +
  FieldByName('EXE').AsString +
  '.EXE';
 // トップノード
      if  Copy(MenuCD,1,2) <> BrkCd1  then
      begin
        TopNode := TreeView1.Items.AddChildObject(nil,Title,TVRecPtr);
      end
      else
      begin
        if  Copy(MenuCD,3,2) <> BrkCd2  then
        // 子ノード
        begin
          // ノード追加
          ChdNode1 := TreeView1.Items.AddChildObject(TopNode,Title,TVRecPtr);
        end
        else
        // 孫ノード
        begin
          // 中分類 '00' のとき、親ノードがトップノード
          if  Copy(MenuCD,3,2) = '00'  then
            ChdNode1 := TopNode;

          ChdNode2 := TreeView1.Items.AddChildObject(ChdNode1,Title,TVRecPtr);
        end;
      end;

      // 大中分類退避
      BrkCd1 :=  Copy(MenuCD,1,2);
      BrkCd2 :=  Copy(MenuCD,3,2);

      // 次データへ
      Next;
    end;
    First;
  end;

  // 全ノードを展開
  TreeView1.FullExpand;

end;
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9.一覧明細での 
   画像表示

ファイルサーバやローカルにある
画像ファイルを、一覧検索の明細

に表示できますか？

DB のファイルレコード上にない
画像を表示する場合、TImage を

使用することになる。
　DBCtrlGrid 上で一覧明細として表示し
たい場合は、描画を行う OnPaintPanel イ
ベントを利用することで実現が可能であ
る。【図 9】
　OnPaintPanel イベントでの画像読み込
みの例を示す。【ソース 7】

ソース7 OnPaintPanelイベントでの画像読み込み例
procedure Tfrm1.DBCtrlGrid1PaintPanel(DBCtrlGrid: TDBCtrlGrid; Index: 
Integer);
begin
  with DBCtrlGrid.DataSource.DataSet do
  begin
    if not(Active) then Exit;

    // 画像出力
    try
      // 画像を読み込み (bmp 画像 )
      Image1.Picture.LoadFromFile(‘フィールド内容で画像を指定’);
    except
　　　try
        Image1.Picture.LoadFromFile(‘対象画像ファイルがない場合の画像 ');
      except
      end;
    end;
  end;
end;

Q.

A.

図9　実装イメージ
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10. StringGridでの 
文字列縦表示
StringGrid で表示される文字列
を縦表示したいのですが、可能で

しょうか？

StringGrid の標準出力では、横
表示となってしまう。そのため、

描画イベントの OnDrawCell イベントで
対象のフォントを回転させて、TextOut
や Drawtext で出力させることで縦描写が
できる。
　OnDrawCel イベントでの描画のソース
例を示す。【ソース 8】
　この仕組みでは、回転したフォントを作
成して、Canvas 上のフォントと入れ替え
を行っている。LFont の ifEscapement で
回転の角度を設定することができる。
　例えば、90 度であれば 900、270 度であ
れば 2700 と設定する。

・注意点
　注意点としては、使用するフォントに縦
書き用のフォントを使用した場合は、
Single-Byte 文字と Double-Byte 文字とで
回転方向が異なる点である。
　フォントの角度ごとの回転例を示すので
参考にしてほしい。【図 10】

Q.

A.

ソース8 文字列回転描画例
//OnDrawCell イベント
procedure TfrmQ5.StringGrid1DrawCell(Sender: TObject; ACol, ARow: Integer;
  Rect: TRect; State: TGridDrawState);
var
  LFont: TLogFont;
  NFont, OFont: HFont;
begin
  with StringGrid1 do
  begin
    Canvas.Font.Size := 20;
    //Font を取得し、回転させます。
    GetObject(Canvas.Font.Handle, SizeOf(LFont), @LFont);
    with LFont do
    begin
      lfEscapement := 900; // 通常：0、左：900、右：2700
      lfCharSet := DEFAULT_CHARSET;
      lfOutPrecision := OUT_DEFAULT_PRECIS;
      lfClipPrecision := CLIP_DEFAULT_PRECIS;
      lfQuality := DEFAULT_QUALITY;
      lfPitchAndFamily := DEFAULT_PITCH;
　　　lfFaceName := ‘@ ＭＳ ゴシック’; 
    end; 
　　// 描画領域が持っている Font と入れ替えます。
    NFont := CreateFontIndirect(LFont);
    OFont := SelectObject(Canvas.Handle, NFont);
　　// 描画領域の内容を FillRect でクリアします。
    Canvas.FillRect(Rect);
    //Font が変更された状態で描画領域へ文字列を書込みます。
    Canvas.TextOut(CellRect(ACol, ARow).Left + 9,
                   CellRect(ACol, ARow).top  + 85,
                   Cells[ACol, ARow]);
    // 入れ替えた Font を元に戻し、新たに設定した Font 情報を
    // 開放します。
    NFont := SelectObject(Canvas.Handle, OFont);
    DeleteObject(NFont);
  end;
end;  

図10　フォントの角度ごとの回転例
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松尾 悦郎
株式会社ミガロ

システム事業部 システム2課

JACi400を使って
RPGでWeb画面を制御する方法
RPG開発者のために
RPGプログラムで、Web画面を制御する方法を紹介する。
ラジオボタンについてと
画面遷移時の値の受け渡し方法を説明したい。

●はじめに
●ラジオボタン
●第 2画面で選択した値を、第 1画面に戻す
●最後に

略歴
1979 年 6 月 16 日 生
2002 年広島大学 理学部卒
2006 年株式会社ミガロ入社
2006 年 6 月システム事業部配属

現在の仕事内容
SE。主に JACi400 を使った Web
アプリケーションの開発を担当して
おり、システムの要件定義から納品・
フォローまで行っている。

はじめに
　昨今の世界的なインターネットの普及
により、アプリケーションのWeb化は
ますます進んでいる。IBM i で稼働する
アプリケーションも例外ではなく、
Web化のニーズが高まってきている。
　これまでRPGプログラムをメインに、
IBM i 上で稼働するアプリケーションの
開発を行ってきた私にとっても、Web
化は避けては通れないものとなってき
た。JavaなどのRPG以外の言語を習得
する必要性を感じているが、敷居が高く
なかなか思うようにはいかず、少なから
ず歯がゆい思いもしていた。

JACi400

　そんなときに出会ったのが、RPGプ
ログラムで、Webアプリケーションを
開発できる「JACi400」である。
　Webアプリケーションを開発するに
は、Java などの言語を覚えないといけ
ないと思っていたが、なんと JACi400
では、これまで私が身につけてきた知識

やノウハウをそのまま活かして、RPG
で簡単にWebアプリケーションを開発
できるのである。
　しかも、HTML画面との連携は、予
め作成されるRPGソースに記述される。
私たちは、ただデータの抽出やデータ
ベースの更新をRPGソースに記述すれ
ばよいし、DSPF を制御するように、
HTML画面もRPGプログラムで制御で
きる。従来の開発と同じように開発が可
能なのである。
　しかし、画面がDSPFからHTMLに
なることで、画面で使用する部品が違う
ため、若干制御の方法を覚える必要があ
る。例えば、コンボボックスやラジオボ
タンがそうだ。これらは、いずれも
Web画面では必須の部品と言っても過
言ではないだろう。
　また、画面の遷移も異なってくる。こ
ちらは、例えば、DSPFであれば1つの
プログラムに複数の画面を持てるが、
HTMLだと 1つしか持てない、といっ
たことである。
　今回は、RPG開発者のために、RPG

プログラムでWeb画面を制御する方法
のうち、ラジオボタンと、画面遷移時の
値の受け渡し方法を紹介したいと思う。

ラジオボタン
　ラジオボタンは、Web画面ではよく
使用される部品である。いくつかの選択
肢から1つを選ぶものであるが、これを
RPGプログラムで制御できるのだ。

①画面で選択したものを、RPGプログ
ラムで受け取る方法
　画面で選択した値をRPGに受け取る
にはどうしたらいいのだろうか。
　まずは、HTMLにラジオボタンを設
定し、それぞれの項目に対して id属性
と、value属性を定義する。id属性は全
て同じ値を指定するが（異なる値を指定
すると正しく動作しないので注意）、
value属性はそれぞれに異なる値を指定
する必要がある。
　ここでは、東京・名古屋・大阪をラジ
オボタンで選択するものを作ろう。【図1】



125

図1

図2

図3



126

　id属性は全て“RBG01”と指定する。
value属性は、東京“R1”、名古屋“R2”、
大阪“R3”とそれぞれ指定する。【図2】
　これで、画面からいずれかの都市を選
択すると、id ＝ RBG01 に HTMLで指
定したそれぞれのvalue値がセットされ
るようになる。例えば、画面で東京を選
択した場合は、“R1”がRPGプログラ
ムに渡される。
　HTMLの設定が正しくでき、さらに
画面で実行処理を行うと、JACi400 が
RPGプログラムを呼び出し、RPGプロ
グラムで id ＝ RBG01 の値を受け取る
ことができるのだ。あとは、それぞれの
値別に、処理を記述すればよい。【図3】

②ラジオボタンで選択した値を保持する
方法
　HTMLを触ったことがある人ならば、
ラジオボタンの初期値は、HTMLソー
スで“checked”を指定した項目になる
ことを知っているだろう。そのため、画
面で値を選択して実行したあと、次に画
面表示するときには選択した値を保持せ
ずに、常に初期値として指定した項目に
戻ってしまう。
　これでは都合が悪い。照会画面では自
分が指定した内容は保持していたいし、
前の画面に戻ったときも選択した値を保
持していたいものだ。
　ではどうするか。実はこれもRPGプ
ログラムで対応できるのだ。選択時に受
け取った値を、そのまま次の画面にも
送ってあげればよい。

画面に送るための手順

　それでは、画面に送るための手順を順
に説明しよう。

・JACi400Designer での設定
　最初に、JACi400Designer で設定を
行う。
　ラジオボタン id＝ RBG01の設定で、
Usage項目を“Both”にし、Additional
項目にラジオボタンの項目数・value属
性の長さ・画面に表示する記述の長さを
指定する。これで、ラジオボタンが入出
力フィールドとして定義される。
　ここでは、ラジオボタンの項目数を

“3”・value 属性の長さを“2”・画面に
表示する記述の長さを“10”に設定して
いる。

・生成されるDDS
　JACi400Designer で各フィールドを
設定したあと、JACi400 で DDSを作成
する。
　 今 回 の 例 で は、 図 4 の よ う な、
INPUT と OUTPUT タイプの DDS が
作成される。INPUTタイプは、画面か
ら選択された値を受け取るためのもので
ある。OUTPUT タイプのフィールド
O01002 は、ラジオボタンの項目数を指
定する。フィールド ORBBG01 には、
選択フラグ・value属性の値・画面に表
示する記述内容を、ラジオボタンの項目
数だけ指定する。【図4】

・RPGプログラムのコーディング
　DDSが作成されると、いよいよRPG
プログラムのコーディングをしなければ
ならない。
　まずは各定義を行う。ラジオボタン情
報用の配列を宣言し、同じくラジオボタ
ン情報用のDATA STRUCTUREを定
義する。配列のレコード長は 39バイト
である。これは、選択フラグ 1バイト・
value属性の値 2バイト・画面に表示す
る記述内容の 10 バイトをあわせた 13
バイトに対して、ラジオボタンの項目数
3つ分の合計値である。
　また、DATA STRUCTURE は、各
項目別に選択フラグ・value値・表示す
る記述内容を定義しておく。そして、配
列の要素も“1R1 東京 0R2 名古屋 0R3
大阪”と内部で定義しておく。

データセットの処理

　以上の定義ができたら、次にデータ
セットの処理を行う。
　まず、配列の要素“1R1東京 0R2名古
屋 0R3大阪”をDATA STRUCTURE
にセットし、ラジオボタンの項目数“3”
をフィールドO01002にセットする。
　このまま処理を終了すると、画面には
ラジオボタンが表示され、“東京”に
チェックが入った状態になる。しかしこ
れだと、常に画面のラジオボタンは東京
が選択された状態になってしまう。
　では、名古屋や大阪を選択状態にする
にはどうしたらよいか、それは、画面で
選択状態にする項目の選択フラグに“1”
を、その他には“0”をセットすればよい。
つ ま り、名 古 屋 で あ れ ば、DATA 
STRUCTUREで定義したRD21に“1”

をセットし、その他の RD11 と RD31
に“0”をセットするのである。同様に、
大阪を選択状態にするには、RD31に“1”
をセットすればよい。
　ここまでできたら、最後に DATA 
STRUCTUREの値をフィールドORBG01
に転送してRPGから画面にデータを送
信して完了となる。【図5】

　これで、ラジオボタンで選択した値を、
次回画面表示時に保持することができる。
　実は、これと同じ方法でコンボボック
スも制御でき、とても簡単である。ぜひ
覚えていただきたい。

第2画面で選択した値を、
第1画面に戻す
　ここから画面遷移の方法を紹介しよ
う。
　RPG開発者にとっては、Webアプリ
ケーションの画面遷移も、どのようにす
ればよいのかピンと来ないのではないだ
ろうか。なぜなら、Webアプリケーショ
ンでは多くの場合、画面処理ごとに通信
は切断されるからである。操作するユー
ザーからの入力を待ち続けているわけで
はない。
　一方、従来の5250では、RPGプログ
ラムが次の処理を待機している。それゆ
え、制御方法が違い、どのようにしたら
よいかわからないのである。

JACi400の場合

　JACi400 の場合は、メニューから画
面が呼び出されると、JACI400 サブシ
ステム配下にジョブが作成される。
HTMLを出力しても、CGIは終了する
が、RPGプログラムは待機した状態に
なるのである。つまり、従来どおりの手
法で開発ができるのだ。
　また、アプリケーション構成は、HTML
画面 1つに対して、RPGプログラム 1
つである。したがって、ある画面から別
の画面に遷移するときは、もとのRPG
プログラムから別の画面用のRPGプロ
グラムを実行することになる。画面間で
データを受け渡す場合には、何らかの手
段で受け渡ししなければならない。
　とはいえ、これまでの 5250での開発
と比べても、特別な手法ではないので安
心していただきたい。
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画面遷移時の値の受け渡し方法

　では、ここで第1画面から第2画面を
呼び出し、第2画面の値を第1画面に返
し、その値を第1画面で表示する例を紹
介しよう。

・処理の流れ
　まず処理の流れだが、第1画面と第 2
画面のRPGプログラムが別々であるた
め、第 1画面から第 2画面を呼び出す。
呼び出された第2画面は、名称の一覧を
表示する画面である。その一覧の中でい
ずれか 1つにチェックを入れ実行する
と、第2画面を終了し、第1画面の名称
欄に第2画面で選択した名称をセットす
るものである。
　これら全てを、RPGプログラムで処
理を行う。

・RPGプログラムのコーディング
　冒頭にも述べ、何度も繰り返すが、
JACi400 は画面 1つに対してRPGプロ
グラム1つである。
　ここでは、第 1画面のRPGプログラ
ムを“JCTST1A”とし、第 2 画面の
RPGプログラムを“JCTST1B”とする。
　まず、第 1 画面の JCTST1A では、
第 2 画面の JCTST1B を、CALL 命令
で呼び出すようにする。このとき
JCTST1Bからの戻り値として、名称を
パラメータ設定しておく。【図6】
　次に、第 2 画面の JCTST1B だが、
選択した名称を戻りパラメータにセット
して、プログラムを終了するだけでよい。
　あとは、第 1 画面のプログラム
JCTST1Aに制御が戻り、名称をパラ
メータで受け取って、その名称をフィー
ルドにセットする。これで、第2画面で
選択した名称が、第1画面で表示される
のである。

　このように、第1画面から第2画面に
遷移するときは、第 1画面からCALL
命令を実行し、値を引き継ぐときは、パ
ラメータを設定して受け渡しを行えばよ
いのである。
　いかがだろうか。この内容も、RPG
プログラムを開発したことのある人に
とっては、それほど難しいことではない
はずだ。

最後に
　今回いくつかRPGのコーディング例
を紹介した。どうであっただろうか。ど
れも難しい内容ではないので、RPGプ
ログラムの開発経験がある人ならば、す
ぐに理解できる内容であったと思う。
　私がそうであったように、これまで
Webアプリケーション開発に壁を感じ
ていたRPGプログラムの開発者にとっ
ては、少しはWebアプリケーションを
身近に感じられるようになったのではな
いだろうか。
　それでも、今回紹介した内容は、
JACi400 を使ってRPGプログラムでで
きる項目の一部に過ぎない。まずは、実
際に JACi400 を使って、その性能を実
感していただきたいと思う。そして、こ
れまでに培った知識とノウハウを十分に
活用できる JACi400 で、押し寄せてく
るWeb化の波に対応してほしい。

M

現在の仕事内容（詳細）
SE。主に JACi400 を使った Web アプリケーショ
ンの開発を担当しており、システムの要件定義から
納品・フォローまで行っている。
以前は RPG プログラムの開発に携わっていたこと
もあり、JACi400 の開発フェーズでは、RPG プロ
グラム開発の管理を行っている。また、HA ツール
である *noMAX の技術サポートも担当している。
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あなたはブラインドタッチができますか？
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現在の仕事内容
主に Delphi/400 を使用したシステムの

受託開発を担当しており、
要件確認から納品・フォローに至るまで、

システム開発全般に携わっている。
また、Delphi/400 の導入支援や
セミナーの講師も行っている。

　突然ですが、皆さんは「ブラインドタッ
チ」はできますか？
　このようなところで堂々と言えることで
はありませんが、しかも、私はこの業界に
入って 14 年以上になるのですが、現在に
至るまで「ブラインドタッチ」をマスター
しようと練習をしてきませんでした。だか
らという訳でもないでしょうが、私はキー
ボード入力があまり得意ではありません。
そんな私だからこそ思いついたであろう今
回の話題をここから述べます。私と同じよ
うな経験をされた方には、共感してもらえ
る何かがあるのではないかと思います。

　最近ではプログラムを書く機会が減りま
したが、プログラムを頻繁に書いていた頃
は「いかにキーボード入力が少なく、プロ
グラムが書けるか」ということを考え、「コ
ピー＆ペースト」や「文字の置き換え」等
いろいろな方法を駆使していました。もち
ろん、プログラムを作成する時間の割合は、
大半が考えている時間であり、書いている
時間の占める割合はそんなに多くはないと
思います。しかし、このプログラムを書い
ていく中で一番面倒だったのが項目転送の
文です。
　例えば Delphi で、ファイルから画面の
項目に値を転送する場合、次のように記述
します。

"edtWKTOCD.Text := Table1.FieldByName
（'WKTOCD'）.AsString;"

　このような転送文を画面の項目の数だけ
書かなければならず、更新がある場合には、
画面からファイルへの逆方向の転送文も必
要になってきます。これがけっこう面倒な
作業なのです。どちらかと言えば単純作業
で、転送の数が多くなればなるほど時間も
かかり、間違える可能性も高くなってきま
す。ブラインドタッチに自信のある方でも、
この転送文を 1 文字 1 文字キーボード入力
で書く方は少ないと思います。
　今回の話題は、「Delphi/400 の転送文を
書く」ということにスポットを当て、キー
ボード入力の回数を少なくかつより早く正
確に作れるか、ということを考えて、創意
工夫をしてきたある開発者の話です。
　ただし、これから出てくる各手法につい
ては、弊社のコーディングルールを前提に
しているところが多々ありますので、あら
かじめご了承いただきたいと思います。

　では、興味をもたれた方はこの先を読み
進めていただければ幸いです。
　先程の転送文を書く場合、次に書く方法
を使われている方が多いのではないかと思
います。

転送文の書き方

① 1 行目の転送文を書く
②  1 行目の文を必要な転送項目分コピー

する
③  2 行目以降の、左辺のコンポーネント

名、右辺の "FieldByName" のフィー
ルド名と "As 〜 " の型指定を変更する

　私の場合、③のときにエミュレーター画
面を開き、"DSPFMT" コマンドを使って
ファイルレイアウトを表示します。次に、
表示したファイルレイアウトの項目名をコ
ピーして、Delphi 画面に切り替えコンポー
ネント名とフィールド名にそれぞれ貼り付
けます。こうすることで、キーボードの入
力 が「Ctrl ＋ "C"」「Ctrl ＋ "V"」「Alt ＋
Tab」「Shift ＋矢印キー」に絞られます。
ここで使用するアルファベットは "C" と
"V" だけなので、ブラインドタッチが苦手
な私でも容易に操作をすることができるの
です。キーボード操作の流れは以下のよう
になります。

キーボード操作の流れ

①  エミュレーター画面のコピーする項目
名を「Shift ＋矢印キー」で範囲選択する

② 「Ctrl ＋ "C"」で項目名コピーする
③  「Alt ＋ Tab」で Delphi 画面に切り替

える
④  貼付先を「Shift ＋矢印キー」で範囲選

択する（"FieldByName" のフィールド
名はマウスでダブルクリックしても楽
に選択できる）

⑤ 「Ctrl ＋ "V"」で貼り付ける
⑥  「Alt ＋ Tab」でエミュレーター画面に

切り替える

COLUMN
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Excelを使った転送文の書き方

① Excel を開く
②  エミュレーター画面を開き、"DSPFMT"

コマンドでファイルレイアウトを表示
する

③  表示したファイルレイアウトの項目を
全て選択しコピーする

④  Excel に切り替え、"A1" セルから貼り
付ける

⑤  エミュレーター画面に切り替え、テキス
ト記述 / 欄見出しも全て選択しコピーす
る

⑥  Excel に切り替え、"B1" セルから貼り
付ける

⑦  ファイルレイアウトが次画面以降もある
場合は、③〜⑥を繰り返す（Excel では、
A 列 B 列ともに前回の続きから貼り付
ける）

⑧  "C1" セルに "=TRIM（A1）" と書き、D
列も含め A 列の最終項目の行まで一度
にコピーする

⑨  "E1" セルに次の式を記述する
　  ="edt"&C1&" .Tex t  :=  Tab le1 .

FieldByName（'"&C1&"'）.AsString; 
//"&D1

⑩  "E1" セルの内容を最終項目の行まで、
一度にコピーする

　実際に見ていただくと理解していただき
やすいのですが、このとき E 列には転送
文が全項目分書かれており、しかも各項目
の見出しがコメントとして付いています。
あとは E 列の内容を Delphi に貼り付けれ
ば、転送文ができあがることになります。
そして、この考え方で F 列に次のように
書けば、画面からファイルへの転送文も書
くことができます。

="Table1.FieldByName（'"&C1&"'）.
AsString := edt"&C1&".Text; //"&D1

　この Excel ファイルを雛形として持っ
ていれば、エミュレーター画面から項目名
とテキスト記述 / 欄見出しをコピーするだ
けで、いつでもあっという間に転送文を書
くことができます。この方法は、最初に書
いた方法と比べ、確実にかつ劇的にスピー
ドが速くなるのです。数十行の転送文であ
れば「ファイル→画面」「画面→ファイル」
の両方が、1 分とかからず書くことができ
ます。
　いかがでしょうか？ここまで読んでいた
だいた開発者の方で、この感動に共感して

いただける方はどれだけおられるでしょう
か。私は、この方法に気付き結果を見たと
き、心の中でガッツポーズをしていました。
私の中では「キーボード入力の回数を少な
くかつ早く正確に転送文を書く」というこ
とにおいては、さまざまな手間を考えても、
この方法が完成形ではないかと考えていま
した。
　このあと、転送文はほぼこの方法を使っ
て書いていました。しかし、しばらくする
と、私はプログラムを書く機会が減ってい
きました。後輩も増え、私の業務は SE 職
が中心になり、プログラムをあまり書かな
くなっていったのです。
　そんなある日、一人の後輩社員が
Delphi の画面で転送文を書いているとこ
ろを見ました。あまり他人がプログラムを
書いているところを見る機会はないのです
が、たまたま転送文を書いているところ
だったので、どうやって書くのか興味を感
じ観察したのです。
　そのとき彼が書いていた方法は、私が最
初に書いた、1 行目をコピーしていく方法
でした。しかもコピーした後に、各項目を
1 行 1 行キーボード入力で書き換えていた
のです。「それでは遅すぎる！」と、私はさっ
そく Excel を使った方法を彼に伝授しま
した。すると、先程まで苦労していた転送
文をあっという間に書くことができ、彼も
かなり感動していました。そしてそのとき、
彼が言った一言が次のステップへの引き金
となったのです。

　「AS/400 から直接ファイル情報を持っ
てきて編集できたら、コピーの手間がなく
なりますよね」

　確かにその通り！ そして、それを可能
にするツールが身近に存在していたので
す。「Delphi/400」ならそれができるので
す。
　その後、社内でツール化することとなり

「Delphi/400 のプログラムを書くためのプ
ログラムを、Delphi/400 を使って開発す
る」という、少し不思議なプロジェクトが
スタートすることとなりました。そして、
とうとう今年の春に、ミガロ開発支援ツー
ルの第 1 弾として華々しく社内デビューを
飾りました。
　この開発支援ツールは、ライブラリー名
とファイル名を入力するだけで、一瞬にし
て転送文を画面に表示してくれるという優
れもので、あとは画面の内容をコピーして
Delphi へ貼り付ければいいだけです。も

⑦ ①から繰り返す

　また、1 行目に入力する転送文を、次の
ようにフィールド名にあたる部分を除いて
書きます。

"edt.Text := Table1.FieldByName（''）.
AsString;"

　そして必要な行数分をコピーしておく
と、④で「Shift ＋矢印キー」を使用する
ことなく、"edt" の後ろと "‘’" の間にフォー
カスを移動して貼り付けるだけなので、さ
らにキーボードの入力回数を減らすことが
できます。
　最初はキーボードの操作もぎこちなく
ペースが上がりにくいのですが、一度リズ
ムを掴むと、「トン、トン、トン、トン ...」
とリズムよく書いていくことができます。

（このときばかりは誰にも声をかけられた
くないものです。また、メールソフトを開
いたまま作業をしていると、メール着信の
ダイアログが突然開き、せっかく掴んだリ
ズムが崩れてしまうので、突然ダイアログ
が開くソフトを私は極力閉じるようにして
います）。
　これはDelphi/400で開発を始めて、キー
ボード入力の回数をいかに少なく、早く、
正確に作れるかという方法を、私なりに考
えた最初の形でした。
　ただ、この方法では頻繁に画面の切り替
えが発生し、しかも項目の 1 つ 1 つをコ
ピーして貼り付けていかなければならず、
転送項目が多くなれば、どんなにリズムよ
く書けたとしても時間がかかってしまいま
す。もっと一度にコピーして貼り付けるこ
とができる方法はないのかと、試行錯誤す
るようになっていました。そんなとき、私
は "Excel" の能力に気付き、転送文を書く
のに劇的なスピードを手に入れることにな
りました。
　その当時、私の中で "Excel" の存在は表
計算ソフトであり、ドキュメントツールで
しかありませんでした。当然、プログラム
を書くことに結び付けようなどと考えもし
ませんでした。そんなときに、以前から知っ
てはいましたが「Excel はけっこう文字列
操作が得意」ということに改めて気付いた
のです。今となってはきっかけが何だった
のかは思い出すことはできませんが、
"TRIM" 関数と "&"（文字結合）という機
能が組み合わさったときに、" ピン " とき
たのです。
　その方法が次の方法になります。
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ちろん「ファイル→画面」「画面→ファイル」
の両方に対応しているので、特に入力系の
プログラムで転送文が多い場合、工数削減
につながるのではないかと思います。今後
どこかの機会で、この開発支援ツール第 1
弾を皆様に公開させていただければと思っ
ています。

　「Delphi/400 の転送文を書く」ことに対
して、キーボード入力の回数を少なくしか
つ早く正確に作れる方法を考えてきた開発
者の話はこれで終わりです。「転送文を書
く」という話題でここまで話を膨らませる
ことができるとは、正直思っていませんで
した。お楽しみいただけましたでしょうか。
　この本を読まれている方の中には、プロ
グラム開発に携わられている方も多くい
らっしゃると思います。そして、開発する
際にはいろいろな創意工夫をされてきたの
ではないでしょうか。今度は、ぜひ皆様の
創意工夫を教えていただければ嬉しいで
す。
　最後までお付き合いいただきまして、あ
りがとうございました。
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